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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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１






　──その夏の日の色を、あたしは忘れない。




　誰だれよりも優やさしくて、優しすぎて、切なくなってしまうような銀色を──本当は、もっといっぱい抱きしめてあげたかったのに。





２






「だ、駄だ目めです！　それはイザヤ様の分です！」

「ふえっ!?」

　その声にびっくりして、清掃ボランティア中の鏑かぶら木ぎ遙はるかは振り返った。

　先週自分で切ってみた、大おお雑ざつ把ぱなショートカットが揺れる。

　髪かみを透すかす、眩まぶしい陽光。

　夏の空気に、凜りんと咲き誇ほこる百ゆ合りや薔ば薇ら。

　特別指定教区・御みさ陵さぎ市し──その第四区に設けられた、御陵学院の庭園であった。夏休みとあってほとんど生徒が見あたらぬその庭園を、遙はひとりで清掃しているところだったのだ。

（えっと……今の、教会から？）

　ぱちくりと瞬まばたきして、目をこらす。

　すると、近くの教会の裏うら口ぐちから、人ひと影かげが現れたのだ。

　一いつ瞬しゆん、息いきが止まった。

　年ねん齢れいは、遙と同じ十五か六ぐらいだろうか。

　今にも折れそうな細い肢し体たいに、制服ではなく、シスター用の質しつ素そな聖職衣カソツクを纏まとっている。

　白いうなじにこぼれるのは、陽光を弾はじく銀ぎん髪ぱつのツーテール。瞳ひとみは淡あわい紫水晶アメジストの色を秘ひめ、長い睫まつ毛げは慎つつましげに伏ふせられていた。整った容よう貌ぼうは人形と紛まがうばかりの美しさで──しかし、今ばかりは美び貌ぼうよりもその足あし元もとの方に目がいった。

　というのも、銀髪のシスターの足元から、小さな毛むくじゃらの動物がバスケットをくわえて走り出たのである。

「待まってください！　それは、あなたの取り分ではないと主張するのが私です！」

　子こ犬いぬを、シスターが追う。

　意外と機き敏びんな動どう作さで教会の壁かべ際ぎわへと追い込み、しかしその子犬を拾い上げるでもなく、きっかり一メートル半の距きよ離りをおいたままシスターは硬こう直ちよくした。

（…………？）

　しばらく、シスターは動かなかった。

　それから、尻尾しつぽを立てて威い嚇かくする子こ犬いぬを前に、可か憐れんな唇くちびるを開いた。

「──そのバスケットの内容は、あなたに適てきした栄養ではないと判断します。飢うえは理解しますが、強ごう奪だつは十じゆつ戒かいにも背そむく罪つみです。合ごう理り的てきにも、道どう徳とく的てきにも、早急に返却してくださるよう依い頼らいするのが私です」

　大おお真ま面じ目めに、子犬へと説得を開始したのである。

　無論、犬の側がそんな説教を斟しん酌しやくするはずもない。バスケットをくわえたままで、ぴいんと短い尻尾を立てて、ぐるるる……と唸うなりをあげたままだ。そんな子犬を見つめたまま、シスターは微び動どうだにせず立ちつくしていた。

「……強きよう硬こうな手段に出たくありません。どうか、今の内に返却してください」

　整ととのった美び貌ぼうは、眉まゆ一ひと筋すじ動かない。

　見事に無表情のままだが、打つ手なしと困こまり果はてた様よう子すでもあった。

　少しの間そんな姿すがたを見つめて、遙はるかはなんとなく苦く笑しようを漏もらし、ゆっくりシスターの方へ近づいた。

「ちょっと、いいですか？」

「え？」

　と困こん惑わくするシスターをおいて、遙はビニール袋から特製ホットドッグを取り出した。選び抜かれたソーセージに瑞みず々みずしいレタス、たとえ冷めても美び味みを失わない上に格かく安やすの、御みさ陵さぎ学院食堂でも五ご指しに入る人気商品である。二週間ぶりに入にゆう手しゆできた品は惜おしいのだが──それはもう大変に惜しいのだが、この事態では仕し方かたない。

　そのホットドッグを差し出して、遙はそっとしゃがんだ。

「──はい、おいで」

　初めての動物と触ふれあうコツは、目線の低さだ。

　同じぐらいの視し線せんに下がった遙へ警けい戒かい心しんをゆるめて、おどおど近づいてきた子犬が、あんぐりとホットドッグに嚙かみついた。

「よしよし」

　そのついでに落ちたバスケットを拾い上げ、遙は子犬の頭を撫なでたのだ。

「これでいいですか？」

「あ……ありがとうございます」

　バスケットを受け取って、シスターは深々と頭を下げた。

「どうして、さっさと捕つかまえなかったの？　ちゃんと追いつめてたのに」

「私に触さわられるのは、犬にとって不ふ快かいだろうと判断しました」

「犬にとって？」

「……はい。たとえ犬だって、嫌きらいな相あい手てに触れられるのを断る権利ぐらいあるでしょう」

　堅かた苦くるしいような、それでいて自然なような、不ふ思し議ぎな口く調ちようでシスターは答える。

　浮うき世よ離ばなれしたこのシスターの無表情とはよく似に合あっていて、遙はるかは妙みようにそわそわした気分にかられてしまう。

　と──そんなとき。




　きゅう。




　可愛かわいい音が鳴ったのだ。

　ふたりの視し線せんが、ひとつの場所に集中する。

　小さく鳴ったのは、遙のおなかであった。

「ご……ごめんなさい……！　あ、あたし、最近お米と自分で漬つけた浅あさ漬づけしか食べてなくて……」

　赤面した遙に、シスターが問とう。

「御みさ陵さぎ学院は、生徒への支し援えん制度を充実させているはずですが」

「い、いえその、ちゃんと奨しよう学がく金きんはいただいてるんですけど……ええと……この前から、変な事じ件けんが続いてたじゃないですか。……学内のボランティアもすっかり停止しちゃってて……それでもらえる分をあてにしてたから……あたし……すっかり使いこんじゃってて……まさか、あんな事件が起きるなんて……思わなかったし……」

　ますます真っ赤になったまま、肩をすぼませて、遙は答えた。

　御陵学院の特とく殊しゆ制度として、学内のボランティアは奨学金に加か味みされるようになっている。事実上の公こう認にんバイトみたいな形で受け入れられているわけだが、ここ最近の事件のため、やっと校内の清掃に限って再開されたのが、今日の昼だったのである。

　先のホットドッグは、文字通りなけなしの金をはたいたものだったのだ。

「…………」

　すると、シスターはさっきのバスケットを持ち上げた。

「あの……イザヤ様の分は駄だ目めですが、私の分が教会にありますので、よかったら少し食べていきますか？」

「いいんですか！」

　ぱあっと、遙の顔が輝かがやいた。

「わ、わわわわわわわ、ありがとうございます！　感激です！　感動です！　良かったあ、本当に神様はいたんだあ、ずっとここにいたんですね……あああ、今日も恵めぐみを与えてくださって感かん謝しやしますアーメン……」

「いえ、その、私に祈いのるのはいろいろ筋すじ違ちがいだと考えますが。──よろしければ、夏休みの間ぐらいは、あなたの分も余よ計けいにつくりましょうか？」

「ほほほほほほ、本当ですか！」

　もはや感かん涙るいさえ流して、遙はるかはすがりつく。

「おおおお願いします！　ぜひぜひぜひ！」

「では──」

　教会へ踏ふみ出しかけて、シスターが足を止めた。

　わん、と子こ犬いぬが鳴く。

　すると、ふたりの背はい後ごから新あらたな影かげが差したのだ。

「──お客様ですか？」

　澄すんだ声だった。

　身体からだは中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜい、年の頃ころは十七か八か。そんな若さでありながら、漆しつ黒こくの聖職衣カソツクはきちんとした司し祭さいの物で、略りやく式しきながら黄色の肩帯ストラさえかけていた。

　跳はねた癖くせっ毛けと、真ま面じ目めそうな黒い瞳ひとみが印いん象しよう的てきな少年神しん父ぷ。

「イザヤ様」

　と、シスターが振り返った。

「もう、お帰りになったのですか？」

「ブラザー・カルロのお話が、思ったよりは早く終わりまして」

　神父は、淡あわく微び笑しようする。

（うわあ……）

　揃そろったふたりに、遙が目を丸くした。

　穏おだやかそうな少年神父と、その神父に従したがった銀ぎん髪ぱつのシスターとの構図は、あまりに絵になったからだ。

　──何よりも。

　ほんの一いつ瞬しゆんだけ、垣かい間ま見たからかもしれない。

　イザヤという少年に気づいた刹せつ那なの、ずっと無表情だったシスターの変化を。

　そして、

「初めまして」

　と、物もの腰ごし穏やかに、少年は遙へも一礼した。

「九く瀬ぜイザヤと申します。こちらの教会を預かっている者です」

「あ、あ……ええと、その、鏑かぶら木ぎ遙っていいます！　ここの中等部の二年生で、清掃ボランティアをやらせてもらってます。今、こちらのシスターさんと、お食事の話をしてて……」

「おや、では邪じや魔まをしてしまいましたか」

「あ、全然そんなこと！」

　ぶんぶんと手を振って、ふと遙は振り返った。

「そうだ。シスター様のお名前は？」

「私の、名前ですか？」

　一いつ瞬しゆん、間まがあった。

　なんだか、ひどく珍めずらしいことに立ち会ったようにきょとんとしてから、シスターは小さくうなずいたのだ。

　聖職衣カソツクの胸むな元もとに手をおいて、

「ノウェム──そう呼ばれているのが私です」

　と、相変わらずの口く調ちようで、告つげたのであった。
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「──珍しいな、お前が人を連れてくるなんて」

　そんな言こと葉ばがこぼれたのは、遙はるかが帰った後であった。

　教会の、応接室である。

　ごく質しつ素そに、木製の机つくえと椅い子すを並べられた部へ屋やだった。机の上にはまだソースのこびりついた皿さらや杯さかずきが残っていて、楽しげな会かい食しよくの様よう子すを想像させた。

　もっとも、この場に遙が残っていたら、その大きな目を剝むいたことだろう。

　さきほどの穏おだやかな少年神しん父ぷ──九く瀬ぜイザヤが、隣となりの椅子の背せもたれへ伸ばした足をかけていたのである。

　態度の悪さはもとより、聖職衣カソツクもだらしなく着き崩くずしている。面めん相そうや背せ格かつ好こうこそ同じものの、その印いん象しようはまったくの別人だった。もしも二に重じゆう人じん格かくと言われても、皆みなが信じるに違ちがいない。

　実際、真実はそれに近しいのだ。

　少年は、ニセモノである。

　九瀬イザヤという名も、本来の彼のものではない。

　この御みさ陵さぎ市しにおいて、少年はある理由から、別人の名前と身分とを強きよう要ようされているのだ。聖せい霊れい教きようの神父の姿すがたも、そうした偽ぎ装そうの一いつ環かんであった。

「珍しいでしょうか」

　と、最初の質しつ問もんに対して、ノウェムが首を傾かしげた。

「俺の知る限りじゃな。そりゃ生徒会の連中とか、玻は璃りとかカルロとかが勝手にやってくることはあったけど、お前が案内するってのは初めて見た」

「いけなかったでしょうか？」

　おずおずと訊きいたシスターに、イザヤは苦く笑しようした。

「いや、別にいいだろ。もともと教会って困こまった生徒を受け入れるところだろうし」

　片かた目めをつむって、イザヤは皿に残っていたクッキーとパンの合いの子みたいなのをもむもむと食べる。

　これも、ノウェムがつくった品だった。

　上じよう品ひんな甘あまさともちもちした食感が、遙はるかには大変好こう評ひようで、ほかに用意されていたサンドイッチやサラダ以上の速度でたいらげていったものである。

「これ、新作か？」

「はい。聖体儀式ミサの聖せい餅へいの材料があまりがちだったので、少しアレンジしてみました。必ひつ要ようでしたら、おかわりもありますが」

「……後でもらう」

　視し線せんを合わせず、イザヤはぽそりと呟つぶやく。

　なんとなく、ちゃんとした感想を言うのを嫌いやがってるようでもあった。

　ノウェムの側は、気にした風ふうもなく質問を変えた。

「では……カルロ様は、何をおっしゃっていたのですか？」

　と、尋たずねたのだ。

　数すう秒びよう黙だまってから、イザヤが口を開いた。

「……玻は璃りのやつが言ってたそうだ。先週の連続殺人騒ぎはとりあえず落ちついたけれど、まだ〈獣ベステイア〉の気け配はいは消えてないとさ」

「…………」

　ノウェムもまた、ほんの少し、気配に緊きん張ちようを混じらせたのだ。

「──遙さんも、あの事じ件けんのせいで、バイトが中止になったと言ってらっしゃいました」

「そりゃまあ、表おもて向むきにも一週間で四人の連続殺人事件だからな。学生は自じ宅たくか寮りようを出るなって話になるさ。実際のところは、それどころじゃなかったんだし」

　先週のこと。

　この学院の周しゆう辺へんで、突とつ如じよとして連続殺人事件が起こったのだ。

　理由も目的も謎なぞの、通り魔ま的殺人。しかも殺された人間は身体からだをずたずたにされ、その肉にく片へんは肉にく食しよく獣じゆうにでも喰くわれたような有あり様さまだったという。

　ありうべからざる悲ひ劇げきは、休きゆう暇か中ちゆうの学院をただならぬ恐きよう怖ふに陥おとしいれた。ほとんどの活動も停止となり、学外での行動もなるだけ集団で行うように指示された。

　しかし、実際はそれどころではなかったと、少年神しん父ぷは主張しているのであった。

〈獣ベステイア〉。

　その単たん語ごに内包された恐おそるべき意味を、少なくともこの場のふたりだけは分かち合ったのだ。自分たちの骨ほね身みにまで刻きざまれた恐怖や痛いたみを、まざまざと再現されるかのようで、少年はぎゅっと唇くちびるを嚙かんだ。

　とある神父のニセモノとしてこの都と市しで過すごした年月が、それだけの体験を少年にも与えていたのであった。

「でしたら──」

「ああ。あの〈獣ベステイア〉は……あるいは同じ〈獣ベステイア〉の眷けん族ぞくが、まだこの近くに潜ひそんでる。基本的には〈塔ルーク〉が調査にあたるそうだけど、場合によっては突とつ然ぜんこちらがかり出されることもあるってさ」

　重く、少年が息いきを吐はいた。

　ぐっ、とこらえるように拳こぶしを握にぎる。

「……大だい丈じよう夫ぶです」

　すると、銀ぎん髪ぱつのシスターはいつもと同じように無表情に──どこか優やさしげな声で囁ささやいたのだ。

「イザヤ様をお守りするのが、私です」

　それは、何の飾かざり気けもない言こと葉ばだった。

　このシスターの一番奥おくから汲くみ出されたような、ひどく純じゆん潔けつな言葉だった。

　だから、少年は絶ぜつ句くする。

「……お、前」

　ぴたりと、声が止まった。

　そのまま、数秒ほど少年は動かなかった。

　細い首を傾かしげて、ノウェムが訊きく。

「──あの、何か、まずかったですか？」

「何でも、ねえよ」

　と、イザヤはそっぽを向いた。




　そして、

「……だから、嫌いやなんじゃねえか」

　これは、ノウェムの耳にも届とどかないぐらい小さく、口の中で呟つぶやいたのであった。





３






　遙はるかが学生寮りように帰る頃ころには、夕方となっていた。

　御みさ陵さぎ学院には五つの寮があるが、遙が住んでいるのはその中でも一番小さな、二階建ての白い建物だ。ほとんど立方体の建物が、夕陽を受けて斜ななめに影かげをひきずっている。

　なんだか病院や研けん究きゆう所じよみたいな外観なのだけど、真ま新しい建材の匂においが遙の好このみだった。

　立たて石いし、長は谷せ川がわ、佐さ久く間ま、鏑かぶら木ぎとならんだ靴箱に、スニーカーを放り投げる。

　寮りよう内ない用ようのスリッパで、リノリウムの階段をあがりながら、

「……不ふ思し議ぎな人だったなあ」

　ぼんやりと、呟いた。

　まだ足がふわふわとして、地面についてない気分であった。

　とても楽しくて、なんだか夢ゆめ見み心ごこ地ちだ。たくさんの料理でおなかいっぱいになったから……というだけではあるまい。

（……やっぱり、あのふたりかなあ）

　思う。

　銀ぎん髪ぱつのシスターと、少年神しん父ぷ。

　あのふたりがとてもお似に合あいで、見ているだけで、妙みように嬉うれしくなってしまったからかもしれなかった。仮かりにも聖せい職しよく者しやに対して、不ふ謹きん慎しんな想像かもしれなかったが、それでもついつい妄もう想そうが膨ふくらんでしまうのはどうしようもなかった。

　ポシェットから、ビニール袋ぶくろにいれてもらった聖せい餅へいを取り出して、口にいれる。

「……うん、美お味いしい」

　思わず、ため息いきをついてしまう。

　本当に、口の中がとろけるように美味しいのだ。最上級のマシュマロだって、こんなには甘あまく溶とけてくれないだろう。

　あのシスターの手には、魔法でもかかってるんじゃないかと思うほどだ。

　今度、会ったときは──




「──遙はるか」




　ぞくり、と少女の肩が震ふるえた。

「どうしたの？　遙」

　とても優やさしい声だった。

　何度も、遙が聞いた声だった。

　少女は振り向かなかった。

　振り向けなかった。

　なのに──ぎこちなく首は動いた。遙の身体からだが、遙自じ身しんを裏うら切ぎって、もっと上位の存そん在ざいに従わされてしまったようでもあった。

　そして、少女は見る。

「……とても、楽しそうね。何があったのか、お話を聞かせてくれる？」

　夕ゆう闇やみに埋うもれた、寮りようの階段。

　その踊おどり場で、血ちのごとく赤い唇くちびるが、三日月のカタチに歪ゆがんでいた。
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　それから、鏑かぶら木ぎ遙は昼ごとに教会を訪おとずれるようになった。

　庭園の清掃だったり、図書室の書しよ籍せきのデータベース化だったり、ボランティアの内容はさまざまだが、学院のボランティアである以上、学院内の教会とは近かったためだ。

　ノウェムは、いつもあの教会の中で待まっていた。

　対して少年神しん父ぷ──九く瀬ぜイザヤの方はいたり、いなかったりしたが、さほど気になることはなかった。

「あの、イザヤさんはどうしてるんですか？」

　木こ漏もれ日の下、ノウェムのつくってくれたお菓か子しを口にしながら、遙はるかが訊きいた。

　陽光溢あふれる、教会の裏うら庭にわである。

　そこには、大きなマロニエの樹きが植わっており、ふたりは教会から白いガーデンチェアとテーブルを引っ張り出して、お菓子をつまんでいたのである。

　ちなみに、今回のお菓子は、小さく焼き上げられたマカロンだった。

　さくさくとした生き地じに、挟はさみ込まれたクリームやジャムが心までしみるように甘あまい。

　このシスターの料理は毎回違ちがっていて、遙を飽あきさせることがなかった。いいや、これだけの美お味いしさなら、ずっと同じでも飽きることはなかったろうけれど、豊ほう富ふなバリエーションはその味と同じぐらいに、食べる者を楽しませてくれるのであった。

「そうですね」

　自分も抹まつ茶ちや色いろのマカロンを口にしながら、ノウェムは小さくうなずいた。

「長期休きゆう暇かの最中ですので、教会の管理よりも教団全体での聖せい務むが優ゆう先せんしてるようです。むしろ、イザヤ様のお仕事ははそちらが主おもですから」

「へえええー」

　あの若さで神父を務つとめていることも驚おどろきだったが、実際に結構重要な仕事を任まかされているらしい。

　感心した遙を前に、ノウェムはそっとティーカップを持ち上げる。

　いつものように、シスターの顔からは、何の感情も窺うかがえなかった。

　無表情というよりも、いっそ水や金属に似にた無機質さ。

　そうしていると人間離ばなれした美び貌ぼうもあいまって、少女は人間を模もした人形のようにも思えるのだった。

（……でも）

　でも、遙は別の印いん象しようも覚えていた。

　あの少年神父について話すときだけは、いつもほんの少しだけ、シスターの表情に変化が生じたからだ。

　よく注意しないと見逃してしまいそうな、ささやかな波は紋もん。

　まるで、しんと凪ないだ湖みずうみの底で──かすかに揺れる花か弁べんのような、密ひそやかな感情。

　じいっ、と見つめて、

「やっぱり、いないと寂さびしいですか？」

「な……っ！」

　シスターが言こと葉ばを失う。

　雪花石膏アラバスターのように白い肌はだが、さあっと耳の先まで朱しゆに染そまったのだ。

「なななななななな何を、理解不能な発言をされて……そ、そもそもイザヤ様がいてもいなくても、私がそんな特別な感情を抱くのはまったくの不ふ遜そんで意味不明でありえるはずのない仮か定ていでありますし、このように食事を用意するのもただ単たんにイザヤ様が来るか来ないかがはっきりしないからで寂しいとかどうとか一いつ緒しよに食べられると少し楽しいとかそういう考えとは何も関係が──」

　立て板に水どころか、滝たきを流すような勢いきおい。

　可か憐れんな瞼まぶたも口もぱくぱくと開閉し、言い訳わけしながら激しくかぶりを振った拍ひよう子しに、聖職衣カソツクを皿さらにひっかける。がらがらがらん、といくつかの皿がティーカップも巻き込んで、庭の地面に落下した。

　よもや、そこまでの効こう果かがあるとは思わず、遙はるかの方が慌あわててしまったぐらいであった。

「あ、あの、その……あたし、イザヤさんのことだなんて、言ってないんですけど……？」

「…………っ！」

　硬こう直ちよく。

　沈ちん黙もく。

　欧おう州しゆうでは、会話途中に発生した沈黙をさして『天てん使しが過すぎていった』というが、この場合、通り過ぎた天使も苦にが笑わらいを浮かべていたことだろう。

　シスター・ノウェムは、聖職衣カソツクの手首をつかんだまま、深くうつむいて、

「……イザヤ様は、わ、私の第一優ゆう先せん順じゆん位いというだけです。……それ以上の他意はありえません……」

　やっとのことで、呟つぶやいたのである。

「は、はい！　分かりました！」

　遙もそれ以上はつっこめず、小さく何度もうなずいた。

　ふたりで落ちた皿を片づけながら、ふとノウェムの方が口を開いた。

「……遙さんは、どうして夏休みなのに寮りようにいるんですか？」

「あー、あたし、帰る実じつ家かとかないですから」

　笑って、遙は鼻の頭を搔かいた。

「…………」

　ノウェムが、再ふたたび沈黙する。

「……ど、どうかしました？　また黙だまっちゃって」

「こういう場合、悪いことを訊きいたと反省するのが、正しいのでしょうか？」

　そんなことを、大おお真ま面じ目めな顔で言ったのである。

　やっぱり、どこかずれている。

　今度は微び笑しようして、遙はるかはひらひらと手を振った。

「いいですよ。両親死んだのって物もの心ごころつくより前なんで、実感ないですもん」

　早くに身み寄よりをなくしていた遙は、この都と市しの扶ふ助じよ制度を頼たよりに御みさ陵さぎ学院へやってきたのだった。幸さいわい、御陵学院の奨しよう学がく金きんは非常に充実しており、とりたてて問題もなく過すごすことができた。

　特別指定教区というだけあって、一いち応おう聖せい霊れい教きようの信徒であることが市民の条じよう件けんだが、それとて聖せい典てんを所持していればよいというぐらいの気軽さだ。

「だから今は、奨学金の条件を満みたす方がよっぽど気になります」

　ぶんぶん、と腕うでを振ってみせる。

「部ぶ活かつ、ですか」

「はい、陸上一直線です！　まあ、うちの部活そんな強くないし、夏休みも合宿が終わるとほとんど解散状じよう態たいなんですけど」

　照てれ笑いして、少女は頭を搔かいた。

　不意に、ノウェムの視し線せんが動いた。

「遙さん、それは怪け我がですか？」

「ふえ？　あ──」

　夏服の右手を見る。

　今持ち上げた肘ひじのあたりに、青い痣あざができていたのだ。

「あれ？　あたし、どっかでこけたりしてたっけ？」

「よろしければ、教会にも薬くすり箱ばこぐらいはありますが」

「あ、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。全然大したことないですし！　今まで気が付かなかったぐらいですもん！」

　朗ほがらかに笑って、遙は食器を片付けた。

　そろそろボランティアに戻る時間だ。今日は図書室で、残った本ほん棚だな三つのデータベース化がノルマだった。書名、著ちよ者しや、出しゆつ版ぱん社しやを打ち込んでいくだけの単純作業なのだが、ひとつひとつの書名や装そう丁ていに、作った人の息いきづかいが感じられるような気がして、遙は気に入っている仕事だった。

「じゃあ、また明日！」

　元気よく、少女は手を振った。

　身体からだをなまらせないように、少しだけ本気で走る。

　校こう舎しやまでの途と中ちゆうで、聖職衣カソツクを着た人とすれちがった。

（……あの人も、イザヤさんの同どう僚りようなのかな？）

　年ねん齢れいは、二十代の半なかば。

　長い金きん髪ぱつに綺き麗れいな碧へき眼がん、肩かた口ぐちから赤い肩帯ストラをさげた白はく人じんの青年神しん父ぷだった。

　驚おどろくべきことに、左目には大きな眼がん帯たいをしており、その中ちゆう央おうには海かい賊ぞくよろしく獅し子しの刺し繡しゆうまでも成なされていたのである。どう考えても神父にはふさわしくない組み合わせなのに、この青年がすると妙みように似に合あっても見えた。

　にまにまと、唇くちびるをゆるめた風ふう貌ぼうに、

（真ま面じ目めなイザヤさんとは、ちょっと仲なかが悪そうかも）

　そんなことを考えて、こっそり笑みをこぼしたのであった。
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　──いつもと同じく、寮りように戻ったのは夕ゆう方がた頃ごろだった。




　階段に一歩踏ふみ出したところで、少女はびくりと震ふるえた。

「え……っ？」

　喉のどから押し出されたのは、困こん惑わくと苦く痛つうの入り交まじった声であった。

　ひどく、絶望的な声こわ音ねだった。




　──思い出したのだ。




「あ、ああ、あたし、何、で……」

　最後まで、言こと葉ばは続かなかった。




　──どうして、忘れていたのだろう。

　──どうして、忘れることなんてできたのだろう。




「待まっていたわよ、遙はるか」

　と、夕ゆう闇やみが告つげた。

　階段の踊おどり場からだった。

　顔をあげずとも、その気け配はいだけで遙は金かな縛しばりにあった。身体からだばかりか、心しん臓ぞうも血けつ管かんも残らず凍こおりついたように思った。本当にそうであってくれれば──この場で死に絶たえることができれば、どれほど幸しあわせだったろう。

「ね？　今日も……シスターの話を聞かせてくれるのでしょう？」

　と、踊り場の気配が優やさしく問とう。

　その、おぞましいほどの優やさしさに、喉のどを締しめつけられる。

「ちゃんと……思い出したわよね？　ここに来たら……ぜぇんぶ思い出せるように、半分しか食べなかったんだもの。私……あのシスターと会ってくるように、あなたに言い聞かせてたわよね？」

「…………」

　遙はるかは、答えられない。

　身体からだの芯しんからがくがくと震ふるえて、まともに立っていることさえできなかった。

　ただ、

「どう……どう、して……の、ノウェムさ、さんに、こだ、こだわるの？」

　必ひつ死しで声を絞しぼり出すと、気け配はいはくすりと笑った。

　くすくす。

　くすくす。

　くすくすくす。

　くすくすくすくすくす……と、長く続いた。




「きっと……あれは、私の天てん敵てきだもの」
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　そして、夜になる。




　空には細長い雲がたなびき、その隙すき間まから上じよう弦げんの半月が顔を出していた。

　かすかに、肌はだ寒い。

　今年の夏は寒かん暖だん差さが激しかった。昼はうだるような暑さだったのに、太陽が沈しずんでからは急速に冷え込んで、すでに秋めいた風ふ情ぜいを漂ただよわせつつある。

「…………」

　ノウェムは、学生寮りようの前に立っていた。

　身体にはいつもの聖職衣カソツクを纏まとい、手には小さなバッグを持っている。

　遙の忘れていった品だった。

　夕方頃に電話があり、今手を離はなせないのですまないが届とどけて欲しい、と言われたのである。ノウェムも急用はなかったため、承しよう諾だくしたものだ。

「失礼します」

　と口にして、内部へ入る。

　玄げん関かんに、鍵かぎはかかっていなかった。

　夏期休きゆう暇かのためか、ロビーはがらんと静しずまり返っていた。

　本来常じよう駐ちゆうすべき管理人の姿すがたもなく、受付も無む人じんのままだ。かすかに蒼あおい非ひ常じよう灯とうの光だけがリノリウムの床ゆかを冷たく照てらし上げており、なんとなくその様よう子すは夜の病院を思わせた。

「確たしか、三○八号室だと聞きましたが……」

　ノウェムが身みを翻ひるがえす。

　スリッパには履はき替えず、そのままで寮りよう内ないへあがった。

　初めて訪おとずれるはずの学生寮なのだが、その足取りは迷まよいなく、最短距きよ離りで階段を見つけた。

　階段をのぼっていっても、やはり人の気け配はいはなかった。

　音もない。

　メトロノームのように規き則そく正しいシスターの足音が、かつん、かつんと学生寮に響ひびくばかりだ。そして、蒼い非常灯に浮かび上がるシスターの白はく銀ぎんの髪かみと、人形のごとき美び貌ぼう。息いき詰つまる光景は古い銀ぎん幕まくの一場面のようでもあり、もうひとつ、強きよう烈れつな印象を見る者に刻きざみ込んだ。

　すなわち。

　──死んでいる。

　この寮にあるものは、すべて死に絶たえている。

　空気すら、あらゆる生命の気け配はいをなくし、ただ無む惨ざんに絶ぜつ滅めつしている。まるで、死し刑けい台だいに設もうけられた十三階段。ならば、その階段を上るただひとりの尼に僧そうは、いかなる罪つみを身の内に抱えているものか。

　かつん、かつん。

　リノリウムの階段に響ひびく、硬かたい足音。

　かつん、かつん。

　かつん、かつん。

　かつん、かつん。

　かつん、かつ──

「…………っ！」

　転てん瞬しゆん、シスターの足が床を蹴けった。

　もしも、その決断がわずかでも遅おくれれば、その肢し体たいは破は壊かいされていたことだろう。

　最前までシスターが上っていた階段と手すりが──最初から泥どろでできていたとでもいうように、どろどろと跡あと形かたもなく溶とけ落おちたのである。

　すんでで、中二階の踊おどり場へと跳ね上がったシスターへ、

「……知っているわ」

　と、声がした。

　こちらの喉のどを、直接撫なで上げるような声だった。どこから発された声かも分からないのに、耳たぶに息いきを吹きかけられる錯さつ覚かくを、ノウェムは覚えた。

　姿すがたも、見えない。

　階段の上か、下か。

　遠いのか、近いのか。

「……知っているわ。……あなたが、私の親を殺したんでしょう？」
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　──遙はるかもまた、その光景を見ていた。




　学生寮りようの、中二階の踊おどり場。

　蒼あおい光に染そまった寮の内部で、異い形ぎように歪ゆがめられたセカイの中で、シスターがただ黙もくしているのを、遙はその目で見ていた。

（ノウェム、さん……っ！）

　声が、出ない。

　その姿を見ていながら、遙は指一本自由にならない。

　見ていること、聞いていること……後は、夜風に混じった擬ぎ宝ぼ珠しの花の匂においぐらいしか、遙に感じられるものはない。

（嫌いやだ……駄だ目め……来ちゃ駄目……っ）

　必ひつ死しに訴うつたえても、想おもいの届とどくはずもない。

　シスター・ノウェムは、いつもの抑よく揚ようない声で、先の気け配はいへと尋たずねたのだ。

「あなたは、誰だれですか？」

　さらに、加くわえて尋ねる。

「鏑かぶら木ぎ遙様を、どうしたのですか？」

「……さあ」

　びょう、と夜や気きを裂さいて、何かが飛んだ。

　途と端たん、シスターの足あし元もとで──再ふたたび階段が溶とけ落ちたのだ。

（ノウェムさん──！）

　次々と液えき状じよう化かする階段は、まるでそれ自体が悪あく夢むのようだった。

　一いつ斉せいに溶解していく世界の中で、ノウェムはもはや床ゆかではなく、三角跳とびに壁かべから壁へと跳ねた。

（──えっ?!）

　悪夢さえ軽々と飛び越こえる、その鮮あざやかな跳ちよう躍やく。

　銀色の髪かみがたなびき、流りゆう星せいと化かす。

　忽こつ然ぜんと重力が消え失せたかのごとき、異い次じ元げんじみた高速機動。いかなるサーカスよりも俊しゆん敏びんに、ジグザグに乱みだれ飛ぶシスター姿すがたの迅じん雷らいは、二階の窓まど枠わくで身を捻ひねって加速し、一いつ気きに三階へと躍おどり出た。

　中ちゆう空くうで、淡あわい色の唇くちびるが、小鳥のように呟つぶやく。

「コード── 0jp[image: ]GKU」

　ざん、と右手が振るわれた。

　ノウェムの手にはいつのまにか銀の剣つるぎが握にぎられており、それは進路を妨ぼう害がいしていた柱はしらをやすやすと切り裂さき、シスターの身体からだを三階の廊ろう下かへと導みちびいたのだ。

　直ちよつ径けい一メートルにはなる鉄てつ筋きんコンクリートが、張りぼてに思える切れ味だった。

　剣を床ゆかに突つき立て、漆しつ黒こくの聖職衣カソツクは着地する。

「……凄すごいのね。……それ、なんて剣？」

「形状記き憶おく液体金属──〈銀ぎん十じゆう字じの剣〉と申もうします」

「そう……これなら……私だって殺せるかも。……ええ……そうよね……あなたは天てん敵てきなんだものね……」

「重ねて問といます」

　残ざん響きようを伴ともなって流れた声に、銀の剣を持ったノウェムは三度、無表情に訊きいた。

「鏑かぶら木ぎ遙はるか様さまを、どうしたのですか？」

　いつもと同じ声こわ音ね。いつもと同じ口く調ちよう。

　なのに──その言こと葉ばは、誰だれも無む視しできない威い厳げんを備えていた。

　だから、

（……あ……っ）

　遙の胸むねは、ひどく熱くなった。

　嗚お咽えつの感覚だけがさざ波のように生じて、少女の心を揺ゆさぶった。

「……ふうん」

　と、気け配はいが鼻を鳴らす。

　興きようを削そがれたようでもあった。

「あの子が……そんなに気になるの？」

　逆ぎやくに、気配は質問で返した。

　ノウェムが振り返る。

　溶とけ落ちた階段と、反対側に広がる学生寮の廊下。

　闇やみに満たされた廊下の途と中ちゆうで、カーテンが揺れて、差し込んだ月光は細い人ひと影かげをくりぬいたのだ。

　あたかも、真しん紅くの唇くちびるだけが、妖あやしく浮かび上がったように見えた。

「…………っ」

　ほんのかすか、シスターの両肩が震ふるえた。

「……ふふふ……うふふふふ……」

　闇やみに響ひびく、あでやかな声。

　笑っている。

　嗤わらっている。

　その気け配はいは、嬉うれしそうに、憂うれうように、ずっとワラッテイル。

「これで……さっきの質問の答えになった？　この答えも、あなたなら分かっていたかしら？」

「その可か能のう性せいは、三十六％から五十二％の範はん囲いで見積もっていました」

　と、ノウェムは言う。

　シスターの顔があがる。

　銀ぎん髪ぱつの下から、両の瞳ひとみが露あらわとなる。まるで、紫水晶アメジスト。吸い込まれそうになる鮮あざやかな色。これほど美しい宝ほう石せきを、遙はるかは見たことがなかった。

（…………？）

　そういえば……どうしてだろう。

　どうして……自分は、たった今、ノウェムに真正面から見つめられているんだろう。




「鏑かぶら木ぎ遙と称しようする人物が、〈獣ベステイア〉に喰くわれている可か能のう性せいも、認識していたのが私です」




　シスター・ノウェムは、無表情のまま、そう口にしたのだ。
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　それは──二時間ほど前のことだ。




　鏑木遙と、真しん紅くの唇くちびるとがかわした会話。

「ねえ……悪あく魔まって知ってる？」

　囁ささやいたのは、やはりあの声であった。

「知ってるわよね……？　神学の授業じゃ……いつも聞かされるものね？　聖せい霊れい教きようの救きゆう世せい主しゆを誘ゆう惑わくしたのも悪魔なら……楽園でイブを誘惑したのも悪魔……」

　遙は動けない。

　ただ、その声を聞き続けるしかできない。

「でもね……一番古い文ぶん献けんでは、悪魔は悪魔ではなかったのよ？」

　気配が、言う。

「悪あく魔まなんてイメージは……後からいろんな宗しゆう教きようや神しん話わが……よってたかって付け加くわえたんだもの。……それともほかの宗教を……勝かつ手てに悪魔だって言い張った名な残ごりかしら。……だいたい私たちは……人間が覚える一番の恐怖を……最初から知ってるわ……」

　嬉うれしそうに、嬉しそうに、気け配はいが告つげる。




「それを……〈獣ベステイア〉っていうのよ」




「…………」

　言こと葉ばなく、遙はるかは瞬まばたきした。

　それを、うなずきの代わりととらえたのか、気配が話を続ける。

「そう、あのシスターや神しん父ぷが……躍やつ起きになって探さがしてる……化ばけ物の名前。いいえ……総そう称しようね」

　総称というのは、つまりほかにも何体もいるということだろうか。

　でも、そんなことを遙はまったく──

「ええ……そうよね。あなたは……知らなくて当然。この街まちでも……特別な人間しか知らないことだもの……でもね、ここは……そういう土地なの」

　特別指定教区だから？

　いいや、むしろそういう土地だからこそ、選ばれたのではないか。

　御みさ陵さぎ市し。

　世界に六つある、特別指定教区のひとつ。

「ここは……〈獣ベステイア〉にとっての……祝しゆく福ふくされた約やく束そくの地なの……」

　気配が言う。

　嬉しそうに、嬉しそうに。

「……でもね、天てん敵てきがいるのよ」

　不意に、暗あん鬱うつたる響ひびきが声に混じった。

（……天、敵？）

「……そう、天敵。……だから、あなたを全部食べきってしまうのを……今の今まで我が慢まんしてたの……」

（あた……し……を食べ……）

　いやいやと、遙はかぶりを振ろうとした。

「駄だ目めよ。あなたはもう逃げられないわ──」

　声が、言う。

「だって、あなたは──」
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　……手が、あがった。

　ぺたり、ぺたりと、顔を撫なでた。

　その触しよつ覚かくも、正しく遙はるかに伝つたわった。

　肌はだを擦さつ過かする手のひらの感かん触しよくも、手のひらにこすられる頰ほおの側の感触も、双そう方ほうに滲にじんだかすかな汗あせの臭においすら、遙は感じることができた。

　視し界かいが、横に流れる。

　無事だった窓まどのガラスに、顔が映り込む。

　窓を横目に見つめ、真しん紅くの唇くちびるを引き裂さくようにして嗤わらっている顔は──

（……あた、し……）




　それは、鏑木遙の顔であった。




「知っていたのに、どうして私を見逃していたの？」

　気け配はいが言う。

　人ひと影かげが言う。

　鏑かぶら木ぎ遙だったモノが、言う。

「可か能のう性せいを三十六％から五十二％の範はん囲いで見積もったと、そう答えました。通常であれば、あれだけコミニュケーションを密みつにすれば、八割以上の確かく率りつで人間と〈獣ベステイア〉とを見分けられますが、あなたのそれはあまりに自然過ぎました」

「……ええ。〈獣ベステイア〉には……結局人間を理解できないもの。……だから、本当の人間にやってもらおうと思ったの」

　自分の胸むねを、遙だったモノがそっと押さえる。

「……苦労したのよ。……半分だけ食べるのって本当に苦労した。……本当はすぐに全部食べちゃいたかったんだもの。……それを我が慢まんして……私、ずっと……この子の内側に潜ひそんでたの……。うん……それって本当にしんどかった……。あなたなら……そういう状態のことも知ってるのかしら？」

「〈獣胎エンブリオ〉と呼ばれる状態です。喰くった〈獣ベステイア〉と喰われた人間が拮きつ抗こうしている状態を指します。〈獣ベステイア〉の側が、意い図と的てきにそうした状態を目指した例は珍めずらしいですが」

　ノウェムが答える。

　相変わらず、その表情に感情めいたものは一いつ切さい窺うかがわれなかった。

「鏑木遙に憑ついたのは、一週間前ですか」

「ええ……私の親が……この子と出会ったときよ」

（…………っ！）

　遙はるかも、その意味を理解する。

　同時に、少女の脳のう裏りをいくつものイメージが去きよ来らいした。




　──一週間前。

　──連続変死事じ件けん。

　──食材が切れて、仕し方かたなく近くのコンビニへ買い出しに行った夜。

　──突とつ然ぜん、乱みだれた視し界かい。

　──断絶する意い識しき。




　──饐すえた臭においの、路ろ地じ裏うら。




　──だらりと垂たれた、異い様ようなまでに粘ねばっこい涎よだれ。




（あたしは……あのとき……）

　記き憶おくのカケラは、けして辿たどり着いてはならない結論を指し示す。

（あのときに……死んでたんだ……）

　そして、喰くわれたのだ。

〈獣ベステイア〉という、化ばけ物に。

「ひとつ、尋たずねさせていただくのが私です」

　ノウェムが、口を開いた。

「……何かしら？」

「あなたこそ、どうしてこれまで、遙さんの内側に潜ひそんでいたのですか？」

「……ああ。そんなこと。……だって……あなたは殺したじゃない……私の同族を。……私たちにも天てん敵てきはいるんだって……証明したじゃない……。だから……私、ずっとあなたを見ていたのよ……」

　遙がノウェムと出会ったのも、偶ぐう然ぜんではなかったかもしれない。

　この内なる化け物に導みちびかれ、接せつ触しよくしてしまったのかもしれない。

「今なら……分かるわ……」

　遙だったモノは、すでに人間の姿すがたを無くしていた。

　唇くちびるは両耳の近くまで引き裂さけ、身体からだは思い切り前ぜん屈くつして、その背中からは少女自じ身しんの頭ほどもあるこぶが膨ふくらんでいた。制服は一部を残して無む惨ざんにとろけ、変わり果はてた少女の──怪かい物ぶつの表ひよう皮ひを露あらわとしていた。

　その表ひよう皮ひに、ぎょろりと異い物ぶつがうごめいたのだ。

　目であり、口であった。

　おびただしい数の眼がん球きゆうと、口こう腔くうとが、怪かい物ぶつの身体からだの表面に浮かんでいたのである。

　無数の唇くちびるが、一いつ斉せいに嗤わらった。

「あなたたちみたいな天てん敵てきでも……ひとりずつなら……食べられるって」

　怪物の口が尖とがった。

　びゅう、と吐はきかけられるは溶よう解かい液えき。

　シスターの身体が、反応する。さきほど階段で見せた、神かみ業わざともいうべき回かい避ひ行動。

　だが、今度の溶解液はひとつではなかった。怪物の身体にできたこぶや無数の口腔からも溶解液は噴ふき出され、たちまち廊ろう下かを穴あなだらけにしたのだ。

　ノウェムの身体が、溶解液の合間を斜ななめに縫ぬう。

　まるで、蜘く蛛もの巣すであった。

　常つねに形を変え、何なん重じゆうにも張り巡めぐらされる蜘蛛の巣の隙すき間まを、ハヤブサのようにシスターが跳とぶ。異い形ぎように対するは神しん速そく。溶け落ちる廊下を跳はね跳ぶ銀色の疾しつ風ぷう。その髪かみの色とおなじ銀の剣が、怪物の背はい後ごから迸ほとばしった。

「……残念」

　がくりと、遙はるかだったモノの首がうなだれる。

　ノウェムの目が、見開かれた。

　その首の裏うらにも──新あらたな化ばけ物の口が生まれていたのだ。

　吐はきかけられる溶解液に、寸すん前ぜん、ノウェムの身体が翻ひるがえった。それでも、完全に回かい避ひするのは、今度こそ間に合わなかった。

　反応の遅おくれた左手を溶解液がかすめて、たちまちシスターの肘ひじまでとろかした。

（──ノウェムさん！）

　声無き遙の悲鳴に、銀の弧こが重なった。

　どっ、と重い音が鳴った。

　ごろごろ、と転げた物体に、遙は気を失いそうになった。

　それは、ノウェムの左手だった。半ばとろけたシスターの左手が、廊下の一部を巻き込んで溶け落ちたのであった。

　溶解液にやられたと見るや、ノウェムは自みずからの片かた腕うでを断たち切ったのだ。

「……思い切りのいいこと」

　さすがに、〈獣ベステイア〉の声こわ音ねにも驚きよう愕がくの響ひびきが混じっていた。

　そして、そのまま絶ぜつ句くした。

「あなた……」

　シスターの、ちぎれた二の腕の断面だった。

　そこからこぼれていたのは、赤い血液ではなかった。

　床ゆかに流れる、白く澄すんだ潤じゆん滑かつ液えきであった。断絶された人じん工こう皮ひ膚ふから覗のぞいているのは、精せい密みつに組み込まれた金属の骨こつ格かくであり、精せい巧こうに人体を模もした人工筋きん肉にくであり、おびただしい数のケーブルであった。

「……これ……って」

「……これが、私です」

　と、シスターがいつもの声で肯こう定ていした。

「イブ・カダモンシリーズ・ＥＫ─０９ｈ、それが私の正式名めい称しようです」

　何の抑よく揚ようもなく、人形のような表情で、ノウェムが告つげる。

　いいや、ようなではない。

　まさしく、ノウェムは人形であったのだ。

「は、はは……」

　笑い声が、かすれた。

「……あはははは……天てん敵てきなわけね……！　化ばけ物同どう士しなんだもの……！」

「──だから、私を騙だましたという懸け念ねんは必ひつ要ようありません。お互たがい様さまだと言こと葉ばにするのが私です」

　ノウェムが言う。

「…………？」

　その言葉の指す対象に、〈獣ベステイア〉が眉まゆをひそめた。

「あなた……誰だれに言ってるの？」




「そんなの、てめえじゃないに決まってるだろ」




「っ──！」

〈獣ベステイア〉が目を剝むく。

　シスターの、背後からであった。

〈獣ベステイア〉を飛び越こえ、廊ろう下かの反対側に着地したノウェムの背後から、第三の人物が現れていたのだ。

　遙はるかにも、〈獣ベステイア〉にも見覚えのある人ひと影かげだった。

　九く瀬ぜイザヤ。

　あの教会を管理する、少年神しん父ぷ。

「いつから……いたの？」

「たった今だよ」

　すげなく、少年が言う。

　その黒い瞳ひとみが、まっすぐにこちらを捉とらえていた。

　仕し草ぐさも言こと葉ば遣づかいも乱らん暴ぼうで、遙はるかと話していたときとはまるで違ちがうのに、そのまっすぐな瞳だけが変わっていなかった。

「ノウェムがお前をひきつけてる間に、裏うら口ぐちから回らせてもらっただけだ。うちのシスターによっぽど夢む中ちゆうだったらしいな」

　けったくそ悪そうに、吐はき捨てる。

　こんな再さい会かいに、怒いかりを覚えずにいられぬように。

　あまりに素直で、人間的な感情の発はつ露ろ。あたかも、人形のシスターの代わりに、この神しん父ぷが表現しきれぬ感情を引き受けているようにも思われた。

　──そして、ノウェムは。

「遙さん」

　と、囁ささやいたのだ。

「あなたは、そこにいますか」

　シスターは──人形は言う。

「私があなたを壊こわすことを、許してくださいますか」

　言って、人形はことりとうなだれた。

　まるで懺ざん悔げするように。

　告こつ解かいの秘ひ蹟せきを求めるように。

　人ならぬはずの人形が、それでも精せい一いつ杯ぱいの想いを告こく白はくするように。

「…………」

〈獣ベステイア〉の身体からだは──強ばった。




「……許します」




　怪かい物ぶつの、無数の目が見開かれる。

　それが、自分の喉のどからこぼれた、自分が喰くらったはずの人間の声だと理解したからだった。

「だとさ……ポンコツ」

　イザヤが、祈るように右手を口くち元もとへと寄せ、親指を嚙かみ裂さく。





「神と子と聖せい霊れいの御み名なにおいて、また九瀬イザヤの血と名において、承認する。──これは新しく、HIC EST ENIMそして永遠なる契約の、CALIX SANGUINIS MEI,私の血の聖杯であるNOVI ET AETERNI TESTAMENTI」






　聖せい句くを唱となえ、嚙み裂いた指の血ちを、人形の聖職衣カソツクの背中に押しつける。

　そうした姿すがたは、まるでシスターのかぼそい肩を、少年が支ささえているようだった。

（……やっぱり、お似に合あいだ……）

　遙はるかが思う。

　何な故ぜか……安心してしまった。

　こんなバケモノになっても、シスターが人形だったのだと明かされても──それでも、このシスターと神しん父ぷは自分を救すくうために来てくれたんだと、素直にそう思えたから。





「ＤＮＡ一いつ致ち。サーバー・クリュプタと管理者権けん限げんによる同時承しよう認にんを受じゆ諾だく──聖句箱テフイリン解かい禁きん」






　風が舞まう。

　人形の纏まとう聖職衣カソツクが、揺れる。

　その聖職衣カソツクが、突とつ然ぜん、ぎちりと機械音をたてて展開した。

　機械なのは、人形だけではなかった。





「断罪衣イスカリオテ起き動どう。私は模も倣ほうします。私は模倣します。私は模倣します。私は一万六千三百八十四回、神の奇き蹟せきが舞まい降りた状じよう況きようを模倣します」






　断罪衣イスカリオテ。

　ノウェムの纏った聖職衣カソツクこそが──彼女と対になるべき、最大の奇蹟であったのだ。

　カタチを変えた聖職衣カソツクは、天使の翼つばさにも似にて人形の上半身を包み込み、失われた片かた腕うでをも覆おおう銀ぎん翼よくの鎧よろいとなった。銀色は人形の髪かみと同じ色で、時とき折おり表面に走る紫むらさきの光は人形の瞳ひとみと同じ色だった。

「……あな……たは……」

〈獣ベステイア〉が、おののいた。

「……ノウェムさん、は……」

　遙が、微び笑しようした。

　今こそ、どちらも悟さとっていた。

　天てん敵てきとは、単たんにノウェムという個体をさす言こと葉ばではなかった。

　この断罪衣イスカリオテを纏う者こそ、〈獣ベステイア〉さえ怖れずにいられぬ奇蹟の主ぬしであった。





「限定量子干かん渉しよう場ば、固定。仮か想そう数学領域より聖せい遺い物ぶつおよび規定状況のパラメータ注入。本ほん座ざ標ひようにおいて仮想現実・聖せい女じよアガタの第三種奇蹟を起動。──すなわち一万六千三百八十四回の試行を開始します」






　周しゆう囲いに、銀色の炎ほのおがともった。

　遙はるかが思い出したのは、以前神しん学がくの授業で習った、ある聖せい女じよの名前だった。溶よう岩がんから街まちを護まもったとされるその聖女は、炎ほのおを司つかさどる守しゆ護ご聖せい人じんとして知られているのであった。

「この炎は、あらゆる〈獣ベステイア〉を浄じよう罪ざいします」

（……最さい期ごの時間まで、くれるんだ）

　遙は、思う。

　そんな言こと葉ばを突つきつけるのは、突きつける方だって辛つらいだろうに。

　やっぱり、このシスターは優やさしい。

　人形であるとか人間であるとか関係なく、あんまり優しすぎて表情を失ってしまったんじゃないかと……そう思うぐらいに優しい。

　だから、精せい一いつ杯ぱいの想いを、一ひと言ことに込めた。

「すっごく……美お味いしかったなあ……ノウェムさんの……お菓か子し……」

　その言葉が、途と切ぎれた。

　つかのまの人間らしい感情が消えて、〈獣ベステイア〉の壮そう絶ぜつな殺意にすりかわった。

「あああああああああああああっ！！！」

　どおっ、と吐はきかけられる溶よう解かい液えき。

　その量は、これまでのいつよりも膨ぼう大だいだった。避よける場所も防ぐ術すべもない、汚汁の津つ波なみ。これだけの溶解液をもってすれば、ノウェムどころか学生寮りようすべてを消しよう滅めつさせることだって可か能のうだろう。
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　しかし、銀ぎん色いろの炎ほのおはその溶よう解かい液えきのすべてを蒸じよう発はつさせて──





「私は模も倣ほうします──聖せい女じよアガタの炎を」






（ああ……銀色だ……）

　その少女の思いとともに。

　何もかもを、優やさしい銀の色に包み込んだ。





６






　ノウェムが教会に戻ってきたのは、三日後だった。




　教会の、裏うら庭にわである。

　昼下がりの爽さわやかな風に、マロニエの葉がそよいでいる。

　はじめて、遙はるかと出会った場所だった。木こ陰かげに白いガーデンチェアとテーブルを出して、ノウェムとイザヤのふたりは向かい合っていた。

　ノウェムの姿すがたに、欠けつ損そんはない。

　すでに修しゆう復ふくとメンテナンスを終えており、自分で切断した腕うでも付け替えられていた。

「──あの学生寮りようはガス事じ故こが起きたということで、教団が処しよ理りしたそうです。幸さいわいほとんどの生徒は実じつ家かに戻っているか、ほかの寮でしたので、情じよう報ほう操そう作さも手早くすんだとのことでした」

「……そっか」

　イザヤがうなずく。

　ノウェムをつくりあげた教団──この都と市しを統とう率そつしている組織は、それだけの権力と技術を持ち合わせているのだった。

「…………」

　椅い子すの背せにもたれかかり、少年神しん父ぷは空を見上げる。

　立りつ秋しゆうを過すぎて、縮ちぢみつつある入にゆう道どう雲ぐも。まだけたたましい蟬せみの声。少し離はなれたグラウンドから聞こえる、金属バットの快かい音おん。

　何事もなかったかのような、穏おだやかな日常。

　だからこそ、哀かなしくなることもある。

「……そういや、鏑かぶら木ぎ遙の忘れ物ってなんだったんだ？」

　今は、他の誰だれもいないため、少年も素すの言こと葉ば遣づかいだった。

　そんなイザヤに、ノウェムは近くのバッグから小さなビニール袋ぶくろを取り出した。

「こちらです」

　そろりと傾かたむけられたビニール袋から、狐きつね色いろに焼けた洋よう菓が子しが滑すべり落ちたのだ。

　ノウェムのつくったクッキーだった。

「……これ、て」

「遙はるか様さまが、気に入ってくださってましたから」

　短く、ノウェムが言った。

　付け加くわえる言こと葉ばも、互たがいに交かわすべき台詞せりふもなく、そこで会話が止まった。

　ふたりとも沈ちん黙もくし、白いテーブルに木こ漏もれ日びだけが揺れている。

　そのときだった。

「わんっ」

　小さな犬いぬがテーブルに飛び上がり、何枚もクッキーをくわえて、嬉うれしそうに尻尾しつぽを打ち振ったのである。

「あ、てめえ！」

　神しん父ぷの手を俊しゆん敏びんに避さけて、子犬がノウェムの足あし元もとへと逃げ込む。

　その様よう子すに、口をへの字にして、イザヤが訊きいた。

「その犬、懐なついたのか？」

「どうやら、そういう状じよう態たいと言って差し支つかえないようです」

　ノウェムの表情は変わらない。

　遙と知り合うきっかけになった子犬であった。

　以前は怯おびえるだけだった子犬が、こうして自分にすりつくようになった……それは、間ま違ちがいなく遙が残していってくれたモノだろう。

　だけど、ノウェムにはそれをどう考えるべきなのか分からない。

　どんな顔をしていいのか、人形には分からない。

　いつものままの無表情で、ただ子犬を持ち上げていると、突とつ然ぜん人形の頰ほおに歪ゆがみが生じた。

　むにい、とノウェムの柔やわらかな頰を、少年の指が引っ張っているのであった。

「イザ、ヤ様さま──？」

　困こん惑わくしたノウェムに、

「うるせえ」

　と、イザヤは八や重え歯ばを剝むき出しにした。

「いいから不ふ景けい気きな顔してんな。このクッキー食うんだろ？　目の前でそんな面つらされてたら不ま味ずくなるだろうが。──なんだよ、目を丸くして」

　最後は、頰をつまんでいた少年の方が眉まゆを寄せたのだ。

「いえ、遙様に言われていたことを、思い出しました」

　指が離はなれてから、ノウェムはかぶりを振った。

　そして、

「──イザヤ様がいると、寂さびしくないのが私だそうです」

「…………っ」

　少年が、息いきを詰つめた。

　この場に遙はるかがいたならば、同じように言こと葉ばを失ったろう。

　いいや、ひょっとすると凄すごく嬉うれしそうに手を合わせて、わあと歓かん声せいをあげたかもしれない。

　マロニエがさざめき、夏の薫くん風ぷうに人形は銀ぎん髪ぱつを押さえる。

　桃もも色いろの唇くちびるを、かすかにほころばせて。




　変へん哲てつもない教会の裏うら庭にわの、時間さえも止めてしまうような──ノウェムが湛たたえていたのはそんな、透とう明めい極きわまりない微び笑しようであった。
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　八月の、末すえ。

　特別指定教区・御みさ陵さぎ市し──第十一区。




「……えらく、埃ほこり臭くさいところだな」

　小さく、イザヤは呟つぶやいた。

　ここに潜もぐる以前、夜空には雲が鬱うつ陶とうしくのさばっていた。ようやっと緩ゆるみかかった暑しよ気きにも、湿しつ気けという名のカンフル剤がたっぷりと打ち込まれ、不ふ快かい指し数すうだけなら、今夏でも最後で最大の数すう値ちに達している始し末まつだ。

　まして、クーラーひとつ利きいてない、廃はいビルの地下となればなおさらであった。

「建けん築ちく会社の事情で遅おくれましたが、もともとの計画なら、三ヶ月前には取り壊こわしになるはずだったビルです。旧きゆう市し街がい区くな上、データ上は取り壊されている建築物だったもので、最近まで調査が遅おくれました」

　そう言って、前を歩くノウェムは、断罪衣イスカリオテを展開していた。

　薄うす闇やみを蹴け散ちらす白銀の鎧よろいの表面には、淡あわい紫水晶アメジストの光が流れている。神しん聖せいな輝かがやきとともに歩いていくヒトガタの姿すがたは、あまりに美しすぎて、まるで別世界の現象にも思えた。

　当然かもしれない。

　このシスターは、人形なのだから。

　イザヤに──いいや、イザヤが偽にせ者ものを演じている『九く瀬ぜ諫いざ也や』に与えられるはずだった、特別で完かん璧ぺきな第九祭さい器きなのだから。

「…………」

　なのに、時々その事実も忘れて、イザヤは目で人形を追ってしまう。

　最近に、なってからだ。

　この三ヶ月近くを一いつ緒しよに過すごし、人形というには人間らしすぎるこのシスターと言こと葉ばをかわして……たまに、胸むながざわつくようになった。何があるわけでもないのに、人形の行動を観察している、そんな自分に気づくようになった。

　この変化は、何なんだろう。

　自分は、以前とは違ちがってしまっているのだろうか。

「イザヤ様？」

「え？　あ、いや……もうすぐ、か」

　かぶりを振って、少年は気を引き締しめる。

「はい」

　ひそめた声で、人形は肯こう定ていした。

　その瞳ひとみが、さらなる地下層そうに続く階段へと据すえられる。

　内ない装そうをすべて取り去さられ、剝むき出しになったコンクリートのそこだけが、妙みように清きよめられており、複数の足あし跡あとも確認できた。

「────っ！」

　突とつ然ぜん、イザヤの視し界かいから、ノウェムの姿すがたが消えた。

　隣となりの柱はしらへと、人形の肢し体たいが回転したのだ。

　反転と同時、右手の腕輪リング──〈銀ぎん十じゆう字じの剣〉が刃やいばに変形。死し角かくとなっていた斜ななめ後ろの柱へと踏ふみ込み、その移動速度さえ重ねて、剣は銀色の流りゆう星せいと化かした。

　常じよう人じんには視し認にんさえ許されぬ、神しん速そくの斬ざん撃げき。

　なのに。

　その切っ先は、巨きよ大だいな銃じゆう口こうの前で、とどまった。

　ノウェムの剣にも劣おとらぬ速度で、その拳けん銃じゆうが抜き放たれたのだ。

「おま……」

　思わず言いかけて、少年は口を閉ざした。

　次の問といを投げかけたとき、イザヤの表情は仮か面めんでもかぶったように、取り澄すました優ゆう等とう生せいのものへと変わっていた。




「……ブラザー・ラーフラ。いつ、ここへ？」




「申もうし訳わけありません。ご報ほう告こくが遅おくれました。さきほどヨーロッパから戻ってきたところです。ブラザー・イザヤとシスター・ノウェムが、〈獣ベステイア〉の処しよ理りで旧きゆう市し街がいに向かったと聞いたため、急ぎ参まいりました」

　言葉面づらに反して、まったく申し訳なくなさそうな声こわ音ねだった。

　柱の陰かげに立つのは、褐かつ色しよくの肌はだの神しん父ぷである。年の頃ころはイザヤと同じ十六か七だが、冷れい厳げんとした眼まな差ざしは、その三倍も年経た老ろう司し教きようのようだった。ただし、聖職者としての人生に、慈じ愛あいと喜よろこびを重ねてきたそれではない。鬱うつ屈くつとした教会で、腐ふ敗はいした政治闘とう争そうを長年見つめてきた司教の眼差しであった。

「──失礼しました」

　いっそノウェムよりもよほど機械的な動どう作さで銃口──常じよう識しき外はずれに巨大なデザートイーグル50ＡＥのそれを外はずし、修しゆう道どう司し祭さいラーフラは低頭した。

「……そう、ですか」

　イザヤの表情は渋しぶい。

　単たんに、偽にせ者ものとしての演えん技ぎが必ひつ要ようになるからではなく、

（こいつ……ひょっとして、俺らを見張ってやがったのか？）

　という疑いがあったからだ。

　追うのが間に合いそうなら、一いつ報ぽういれておけばよい。急ぎだからと、無連絡で追いかけてきた行こう為いには別の意い図とも感じられて、イザヤには不ぶ気き味みだった。

　なぜなら、この少年修しゆう道どう士しの正体は──

「その……先ですか」

　考えていたイザヤに、ラーフラが促うながした。

　それだけは長い時間にも劣れつ化かを免まぬがれたらしい、頑がん丈じようそうな防ぼう音おん扉とびらだった。

　もとは、ライブハウスか何かだったのだろう。鋼こう板てつに気き密みつ性せいサッシを組み合わせたつくりは、シェルターのそれと言っても通じそうなぐらいである。

　すぐそばで、ノウェムとラーフラが冷たく研とぎ澄すまされるのを、イザヤは感じた。

（もう……か？）

　ごくりと、唾つばを飲のむ。

　このふたりが反応するのなら……いるのだ。

　その扉の向こうに、人類の天てん敵てきたる存そん在ざいが。

　忌いまわしい、〈獣ベステイア〉が。

　──いや。

　気け配はいは、すでにそこにあった。

　ぞぞぞ、と少年の肌はだから体たい毛もうがそそりたった。

　たかだか廃はいビルの地下なのに、まるで山のごとき膨ぼう大だいな気配であった。その気配から熱された刃やいばが伸びて、こちらの喉のど元もとを焼くようにも思えた。煮にえたぎる感情の熱量は、それ自体が炎えん熱ねつ地じ獄ごくにも酷こく似じしていた。

　気配が、ゆらりと動く。

（動、く──?!）

　炸さく裂れつする。

　ぞん、と紙よりもたやすく扉が裂さけた。

　その内側から──〈獣ベステイア〉の実体が、抜け出る！

「っお──！」

　イザヤの喉が干ひ上あがり、すぐに少年は目を剝むいた。

　錯さつ覚かくであった。

　扉は、そのままだった。

　何も……起きなかったのだ。

　異い常じような炸さく裂れつの感覚を最後に、すでに先ほどの気配は消しよう滅めつしていた。

「逃げた──でしょうか」

　怪け訝げんそうにノウェムが言い、三人が視し線せんを合わせる。

「申もうし訳わけありません。不明です」

　ラーフラが首を横に振った。

　それから、ゆっくりと扉とびらの方へ歩み寄った。一いつ瞬しゆんのアイコンタクトでノウェムがカバーへと入り、扉を開くと同時に、その内側へラーフラが拳けん銃じゆつを突つきつけて──

　銃じゆう口こうが、止まる。

　そこにいたのは、怪かい物ぶつではなかった。

　広がった地下空間。

　黴かび臭くさい空気の中、折おり重かさなった影かげに、イザヤが息いきを止める。

　それは、おおよそ数十人以上にものぼろうという、累るい々るいたる人々の屍しかばねだったのだ。

　いいや。

　死んでいたのなら、まだしも予想の内だったろう。

「──生きてます」

　ノウェムが、イザヤの思考を否ひ定ていした。

「複合センサーによる体温確認。呼こ吸きゆう、脈みやく拍はくもほとんどのものが正常範はん囲い内ないと判断。極きわめて重度の衰すい弱じやく状じよう態たいではありますが、全員の生命活動を確認しました」

「それって……どういうことです？」

　つい地が出てしまいそうになるのを抑おさえ、イザヤが眉まゆをひそめた。

　そのまま、隣となりを窺うかがった。

「……ブラザー・ラーフラ？」

「…………」

　返事はなかった。

　少年修しゆう道どう士しが見つめた最さい奥おくの壁かべに、極めて奇き怪かいなカタチが浮き上がっていた。

　元もとは何かの金属でつくられたオブジェだったらしいが、何か強きよう烈れつな力によって拉ひさがれ、引き裂さかれている。破は壊かいされた姿すがたからは原型を想像することもできず、それを成なしたものの暴力性のみが浮き上がって見えた。

　まして、これだけの人々が倒たおれた中では、なおさらその壊こわれたオブジェは不ふ吉きつに見えて──すぐ真ま下したの影かげに、イザヤは瞠めい目もくした。

「そいつ……」

　ぐらり、とオブジェが揺れた。

　イザヤが、飛び出す。

　もとより取り付けが甘あまかったのか、先の異変が影えい響きようを及およぼしたのか、スライディング気ぎ味みに滑すべり込んだイザヤが真下の人ひと影かげを掬すくい上げると同時に、その背はい後ごでずずん……と落下したオブジェがコンクリートを穿うがった。

「──あなた！　大だい丈じよう夫ぶですか！」

「ぁ……」

　その子供もまた、ひどく衰すい弱じやくしていた。

　それでも意い識しきがあることだけは、ほかと違ちがっていた。わずか十歳ほどの身体からだで、懸けん命めいに喉のどを震ふるわせてこう言ったのだ。

「……助け……て……」

　と。




　その光景を、いつも冷ややかな少年修しゆう道どう士し──ラーフラは、ひどく酷こく薄はくな視し線せんで見つめていたのであった。
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「うっわ、これ美う味まい！　何これ美お味いしすぎるよ！　どこで買えるの！」

　声をあげて目を白黒させたのは、個室のベッドに居い座すわった男の子であった。

　両手にクッキーを持って頰ほお張ばり、互たがい違いに試食している。

　なんとなく額ひたいを押さえて、イザヤは正直に答えた。

「シスター・ノウェムの手作りです」

「へえええー、あのシスターさんの！」

　目を白黒させてながらも、男の子はクッキーを囓かじるのをやめない。むしろ二枚三枚と、まとめ食いする勢いきおいである。クッキーはノウェムに渡わたしてもらったアルミ缶にたんまりと入っているのだが、この調ちよう子しなら十じゆう分ぶんと保つかどうか。

　爽さわやかにカーテンがさざめき、夏の風を演出している。

　御みさ陵さぎ市し・第一区。

　中ちゆう央おうビルに併へい設せつされた、朱と鷺き頭とうグループが管理する病院の中であった。

「料理できて美人でシスターさまって、それ無む敵てきじゃん！　神しん父ぷさん、あの人と結けつ婚こんしちゃえばいいのに」

「……は？」

　突とつ然ぜんおかしなことを言われて、硬こう直ちよくするイザヤ。

「いやその……そもそも、神父もシスターも恋れん愛あいは禁じられてますが」

「えー、なにそれ！　おかしくない?!　だって恋愛って自由なもんじゃないの?!」

　どこかで聞いたような台詞せりふを、いけしゃあしゃあと男の子がのたまう。

（……まあ、そこについては、俺もそう思うけどさ）

　こっそりと、イザヤはため息いきをついた。

　信しん仰こう心しんゼロの、本来のイザヤとしては大いに賛さん同どうするところなのだが、優ゆう等とう生せい神しん父ぷたる『九く瀬ぜ諫いざ也や』の偽にせ者ものとしては到とう底てい承しよう伏ふくできるものではない。イザヤには分からぬのだが、長く聖せい霊れい教きようで定着している掟おきてなのだから、それなりの意味はあるのだろう。

　仏ぶつ頂ちよう面づらを維い持じした上で、密ひそやかに思う。

（……つうか、一いつ気きに回復したな）

　三日前の、衰すい弱じやくしきっていた面おも影かげは片へん鱗りんもない。

　男の子の名は、菱ひし谷たにアキラといった。

　もともと母ぼ子し家庭だったものが、二年前母親が失しつ踪そうしてしまい、現在は御みさ陵さぎ市しの施設から学校に通っていると、教団から提出されたデータにはあった。

　しかし、男の子──アキラの様よう子すからは、そうした屈くつ託たくは見られない。

　少し黙だまってから、イザヤは尋たずねた。

「一いち応おう、もう一度訊ききますが、あの場所でアキラくんが見たのは、レポートにあったので全部ですか？」

「うん！」

　と、男の子──アキラがうなずく。

「ぜんっぜん覚えてない。いつもの買い物してたはずなのに、気づいたらいきなり病院だもん。地下とかどうこういうのも、神父さまに言われるまで知らなかったよ。一体何？　俺ってば誘ゆう拐かいでもされてたわけ？」

「やや……いや、その、まあ」

　ぐぐい、と身みを乗り出しての質しつ問もん責ぜめに、イザヤは言こと葉ばを濁にごす。

「……まあ、これから調べますので」

　秀しゆう才さい神父の顔を取り繕つくろいながら、イザヤは昨日のノウェムとの会話を思い出していた。
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　十一時間前、

「菱谷アキラを除のぞいて、被ひ害がい者しやの意い識しきは誰だれも回復していません。あの場で〈獣ベステイア〉が顕けん現げんしたという事実以外は、一いつ切さい不明なのが現状です」

　ノウェムがそう言ったのは、御陵学院内の教会だった。

　夏休みももうすぐ終わりとあってか、教会の外には徐じよ々じよに人の気け配はいが戻り始めている。市外に里帰りしていた学生が、いち早く寮りように戻っているのだろう。

　そんな、遠い夏のざわめきの中、

「みんなぶっ倒たおれてるのに、あの男の子だけが無ぶ事じだった理由もか？」

「はい」

　と、ノウェムは肯こう定ていした。

「後は、昏こん倒とうした人々の状じよう態たいが、強きよう烈れつな喪そう神しん現象を受けたのと似にた状態だと考えられているぐらいです。これについては秘ひ蹟せき情じよう報ほう室しつで現在分ぶん析せきが進められています」

「えっと、〈獣ベステイア〉にまとわりついた『世界の歪わい曲きよく』に、常じよう人じんの精神が耐たえられないってやつだっけ？　その喪神現象ってやつ」

「はい」

　再ふたたびうなずいたノウェムに、イザヤががりがりと頭を搔かく。

　この人形とふたりだけのとき、少年は仕し草ぐさも喋しやべりも地じのそれに戻る。ごく普通の十七歳さいのように、ううんと腕うでを組んで、しばらく考えた後に尋たずねた。

「んじゃ、倒たおれてた人たちは、なんであんなとこに？」

「書類上ではつながりは見いだせません。職業、年ねん齢れい、性別、収しゆう入にゆう、居きよ住じゆう地ち域いきと確認していきましたが、統計上の偏かたよりといえるレベルのものはありませんでした」

　すらすらとノウェムが回答した。

「催すい眠みんなどの効こう果かで、餌えさとなる人間を集める〈獣ベステイア〉もいるので、そうしたケースではないかと思われます。こうした能力は〈嫉しつ妬と〉か〈色しき欲よく〉の〈獣ベステイア〉に多いですが」

　七つの大たい罪ざいになぞらえた、〈獣ベステイア〉の七つの性質。

　すなわち、

　ひとつは、傲ごう慢まん。

　ひとつは、嫉妬。

　ひとつは、憤ふん怒ぬ。

　ひとつは、怠たい惰だ。

　ひとつは、強ごう欲よく。

　ひとつは、暴食。

　ひとつは、色欲。

「〈嫉妬〉か〈色欲〉……か」

　イザヤが片かた目めをつむる。

　どちらも、少年が出会ったことのない大罪であった。

　うなずいて、ノウェムは注ちゆう釈しやくを加くわえる。

「もともと玻は璃り様さまの感応に示し唆さされて、あの場所を確認したわけですが、玻璃様の能力でも遠隔地の〈獣ベステイア〉の特性までは把は握あく出で来きません。これ以上は推すい論ろんに推論を重ねるだけになるかと」

「……玻璃は、元気にしてるのか？」

「気になります？」

「そりゃまあ」

　イザヤが言うと、ノウェムはほんの少し視し線せんをそらせて答えた。

「定期的な探たん査さは、さほどの負ふ担たんはないそうです。すでに学校に戻って、生徒会の二学期の準備を整ととのえるのに腕うでまくりしてらっしゃいます」

　朱と鷺き頭とう玻は璃り。

〈獣ベステイア〉に特とく殊しゆな感応能力を持つ少女。

　この都と市しにおいて、中核そのものとさえ言える存そん在ざいであり、『九く瀬ぜ諫いざ也や』にとっては特別な関係を持っている相あい手てだった。

「伝でん言ごんで、イザヤ兄様はちゃんと生徒会にも顔を出すこと、だそうですが」

「う……この件けんが終わったらな」

　夏休みの宿題を指し摘てきされた小学生のように、イザヤがくしゃりと顔を歪ゆがめる。

　そんな少年に、ノウェムは首を傾かしげた。

「ひとつ、うかがってもよろしいですか」

「ん、何だよ」

「普段、イザヤ様は〈獣ベステイア〉の事じ件けんに積せつ極きよく的てきでないと判断しています。イザヤ様の立場と、保ほ護ごの観点からすれば、それは至し極ごく当然で有ゆう益えきと考えるのが私です。なのに、どうして今回は自分から事件へ関わろうとするのでしょうか？」

　問うたノウェムの瞳ひとみは、ひどくまっすぐで真しん摯しであった。

　少し、間まをおいて、

「……知らねえよ」

　もう一度、イザヤは頭を搔かいたのだった。
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「おおー、やっと自由！」

　陽の光に、アキラが思いきり背せを伸ばした。

　昼下がり。

　病院から出てすぐの、交差点だ。

　目の前の車道が、御みさ陵さぎ市しの中ちゆう枢すうである第一区と、繁はん華か街がいである第三区の境さかい目めになっている。道行く人々も、この交差点を境にがらりと居い住ずまいを変えるようだった。古こ来らい、交差点に魔まが住むと言われるのは、こうした現象によるものであったろうか。

　あれから、さらに三日が経たっていた。

「本当は、もう少し様よう子すを見た方がいいと、お医者さんも仰おつしやっていたんですが」

　イザヤの言葉に、アキラの顔が思い切りしかめられる。

「勘かん弁べん勘弁！　もう十じゆう分ぶんだよ！　夏休み終わっちゃうところだったし！　園えんのみんなにもさぼってたなーって怒られちゃう」

　園えんというのは、アキラを保ほ護ごしている施設のことである。

　夏休み中といえど、毎日の掃そう除じや買い物は持ち回りとのことで、これだけ休んだ報むくいは必かならずやほかの児じ童どうから与えられるものと、男の子は頭を抱えていたのだ。

　もっとも、誘ゆう拐かいっていうのも珍めずらしいからその話で許してもらえるか、とたくましい発言もしており、イザヤとしては苦にが笑わらいをこぼすしかないのだった。

　くるりと、アキラが振り返った。

「でも、神しん父ぷさん、第一発見者だからってこんなに付き合う必ひつ要ようなかったのに。神父ってみんなお節せつ介かいなわけ？　なんか警察の人もいろいろ気をつかってたみたいだけど」

「……まあ、成なり行ゆきということで」

「ふうん」

　納なつ得とくしたようなしてないような顔で、男の子が腕うでを組む。

　一応、そういうことで通している。

　御みさ陵さぎ市しにおいて教団の権力は絶対的だが、市民に浸しん透とうしているわけではなく、まして〈獣ベステイア〉の存そん在ざいはそれ自体が秘ひ密みつである。なので、少々苦しくてもこういう言い訳が必ひつ須すなのだった。

「でも、こちらでいいんですか？　施設までお送りできたのに」

「いいよいいよ。お土産みやげぐらい買っておかないと、あいつらにまたどやされる。この前、ノウェムさんのお菓か子しも半分取られたしさ」

　見み舞まいに来た子供たちのことを、イザヤは思い出した。

　アキラよりも、やや幼おさない子たちが多かった。無事そうなアキラの姿を見ると、途と端たんにのしかかってきたり、悪あく態たいついたりつかれたりと、やたらに騒さわがしい光景ではあったが、当とうのアキラはまんざらでもなさそうだった。

　おそらく、施設での人じん望ぼうはあるのだろう。

（……なんだか、な）

　イザヤが目をつむる。

　なんとなく、昔むかしの記き憶おくが頭をかすめたのだ。

　こうして、ニセモノをやらされるより前の──もう思い出すのも難むずかしいぐらい、遠い風景。

「あ、そうだ」

　と、アキラが手を打った。

「え、何です？」

「これ、持ってって」

　男の子が差し出したのは、ごく小さな品しなだった。

　手作りと思しい、木き彫ぼりのペンギンがついたストラップ。

「は？　これは？」

「だって、最初に俺を発見して、助けてくれたの神しん父ぷ様さまなんだろ？　だから、きちっとお礼しなきゃって決めてたんだよね。ちょうど病院じゃヒマだったし、あいつらに材料持ってきてもらって、ちょちょっとつくってみたわけ。どう？　どう？」

「──今すぐ職しよく人にんになれますよ」

　正直な感想だった。

　拙つたないところはあれ細さい工くは丁てい寧ねいだし、生なま意い気きそうなペンギンの目つきは、なかなかのセンスを感じさせた。フリーマーケットなどで並べれば、きっと常じよう連れんの客がつくことだろう。

「あ、でも……本当に貰もらっていいんですか？」

「でなかったら作ったの無む駄だになるじゃん。ん？　それとも、お礼返しとかくれんの？　だったら、あのシスターさんのお菓か子し、またもらいに行くから用意しといて！」

「いやその、ノウェムはお菓子屋じゃないですよ?!」

「そう言わずにさ。んひひ」

　夏の光に、白い歯はがきらめいた。

「ちょ、アキラさん！」

「じゃ、また！」

　ぶんぶんと手を振って、男の子の姿すがたが遠ざかる。

　実に元気の良い足取りは、青信号の交差点に突つっ込んで、あっと言う間に群ぐん衆しゆうの中へ溶とけ去さっていった。

　少しの間、イザヤは手のひらのペンギンを見つめていた。

　それから、振り返って口を開いた。

「──ブラザー・ラーフラ」

「お疲つかれ様です」

　今度は、隠かくれてはいなかった。

　交差点のすぐ裏うら手て、庁ちよう舎しやへ歩いていく人々の中ちゆう央おうに、漆しつ黒こくの聖せい衣いは佇たたずんでいた。それでいてアキラに見えなかったのは、絶妙な位置取りのなせる技わざだろう。

　さりげなく道の端はし、街がい路ろ樹じゆの方へと移動しながら、イザヤが訊きいた。

「先日と同じようなことを訊きますが……どうして、こちらへ？」

「それは、ブラザー・イザヤならもうご存じでしょう」

　ラーフラが微び笑しようする。

　耳につけた黒こく玉ぎよくのピアスが、ゆるりと揺れた。

「申もうし訳わけありませんが、あなたも……あの男の子が噓うそをついていると思ったんじゃないんですか？」

「噓？」

　ラーフラの言こと葉ばに、イザヤが眉まゆをひそめる。

「ええ。私は噓に敏びん感かんなんです。もとより偽ぎ証しようの存そん在ざいを許さないのが、神の下げ僕ぼくの仕事でもあります」

　一いつ拍ぱくおいて、イザヤは言った。

「……あの子を……疑ってるんですか？」

「てっきり、あなたもそうだと思ってたのですが」

　困こまったように、ラーフラの笑えみは苦にがみを混じらせる。

「私と同じように……どうして噓うそをつくのか、そしてどんな噓をついているのかが分からないからひとまず泳がせたのだと、そういう風ふうに思っていましたよ」

　さらに、ラーフラが言う。

「近くで、〈塔ルーク〉の調ちよう査さ員いんを数人見かけました。あれも、ブラザー・イザヤが手て配はいした方々じゃないんですか。あの子を見張るためですよね？」

「…………」

　数すう秒びよう、イザヤは黙だまり込んだ。

　ビルの近くに植わった、マロニエの樹きへもたれかかる。ちょうど木こ陰かげに顔が隠かくれて、少年の表情はよく分からなかった。

　微び笑しようとともに、ラーフラの瞳ひとみがすうと鋭するどさを帯びた。

「失礼でしたら申もうし訳わけありません。……時々思うのですが、聖せい戦せんの経けい歴れきから受ける印象より、ブラザー・イザヤは随ずい分ぶんと世せ知ち長たけてらっしゃいますね」

「そういうわけじゃ、ありません」

　短く、イザヤは否ひ定ていする。

　言葉少ななのは、虚きよ言げんを弄ろうすれば弄するほど、こちらの内実が明るみとなるからだ。すでに正体を疑われている以上、できるかぎり黙もく秘ひしておくのが上じよう策さくでもあった。

（……くそったれ。どこまで探さぐられてる？）

　イザヤの正体。

　聖戦を戦たたかい抜いた英えい雄ゆう『九く瀬ぜ諫いざ也や』の──彼が双ふた子ごの弟でしかないという事実。

　それを、褐かつ色しよくの肌はだの修しゆう道どう士しはどこまで摑つかんでいる？

「もうひとつ」

　と、ラーフラが指を立てた。

「……報告によれば、先日ノウェムさんと知り合った学生も、〈獣ベステイア〉に喰くわれていたのですよね？」

「──ラーフラさん」

　自分の口く調ちようがきつくなるのを、イザヤは感じた。

　抑おさえられなかった。

「だからこそ、玻は璃りさんに確かく認にんしてもらったはずでしょう」

「そうですね」

　涼すずしい顔で、ラーフラは肯こう定ていする。

「玻は璃りさんは〈獣ベステイア〉に感応します。よほど潜せん伏ぷく深しん度どが高い〈獣ベステイア〉でもあの方の目は逃れられません。以前の〈獣ベステイア〉も玻璃さんが確認できていたなら、発見は難むずかしくなかったでしょう。──ですが、そこで〈獣ベステイア〉と断定できなかったからこそ、気になったんじゃないですか？　わざわざ〈塔ルーク〉の調ちよう査さ員いんを使ってまで、真しん相そうを追ってるんじゃないですか？」

　すぐには、答えられなかった。

　イザヤは、ひそやかに奥おく歯ばを嚙かむ。

　ラーフラの指し摘てきが、確かに的まとを射いていたからだ。

　つい先日、似にた事じ件けんをイザヤは体験していたのだ。

　誰だれよりも──ノウェムに味わわせたくなかった、あの悲ひ劇げきを覚えていたのである。




　──『なのに、どうして今回は自分から事件へ関わろうととするのでしょうか？』




　人形に訊きかれた、あの質しつ問もん。

　かぶりを振って、その言こと葉ばを頭から追い払はらう。

「あなたは……」

　と、改あらためてイザヤが問とおうとしたときだった。

『──イザヤ様』

　耳に差し込んだイヤホンへ、報告があった。




『目標──菱ひし谷たにアキラを、突とつ然ぜん見み失うしないました』




「な──」

「どうしました？」

　ラーフラが、目を細める。

　黙だまっていられる事じ項こうではなかった。

　手て短みじかに語ると、ラーフラの顔にかすかな緊きん張ちようが走り、ついでこう耳打ちした。

「申もうし訳わけありませんが、ついていっても？」

「好すきにしてください」

　視し線せんをそむけ、イザヤが答えた。





[image: †]






　イザヤと別れて、アキラはすぐにショッピングモールへ向かった。

　たいした金きん銭せんはないが、安やす物ものだからって、あの施設で白はく眼がん視しされることもない。むしろ質しつよりは量。百円ショップでなるだけ大量のおもちゃを買いあさるつもりだった。お菓か子しも考えたが……この前取り上げられたシスター・ノウェムの菓子を食った奴やつらは、しばらく舌したが肥こえてしまっていることだろう。

　そのついでに、菓子を届とどけにきたシスターの非人間的な美び貌ぼうに、全員放心したりもしてたのだけど。

（あの神しん父ぷ様さまも……不ふ思し議ぎな人だったな）

　思い出す。

　なぜだか、自分と同じような感じがした。

　物もの腰ごし穏おだやかでお人好よしそうな顔なのに、時とき折おり見せる妙みように鋭するどい視し線せんと、淡あわい翳かげり。

　どうしてだろう。

　周しゆう囲いから聞いたところだと、『九く瀬ぜ諫いざ也や』は幼よう少しようから教会に入って、めきめきと頭とう角かくを現し、特例中の特例ともいえるエリートコースを歩んできたそうだった。単たんなる経けい歴れきの羅ら列れつにとどまらず、あの神父を語る看かん護ご師しの様よう子すは、まるで現代の英えい雄ゆうを謳うたい上げるようにも見えた。

　だったら、自分とはかけ離はなれた人生を歩んでいるはずなのに。

（……勘かん違ちがい、かな）

　自分を助けてくれた相あい手てに、勝手な想像を押しつけているだけだろうか。

　何かひとつでも、自分と共通する要よう素そがあったらいいと、そんな風ふうに思ってしまっているのだろうか。

　だったら、馬ば鹿か馬鹿しい。

　ちょっと、自分でもおかしくなってしまう。

「……あ、れ？」

　不意に、足が止まった。

　いつのまにか、周囲がひどく静しずかになっていた。




「……何、ここ？」




　瞬まばたきする。

　ショッピングモールどころではなかった。

　アキラがいるのは、荒こう廃はいした洋館の庭だった。

　主人あるじが離れて久ひさしいらしく、柵さくには蔦つたが絡からまり放題で、窓まど枠わくや玄げん関かんにもびっしりと埃ほこりが積つもっている。口さがない人間なら──いいや、そうでなくてもこう呼ぶだろう。

　幽ゆう霊れい屋や敷しきと。

　どうして、こんなところにいるのか。

　まるで自分も知らない内に、勝かつ手てに行き場所が決まってしまっていたかのよう。

（これ……って……）

　そうだ。

　思い出す。

　あのときも、そうだった。

　あの廃ビルの地下へと、迷い込んでしまったとき。

　あの、奇怪な集会で──を見たときの──。




　そして、見た。




「……ぁ」

　息いきができない。

　心しん臓ぞうが、止まったようだった。

　それだけの意味が、アキラの目の前の光景にはあった。

　庭の、楡にれの木の下だ。濡もれ光る陽光を受けて、夏の最後の陽かげ炎ろうのように、その人ひと影かげははかなくたたずんでいた。

　きれいな女性ひとだ、と思った。

「……やっぱり……そうなの……そうなんだ……」

　茫ぼう然ぜんと、呟つぶやきがこぼれた。

　ひたすらに喉のどが乾かわき、舌したが口の中に貼はり付いた。

　それでも歩ほを進めながら、アキラはやっと人影の名を呼んだ。




　ざああ、と風が吹ふき荒れると同時、何かが虚こ空くうへと解き放たれた。
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　ノウェムは、再ふたたび廃はいビルの地下にいた。

　事じ件けんの当初、イザヤたちと潜もぐり込んだ場所である。

　通常、基本的な現場捜そう査さは、後方部隊である〈塔ルーク〉がするものだが、今回に限っては喪そう神しん現象の残ざん留りゆうか、衰すい弱じやく状じよう態たいに陥おちいったり気分の悪あつ化かを訴うつたえる隊員が多く、万ばん全ぜんな調ちよう査さがなされたとは言い難がたい状態だった。

（場にこびりつく……喪神現象ですか……）

　ノウェムは、思う。

　類るい例れいがない──ということはないが、珍めずらしい事態だった。

　ノウェムやラーフラ、また前線部隊である〈槍ランス〉には及およばぬにせよ、〈塔ルーク〉の隊員たちも、一定レベルでは喪そう神しん現げん象しように対する耐たい性せいを保持している。直接〈獣ベステイア〉を認識すれば危ういが、〈獣ベステイア〉が存そん在ざいしていた場所という程度で、早々脱だつ落らくするというのは考えがたい。

　逆ぎやくに言えば、それほどの〈獣ベステイア〉を視し認にんしたのなら、アキラ以外の人間がことごとく衰すい弱じやく状じよう態たいに陥おちいるのも、当然ではあったのだが。

「…………」

　何か、見落としている気がした。

　とても簡かん単たんで、とても重大な何かを。

　漆しつ黒こくの聖職衣カソツクで、地下の黴かび臭くさい空気を搔かき分けながら、ノウェムはひそやかに思考する。じめじめとした床ゆかも、不ふ衛えい生せいな水たまりも気にならない。人形はただ思考だけを継けい続ぞくする。

（だったら……あの男の子は……）

　自分にもよく懐なついていた、十歳の男の子の姿すがたを、ノウェムは思い出した。

　彼が、最大の問題だった。

〈塔ルーク〉の隊員が倒たおれるほどの喪神現象に耐たえ抜いた、その異常こそが、今回の事件における最大の疑問。

　何が、起きているのか。

　菱ひし谷たにアキラは、今回の〈獣ベステイア〉とどのように絡からんでいるのか。

（イザヤ様も……それを気にかけてるのでしょうか）

　ふと、ノウェムの表情が、憂うれいに似にた色を帯おびた。

　万が一、アキラが〈獣ベステイア〉に蝕むしばまれていた場合、イザヤはどういう思いをするのだろうか。

　三週間前、自分と関わった少女が、〈獣ベステイア〉に喰くわれていたときのこと。

　あのとき、胸むねにざわついたノイズを、人形は忘れていなかった。

　忘れることなど、できなかった。

　あの不ふ快かいな──内ない臓ぞうをかきむしられるようなノイズを、イザヤも感じるのなら──

「そんなの……嫌いやなのが私です」

　ぽつりと、口にする。

　そのときだった。

　すぐそばに、強きよう烈れつな気け配はいが渦うず巻まいた。

「っ──！」

　人形の身体からだが、跳はねた。

　液えき体たい金属の剣がたちまち硬こう化かし、下段より左斜ななめへと斬きりあがる。

　手て応ごたえは──あった。

　ノウェムの唇くちびるが、かすかに震ふるえた。

「あな……たは……」

　今の斬ざん撃げきによって、腕うでをぶらんと垂たらした──その人間に、ノウェムは見覚えがあったのだ。

　いいや、人間ではない。

　少なくとも、人間業わざではない。

　人間ならば、今の一いち撃げきを躱かわせるはずがない。

　そもそも、ノウェムの認識できぬ速度で、襲おそいかかれるはずもない。

「ひひ、くひ、ひひひ、くひひひひひひ……」

　腕を断たれた痛いたみなど感じぬように、その男は唇くちびるを吊つり上げて嗤わらっていた。

　一体、どうやって病室を抜け出し、この廃はいビルへと戻ってきたのか。

　喪そう神しん現象で倒れていたはずの、中年の男だった。




「ひはは、ひははは、ははひひひひひひ、来るな、来るな来るな来るな来るな来るな、俺たちの、私たちの、僕たちの、私たちの、大事な場所に近寄るなぁ──！」




　奔ほん騰とうする、狂きよう気きの叫さけび。

　男が、跳はねた。

　蜘く蛛ものように天てん井じようへと貼はりつき、蝙こう蝠もりのように砕くだけた柱はしらの間を飛ひ翔しようする。

　三次元をねじまげるかのごとき、異い形ぎようの跳ちよう躍やく。その凄すさまじい速度ともうひとつの事実に、さしものノウェムも目を見張った。

（〈獣ベステイア〉じゃ……ない……っ？）

　断たれた男の腕は、回復していない。仮かりに〈獣ベステイア〉であれば、模も倣ほう奇蹟によらぬ剣の攻こう撃げきなど、瞬またたく間に『再構築』するはずであった。

　なのに、この運動能力は──

「問といます。〈獣ベステイア〉でもないあなたが、なぜ私に攻撃を仕し掛かけるのですか」

　訊きいたノウェムに、天井より哄こう笑しようが降り落ちた。

「ひははははははははははははははははあああああああああああっ！　壊こわれろ！　砕くだけろ！　ぶっつぶれてしまえええええええ！」

「────っ！」

　咄とつ嗟さに剣を掲かかげ、ノウェムがたたらを踏ふんだ。

　空中から躍おどりかかった男の、ナイフが激げき突とつしたのだ。

　強きよう烈れつな跳躍と重力加速度を加え、その一撃の重さは人形の腕力をも超こえた。

　ばかりか、続けて振るわれる第二、第三のナイフ。とうに関かん節せつの可か動どう域いきを超こえて、肉にく食しよく獣じゆうさながらの勢いきおいと欲よく望ぼうで、何度となく叩たたきつけられる。そのたび、剣で受ける人形の腕もまた、鈍にぶい軋きしみをあげた。

　肩の接続部から、今にも砕けてしまいそうな衝しよう撃げき。

（──なら、これなら──）

　刹せつ那な、ノウェムは意外な行動に出た。

　突とつ然ぜん、剣を手放したのである。

「っ?!」

　支えのない銀の剣は、空中でナイフを受けてぐるぐると回転し、勢いきおい余あまった男の体たい勢せいが大きく崩くずれた。

　その隙すきに、人形の身体からだが床ゆかを転がる。

　銀ぎん髪ぱつを数センチほど切り取られながら、男の脇わきをくぐった人形の手が、空中の剣へと触ふれつつ、ある言こと葉ばを囁ささやいた。

「コード── 7[image: ]HIMM%G」

　同時、剣が変化する。

　定義された微び弱じやく電流を受けて、液体金属は細く強きよう固こなる白銀の鎖くさりと化かした。まるでそれ自体が生命を持つかのようにうねり、男の身体を縛しばりつけ、完全に動きを封ふうじたのである。

「っか、が、あ、ああああああああああああああああああああああああ──っ」

「黙だまってください」

　人形の指がかすかに動くと、鎖は男の口へも飛び込み、舌したを嚙かんでの自じ殺さつも禁きんじた。

　ばかりか、鎖の一いつ端たんは喉から食道にも潜もぐり込んだらしく、男の身体はがくがくと痙けい攣れんし、波打つミミズのように蠕ぜん動どうした。

「あなたには訊ききたいことが多くあります。ここで何があったのか、それだけを端たん的てきに喋しやべってください。喋ってくれる間だけは、内側の鎖をゆるめましょう」

　あくまで無表情に、ノウェムは言う。

　いつも穏おだやかな人形だけに、眉まゆひとつ動かさぬ姿すがたは一いつ層そう恐ろしくも見えた。その間も、白銀の鎖は存分に相あい手てを締しめ上げているらしく、男の腹部は不自然に盛り上がり、喉を無む惨ざんに膨ふくれあがらせた。

「第一優ゆう先せん順じゆん位いの安あん否ぴがかかっている以上、あらゆる慈じ悲ひを与えないのが私です。喋る気になりましたか？」

「…………」

　がくりと男の首がうなだれ、血泡とともに、いくつかの言葉を紡つむいだ。

　すぐに、

「それは──」

　と、人形が絶ぜつ句くした。

　いくつかの手がかりが、人形の頭の中で一いつ気きにつながっていった。

　この地下空間に集まっていた人々。

　今こうして異い形ぎようの変化を遂とげた男のこと。

　そして、あの男の子の頭上へと落下したオブジェ。

　あのオブジェの、原型は──

「──イザヤ様！」

　悲ひ痛つうな叫さけびを、ノウェムがあげた。
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　──少しだけ、時間はさかのぼる。




　イザヤとラーフラが辿たどり着いたのは、アキラが消失したという洋館だった。

　すでに洋館というよりは、廃はい墟きよという方が正しかろう。

　荒れ果てた庭を横切り、イザヤが息いきを止めた。

　外がい壁へき近くに倒たおれた数人の身体からだを、別の男たちが介かい抱ほうしているところだったのだ。

　介抱する者も、される者も、〈塔ルーク〉の調ちよう査さ員いんであった。

「イザヤ様」

　最初にこちらを見つけて十じゆう字じを切ったのは、イザヤが追つい跡せきを依い頼らいした馴な染じみの班はん長ちようだった。

　角かく刈がりの無ぶ骨こつな顔つきで、名前を田た杉すぎと言った。

「お許しください。菱ひし谷たにアキラの追跡、ここまでは問題なかったのですが……突とつ然ぜん報ほう告こくが絶たえたと思ったら、この有あり様さまでして」

　班長からの報告を受けて、イザヤは倒れた者たちを見やり、ぎゅっと拳こぶしを握にぎった。

「何が……あったんです？」

「目標の──菱谷アキラを見失ったという報告のすぐ後に、意い識しきを失ったようです」

　田杉がかぶりを振る。

　無む念ねんの思いは、イザヤと同どう様ようか、それ以上だったろう。倒れた者たちは、彼と数年来組んだチームだったのだから。

「それと……女が……と言ってました」

「女？」

「はい。映えい像ぞう記き録ろくには残ってませんが、音声記録の方にその声だけが残ってました」

　ざあ、と風が鳴った。

　介抱していた隊員のひとりが、不意に、倒れた者の首くび筋すじから手をあげた。

「これ……糸ですか？」

「え？」

　一条の、ひどく細い糸状の何かが、その首に刺ささっていたのだ。

　持ち上げても、糸の果はては見えなかった。

　色と質感から、隊員が糸の名前を口にする。

「ひょっとして──髪かみ──？」

　イザヤが、眉まゆをひそめた。

　刹せつ那な、異い変へんは起きた。

　さあ、と霧きり雨さめのように、空中から新あらたな髪が降り注そそいだのである。あまりに細く、まるで黒い雨と見み間ま違ちがえそうな妖よう髪はつの襲しゆう来らい。

　その髪が刺ささった〈塔ルーク〉の隊員から、ばたばたと倒たおれていったのだ。

「っ……！」

（これは……）

　飛び退のきながら、イザヤが確信する。

　歴れき戦せんの〈塔ルーク〉の隊員たちを、衰すい弱じやく状態に陥おとしいれた『力』の正体。

　人間だけにとどまらず、その妖髪が触ふれるところ、花は枯かれ、草木は萎しなび、樹じゆ木もくさえも無む惨ざんに枯れ果はてていった。

「これが……〈獣ベステイア〉の、能力……!?」

　回かい避ひは、間に合わなかった。

　大きく後退したイザヤの聖職衣カソツクの首くび筋すじにも、細い細い妖髪が忍しのび込んだのである。

「くぁっ！」

　ぞくり、と背せ筋すじに嫌いやな感かん触しよくが走る。

　銀色の光が、それに抗こうした。

　突とつ然ぜんジグサグに空間を抉えぐったフルオートの弾だん丸がんは、降り落ちる幾いく千せんの妖髪を食い破やぶり、自みずからの体積に数十倍する虚こ空くうごと爆ばく裂れつしたのだ。

　精せい密みつ射しや撃げき──そんなものではない。

　空中を自じ在ざいに飛び回り、自らの敵てきのみを穿つ弾丸など、もはや奇き蹟せきの域いきだ。

　奇蹟の名を、こう呼ぶ。

　すなわち。

　ダビデの魔ま弾だん──と。





「断罪衣イスカリオテ起き動どう。我われは模も倣ほうせり。我は模倣せり。我は模倣せり。我は八千五百十六回、神の奇蹟が舞まい降りた状じよう況きようを模倣せり」






　聖せい句くというには、あまりに冷たい機械音声。

　仮か想そう世界における何千回もの試し行こうの末すえ、古代の奇蹟を模倣・補ほ強きようする後こう述じゆつ福ふく音いん。





「限定量子干かん渉しよう場ば、固定。仮想数学領りよう域いきより聖せい遺い物ぶつおよび規定状況のパラメータ注入。本ほん座ざ標ひようにおいて仮か想そう現実・ダビデの第三種奇き蹟せきを起き動どう。──すなわち八千五百十六回の試し行こうを開始します」






「ああ、やっと捕つかまえました」

　すでに、聖職衣カソツクは展開していた。

　機械と聖せい性せいを融ゆう合ごうさせた、現代の聖人を護まもる鎧よろい。

　鈍にび色いろの装そう甲こうを基き幹かんとし、翠玉エメラルドの輝かがやきを放つ其それは、紛まがうことなき断罪衣イスカリオテ。ノウェムのそれとは違ちがい、より近代的で、機能性を重視した造形フオルムだった。

　鈍色の断罪衣イスカリオテを纏まとい、ゆるやかな笑えみを浮かべて、褐かつ色しよくの肌はだの修しゆう道どう士しは洋館の向こう側を見つめている。

　彼には、見えるのか。

　巨きよ人じんゴリアテを彼方かなたよりの投石で打ち倒たおしたダビデ──その奇蹟を模倣する修道士には、妖よう髪はつの果はてに存そん在ざいするはずの、〈獣ベステイア〉の姿すがたが見えるのだろうか。




「──私が、あなたを滅ほろぼすものです」




　新あらたな銃じゆう声せいとともに、ラーフラの身体からだが、廃はい墟きよの空へと舞まった。
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　ラーフラが洋館の壁かべを蹴けり、その天てん井じようを飛び越こえたのを、イザヤは茫ぼう然ぜんと見送っていた。

〈塔ルーク〉の隊員たちも全員が倒れたわけではなく、一部は意い識しきを取り留めている。〈獣ベステイア〉の妖髪によって昏こん倒とうさせられるよりも前に、魔ま弾だんに助けられたものであろう。

　一いつ瞬しゆんだけ迷まよった後、

「後を任まかせます！」

　言って、イザヤはラーフラの消えた方角へと走り出していった。

　屋や敷しきを回り込んだところで、懐ふところに振しん動どうが走った。

　携けい帯たいであった。

『イザヤ様！　無ぶ事じでしたか?!』

「え、ええ」

　嚙かみつくような言こと葉ばに、イザヤが慌あわててうなずく。

「どうか、したんですか？」

　少しだけ、イザヤの声の底に淡あわい思いやりが滲にじんだ。

　電話の向こうで、露ろ骨こつにほっとした気け配はいが感じ取れたからだった。

『地下で倒たおれていた人たちの──共通点が分かりました』

「共通点？」

『はい』

　一いつ拍ぱくおいて、ノウェムは告つげた。




『──あれは、〈獣ベステイア〉の信者です』




「はっ？　〈獣ベステイア〉の、信者？」

『〈獣ベステイア〉の存そん在ざいを知り、その絶対性に惹ひかれた結果が、信しん仰こうにまで昇しよう華かされる現げん象しようです』

「ちょ、ちょっと待まてよ。〈獣ベステイア〉を直ちよく視ししたら、喪そう神しん現象ってやつにつかまるんだろうが」

　思わず、イザヤの口く調ちようは本来のものに戻っていた。

　それだけの衝しよう撃げきが、今のノウェムの発言にはあった。

『はい。……ですが、喪神現象の強度は、〈獣ベステイア〉の階位に比ひ例れいします』

　対して、人形は抑おさえた口く調ちようで続ける。

『中ちゆう位いの〈獣ベステイア〉であれば、理性の崩ほう壊かいは即そく時じではありません。まして、その〈獣ベステイア〉に魅み入いられたなら、喪神現象は理性の崩壊ではなく、再さい構こう築ちくといったカタチを取ります。……つまり、それが〈獣ベステイア〉の偶像化です』

「…………」

　一いつ瞬しゆん、聖せい典てんの言こと葉ばが、頭をよぎった。

　最もつとも有ゆう名めいで、最も厳げん格かくな、十の戒いましめよりなる規き律りつ。




　──汝なんじ、自らのために偶像をつくり、これを拝おがめることなかれ。




（……なんだよ、それ。滅め茶ちや苦く茶ちやじゃねえか）

　ぐ、とイザヤは奥おく歯ばを嚙かむ。

〈獣ベステイア〉が敵てきというのは、まだしも受け入れられる。

　人じん知ちを越こえた化ばけ物だというならば、恐ろしくはあっても、それを相手取って戦たたかうことに迷まよいはない。人を喰くらい、人のカタチを偽いつわっていても、所しよ詮せんは怪かい物ぶつなのだと思い切ることもできる。

　だが、同じ人間ならば？

　その想像はひどく生々しいだけに、イザヤの胸きよう中ちゆうをどろりと重くした。

「だから……〈獣ベステイア〉の信者になる、ってわけか？」

『はい。あの地下空間は、おそらく〈獣ベステイア〉を中心とした何らかの儀ぎ式しきか集会場だったものと思われます。壁かべに掲かかげられていたオブジェは逆ぎやく十じゆう字じか何かでしょう。アキラ様は、おそらくその儀ぎ式しきのために用意された生け贄にえだったのではないかと』

「生け贄……〈獣ベステイア〉が喰くらうため、か」

『信者にとっては、信しん仰こうの対象たる〈獣ベステイア〉へ、生け贄を捧ささげること自体が喜よろこびでしょう。くわえていえば、長期間、〈獣ベステイア〉と一いつ緒しよにいた人間は、ある種の能力を覚かく醒せいさせられる場合があります。さきほど、そうした脱だつ走そう者しやと遭そう遇ぐうし、拘こう束そくしたところです』

「おい。じゃあ、病院に運んだ連中も全員──」

『そちらも大だい丈じよう夫ぶです。連絡を取って、全員の拘束が終しゆう了りようしています』

「そ、そっか」

　ほっと息いきをついてすぐ、イザヤは片かたづいてない問題に気がついた。

「待まて。──やっぱり変だぞ。まるで逆じゃねえか。なんで〈獣ベステイア〉の信者がみんな倒たおれて、生け贄のアキラだけが助かってたんだよ。理り屈くつに合わないじゃねえか」

『それは……』

　ノウェムが、ある推すい測そくを告つげた。

「…………」

　イザヤは、ぎゅっと携けい帯たいを握にぎり込んだ。

　携帯電話につなげていた、生なま意い気きそうなペンギンのストラップが揺ゆれた。
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　アキラは、ブランコに座すわっていた。

　先の洋館から遠からぬ、古びた公園である。御みさ陵さぎ市しの再開発前から存ぞんする公園らしく、多くの遊具は色いろ褪あせ、錆さびを吹き、手入れされている様よう子すもなかった。

「…………」

　ぎい、ぎいとブランコをこぐ。

　頭が、ぼうっとしている。

　うまく思考が働はたらかず、足は雲くもでも踏ふんでいるみたい。

　でも、不安はなかった。

　隣となりにいる女性ひとが、優やさしく微笑ほほえんでいるからだった。

「まだ、思い出せない？」

「ええっと……ごめん。なんか、さっきから頭がしっかりしなくて」

「いいのよ。それでいいの」

　と、その女性ひとは言った。

　この女性ひとは、誰だれだったろう。

　どうして、その声が、こんなに甘あまく響ひびくのだろう。

「……ごめんね」

「ううん。大だい丈じよう夫ぶ。大丈夫よ、あなたは……が守ってあげるんだから──」

　ブランコの後ろに回って、その女性ひとが肩を抱いてくれた。

　温あたたかかった。

　なぜか、涙なみだが出そうになった。

「だから……あなたはここで待まっててね」

　すう──と髪かみがアキラの首くび筋すじを撫なでると、男の子はそのまま目を閉じた。

　深い眠りについたのを確認して、女性は振り返った。

　公園の入り口を向いていた。

　そこに、鈍にび色いろの断罪衣イスカリオテを纏まとう、褐かつ色しよくの肌はだの修しゆう道どう士しがたたずんでいたのであった。

「もう来たのね」

「ええ。そして、すぐに終わります」

　ラーフラが、宣せん言げんする。

　掲かかげられた銃じゆう口こうを前に、ざあ、と髪がうねった。




　幾いく十の魔ま弾だんと、それに十倍、百倍するおびただしい妖よう髪はつとが交こう錯さくした。




　片かた方ほうが、倒たおれた。
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「──ラーフラさん！」

　公園へ駆かけつけたイザヤの前に、断罪衣イスカリオテを纏ったままのラーフラがうずくまっていた。

「申もうし訳わけありません。思ったよりしぶとくて、また逃げられました」

　淡たん々たんと、ラーフラが言う。

　左腕うでから、少なからぬ血ちがこぼれていた。

　救急用の半はん透とう明めいのシートを、断罪衣イスカリオテの上から貼はり付け、ラーフラは立ち上がった。

　なんでも彼の話では、〈獣ベステイア〉を仕留めたと思った瞬しゆん間かん、あの妖髪が建物へとくくりつけられ、アキラを連れて逃げ去さったらしい。

「しかし、もう次はありません。今度こそ追いつめます」

「……どうしてそんなに、あの〈獣ベステイア〉とアキラを気にしているんです？」

「別に。いつもの通りでしょう」

　ラーフラの口く調ちようは、確たしかにいつも通りだった。

　だけど、イザヤの耳にはかすかな逡しゆん巡じゆんが聞き取れた。

　きっと、自分も噓うそつきだからだろうと、そう思った。

「さきほどから思っていましたが、ラーフラさんはこの事じ件けんについて、ほかとは異ことなる思い入れがあるみたいです」

　返事は、少し遅おくれた。

　眼がん球きゆうだけを動かし、ラーフラはゆっくりと口を開いた。

「……そう見えましたか？」

「なんとなく、ですけど」

　自信なげに、イザヤが微び苦く笑しようする。

「あなたには、分かっていたんじゃないですか？　あの集会が〈獣ベステイア〉の信者たちによるもので、菱ひし谷たにアキラが生いけ贄にえなのだとうすうす勘かんづいていたんじゃないですか？」

「…………」

　今度は、ラーフラが黙だまり込む番だった。

「あなたの推すい理りですか」

「ほとんどはノウェムの入れ知ぢ恵えです。……それに、もうひとつあります」

　続けて、イザヤはこう言ったのだ。




「あの〈獣ベステイア〉の正体は……多分、アキラの母親です」




　イザヤの言こと葉ばを、ラーフラは無表情に聞いた。

「正確には、〈獣ベステイア〉に喰くわれた多くの人々のひとりが、アキラの母親だったんじゃないかと、ノウェムと僕はそう考えてます」

　言って、イザヤが唇くちびるを嚙かむ。

　鉄てつの味がした。

　おそらく、二年前に行方ゆくえ不明になったアキラの母親は、〈獣ベステイア〉の信者によって、生け贄に捧ささげられていたのだ。そして、〈獣ベステイア〉に呼ばれたのか、信者によって選ばれたのか、アキラもまた最近になって〈獣ベステイア〉に喰われることとなった。

　そこで、暴走が生じたのだろう。

　ごく稀まれに、喰われた人間の意い識しきが、〈獣ベステイア〉から表出することがある。

　この場合、アキラを前にしたことで、喰われていたはずのアキラの母親の意識が強くなったに違ちがいない。測そく定てい不能の低てい確かく率りつでしか起こり得ない現象だと添そえた上で、ノウェムはそういう風ふうに言っていた。

　アキラが、あの集会で起きたことを話さなかったのも、きっとそれが理由だ。

　死んだ母親を見たなどと──母親が怪かい物ぶつに変わったなどと、そんなことは言えなかったから。

「──その通りですよ」

　ラーフラが言った。

「え？」

「あの集会の事情に勘かんづいていたんじゃないかと訊きいたでしょう？　申もうし訳わけありませんが、あるいはと考えていたのは事実です」

　あっさりと、ラーフラが答えた。

「じゃあ、どうして今まで言わないで……」

「先せん入にゆう観かんは、理性的な判断を鈍にぶらせるからです。そして、申し訳ありませんが、私には先入観のつけいる余よ地ちが多た分ぶんにあったからです」

「先入観の、つけいる余地？」

「ええ」

　そこで、ラーフラは一度区切った。

　少し間まをおいて、告つげた。




「私の両親も、〈獣ベステイア〉の信者だったからですよ」




　その言こと葉ばの意味を、イザヤが理解するのに数すう秒びようかかった。

「な──っ」

「聖せい戦せん以前は、〈獣ベステイア〉の出現は稀まれでしたけどね。皆かい無むだったわけじゃありません。もっとも、今の〈獣ベステイア〉からすれば第八階かい位いか第九階位というかよわいもので、活動時期もごくごく限られたものでしたが。それでも、私の両親にとっては魅み力りよく的てきだったんでしょう」

　皮ひ肉にくげに、ラーフラの唇くちびるが歪ゆがめられる。

「貧まずしい家でしてね。それを覆くつがえす方法なんてない土地でしたし、その土地から出ようという気き概がいもない両親でした。すべてを破は壊かいできる〈獣ベステイア〉なら、そんな境きよう遇ぐうも砕くだいてくれると、そう考えるのはおかしなことじゃありません。愚おろかなこととは思いますが」

　そして、こう付つけ加くわえた。

「……ですので、愚かな両親は自分の身みを〈獣ベステイア〉に捧ささげたあげく、私まで捧げようとしたんですよ」

「…………」

　今度こそ、イザヤは絶ぜつ句くした。

　何も、言えるはずなどなかった。

「幸さいわい、その直前に教団に助けられて、こうして修しゆう道どう士しになりましたけどね」

　ラーフラが肩をすくめる。

　その姿すがたに、イザヤはこの少年修道士のもうひとつの聖せい務むを思い出した。

　鉄の裁さばきをもって知られる、もうひとつの名前。

　異端審問官インクイジター。

　自みずからの同どう胞ほうさえ教理に背そむけば断だん罪ざいする、聖せい霊れい教きようの内側に向けられたダモクレスの剣つるぎ。

「だから……この事じ件けんの結末も、容よう易いに分かります」

　ラーフラは、静しずかに断言したのであった。




　その上空から、激はげしい風とともに、ひとつの巨きよ影えいが舞まい降りた。
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「あ……」

　アキラが、目を覚ます。

　どうやら、御みさ陵さぎ市しの空中らしいと、それだけは分かった。

　すでに陽ひは傾かたむいており、ものすごい勢いきおいで流れていく都と市し部ぶの真しん紅くの風景が、それはそれは美しく少年の目に映った。

「起きたの？」

　女に、問とわれた。

　その髪かみがざわざわと蠢うごめいているのを見ても、怖くはなかった。

　ただ、ひどく悔くやしい気分だった。

　もう少しで、この女性ひとのことを思い出せそうだったのに。

　自分を抱えている女性ひとの身体からだを見て、アキラは朦もう朧ろうとした口く調ちようで尋たずねた。

「大だい丈じよう夫ぶ……？　傷きず、だらけ……だよ……？」

「大丈夫よ」

　と、女が笑った。

　やっぱり、優やさしい笑えみだった。

　無数の魔ま弾だんに穿うがたれても、女はけして膝ひざを折おらなかった。

　アキラを連れて、文字通り飛ぶ勢いで公園を抜け出し、今は空を翔かけている。ぐんぐんと飛ひ翔しようする気持ちよさは、ほんのひととき少年の胸むねを弾はずませた。

　唐とう突とつに、止まった。

　一ひと際きわ高いタワービルの、屋上だった。

　地平線に夕焼けの美しい、地上百メートルの光景。

「あなたがいるんだから、私はずっと大丈夫。何があっても大丈夫」

　瀕ひん死しの重じゆう傷しようとも思われるのに、女は淡あわく嬉うれしそうな笑えみを浮かべる。

「ねえ……このまま、どこか誰だれも知らないところに行きましょう。誰も知らない静かなところで、ふたりだけで生きましょう」

　女が囁ささやく。

　この囁きを、確かにアキラは知っている。

　とても大切な人だと、とても親しい人だったと知っているのに、どうしても思い出せない。

　どうして、思い出せないんだろう。

「だって私は……あなたを見ると……」

　そこで、女は口ごもった。

　ひどく、形容しがたい表情になった。

　さまざまな強弱の感情が入り交まじり、到とう底てい言こと葉ばでは表せない混こん沌とんを孕はらんで、女の顔を渦うず巻まいていった。

「私は……あなたを見ると……」

　もう一度、同じ事を女が言った。

　同じなのに、まったく違ちがう響ひびきを湛たたえていた。




「食べて、しまいたくなるのだもの」




「え？」

　どろり、とアキラの額ひたいに粘ねん液えきが落ちた。

　それが唾だ液えきであると、悟さとるだけの時間はなかった。

　女の口がびしりと耳みみ元もとまで引き裂さけ、物理法ほう則そくさえ無む視しして広がり、男の子の頭を文字通り丸まる吞のみにしかけて──

　突とつ然ぜん、激しい風と轟ごう音おんが割わって入ったのだ。

「──見つけましたわ！」

　燃えるような夕焼け。タワービルの直ちよつ下かから、凄すさまじい勢いきおいで小型ヘリが浮上してきたのである。

　ヘリの操そう縦じゆう桿かんを握にぎっているのは、十五歳ばかりの少女だった。

　長い黒くろ髪かみに御みさ陵さぎ学院の制服を纏まとう、凜りんとした瞳ひとみの印いん象しよう的てきな娘むすめ。

「玻は璃りさん！　そのままホバリングお願いします！」

　大きく開け放たれたヘリの扉とびらから、イザヤが叫さけんだ。

　刹せつ那な。

　その扉から、誰だれかが跳とんだ。

　ざあ、と女の妖よう髪はつの間を縫ぬって、断罪衣イスカリオテの腰よう部ぶパーツから新あらたな二挺ちようの拳けん銃じゆうを引き抜いた。

　グロック17。





『我われは模も倣ほうする。我は模倣する。我は模倣する。我は八千五百十六回、神の奇き蹟せきが舞まい降りた状じよう況きようを模倣する』






　ふたつの銃じゆう口こうが、フルオートの怒ど号ごうを放つ。

　わずか数すう秒びようで、三十発以上の全ぜん弾だんを撃うち尽つくす銃じゆう弾だんの嵐あらし。

　それだけなら、本来、〈獣ベステイア〉を害がいすることはかなわぬ。単たんなる現代兵器では傷きずつけられぬからこそ、断罪衣イスカリオテなどという、ある意味で神を冒ぼう瀆とくするがごとき品が開発されたのだから。

　しかし。

　悪あく魔まの嘲ちよう笑しようを吹き飛ばすべく、聖せいなる福ふく音いんは告つげられる。





『我は模倣する──ダビデの投とう石せき器きを！』






　軽やかに舞う鈍にび色いろの影かげよ。

　悠ゆう然ぜんとタワービルの屋上へ着地し、

「やはり、狂くるいましたね」

　どこか哀かなしげに、ラーフラは告つげた。

　その両手に、二挺ちようの拳けん銃じゆうが握にぎられている。

[image: ]

　断罪衣イスカリオテを発動し、両手を広げて立ち尽つくした少年修しゆう道どう士しの姿すがたは、まるで悪あく魔まを駆く逐ちくせんとする十じゆう字じ架かのようだった。

「いかに母親としての意い識しきが表出しようと、結局は〈獣ベステイア〉。最後に出てくるのは魔ま性しようの顔以外ありえません。だからこそ、滅ほろぼすしかない」

「お前、は──また──」

　女が、たたらを踏ふんだ。

　今のフルオートを迎げい撃げきしきれず、肩を穿うがたれていたのだ。

　意識を失っていた男の子が、屋上へと倒たおれ伏ふす。

「アキラさん！」

　これは少し遅おくれて、梯はし子ごを使って屋上へと着地したイザヤが、アキラを抱き上げた。

　ヘリのローターによる強風ダウンウオツシユが、全員の顔を無ぶ遠えん慮りよに洗う中、ラーフラは振り向かずに口を開いた。

「申もうし訳わけありませんが、退たい避ひをおすすめします」

「いいえ」

　と、イザヤがかぶりを振ったのだ。

「ブラザー・イザヤ？」

「私に……やらせていただけませんか」

　アキラを抱き上げたまま、イザヤは唇くちびるを嚙かんでいた。

　その横に、同じくヘリから、ひとりの人ひと影かげが優ゆう美びに舞まい降りた。

　ノウェムであった。

　こちらも、すでに白はく銀ぎんの断罪衣イスカリオテを展開していた。人形なのに、どこか哀かなしげな顔で、イザヤとその腕うでの中の子供を見下ろしていた。

「ノウェム、借かりますよ」

「与えます」

　と、人形はうなずいた。

「求められるだけ、与えます。あなたに与えられることこそ、喜よろこびとするのが私です」

　すうと、イザヤの手が持ち上げられる。

　人形の手と、少年の手──ふたつが溶とけ合うようだった。

　響ひびき渡わたるのは、機械の福ふく音いん。





「外部聖せい霊れい機関による特とく殊しゆ起き動どう──および再さい定てい義ぎによる再さい試し行こう、成功。断罪衣イスカリオテ起動。我われは模も倣ほうする。我は模倣する。すなわち二万八千二百三十八回の試行を開始する」






　少年の身体からだに翻ひるがえるは、第三の断罪衣イスカリオテ。

　純じゆん白ぱくの色に染そめ上げられ、首もとから翼つばさ状じようの背はい甲こうまで一体化した、聖せいなる鎧よろい。

　かつて聖せい戦せんで『九く瀬ぜ諫いざ也や』が纏まとったその断罪衣イスカリオテは、この夕暮れのタワービルにおいて、なお血ちの色を拒きよ絶ぜつするように白く輝かがやいた。





「我われは模も倣ほうする。──聖せいゲオルギウスの槍やりを」






　イザヤの右手に光が凝ぎよう集しゆうし、一ひと筋すじの槍となって摑つかみあげられる。

　これこそが、イザヤの断罪衣イスカリオテであった。

「その子を、返して」

〈獣ベステイア〉が、言った。

「あたしの子を、返して」

「返せば、喰くらうつもりですか」

　イザヤが問とうた。

〈獣ベステイア〉は、崩くずれるようにこちらへ歩んでくる。

「その子が……食べたいの。その子以外……食べたくないの」

　どろどろと涎よだれを垂たらす女の顔に、一いつ切さいの理性は残っていなかった。

　いいや、もともとそんなモノはなかったのかもしれない。つかのまアキラに優やさしかった表情など、何かの間ま違ちがいで浮かび上がった生前の名な残ごりに過すぎず、これこそが〈獣ベステイア〉の素す顔がおだったのだろう。

「──あなたの大たい罪ざいも、〈暴食〉ですね」

　イザヤが、言う。

　本来の少年の意思も、『九く瀬ぜ諫いざ也や』の仮か面めんも区別できぬほどに一体化して、少年はただ怒いかりのままに告つげた。

「最近、似にた〈獣ベステイア〉に出会いました。能力の表出こそ違ちがえ、おそらく大本は同じ〈獣ベステイア〉でしょう。確たしか、こういう風ふうに人じん為い的てきに増やされた〈獣ベステイア〉を、眷けん族ぞくというのでしたか」

　ぎり、と歯はを食いしばる音が聞こえた。

　握にぎられた槍の光が、なおさら強さを増した。

　ノウェムもラーフラも、そんなイザヤを見て、何も言わずにたたずんでいた。

　代わりに、少年の腕うでで、かすかな震ふるえがあった。

「神しん父ぷ……様さま……」

　アキラだった。

　意い識しきは回復していない。

　うなされた寝ね言ごとのようなものだ。それでも、続いた言こと葉ばに、イザヤは唇くちびるを嚙かんだ。

「……俺……母さん……に……会えて……」

「…………」

「返、せ──！」

〈獣ベステイア〉が、絶ぜつ叫きようする。

　妖よう髪はつが一いつ気きに屋上を覆おおう。

　真しん紅くの夕映えを跳はね返した細い細い妖髪の群むれは、触ふれたコンクリートさえも劣れつ化かさせて、塵じん芥かいとせしめた。たとえ断罪衣イスカリオテを纏まとう聖せい人じんであろうと、その一本でも刺さされば昏こん倒とうを免まぬがれない魔ま性しようだった。

　寸すん前ぜん、銃じゆう声せいが鳴らなければ。

「介かい入にゆうして申もうし訳わけありません。──でも、やっぱり私にやらせる気ですか？」

　硝しよう煙えんをあげるグロック17を掲かかげ、ラーフラが言った。

「私ならかまいませんよ。〈獣ベステイア〉を滅ほろぼせるなら、何だって」

　笑ったのだ。

　本当に、〈獣ベステイア〉を滅ぼせることが、無む上じように嬉うれしくてならないように。

「いいえ、僕がやります」

　その中で、純じゆん白ぱくの断罪衣イスカリオテを纏ったイザヤは、右手をあげた。

　強く、少年は告つげた。





「我われは模も倣ほうする」






「その子を──喰くらわせて──！」

　今度の妖髪は、銃じゆう弾だんに邪じや魔まされぬよう、弧こを描えがいた。

　三百六十度、あらゆる方向からイザヤへと襲おそいかかる。

　何千どころか、何万という妖髪の群むれを前に、跳ちよう躍やくした少年は神しん槍そうを回転させた。夕暮れを引き裂さく強きよう烈れつな光は、その光に晒さらされた妖髪をたやすく燃え上がらせた。現代兵器を無む効こう化かする〈獣ベステイア〉の異い形ぎようを、模倣された奇き蹟せきは苦くもなく破やぶったのだ。

　その代だい償しようか、イザヤの顔は激しい苦く痛つうにまみれていた。

　顔色が蒼そう白はくを通り越こし、白はく蠟ろうそのものに染そまるほどの、激きよう烈れつな痛いたみ。

　しかし、その苦痛さえ、一ひと言ことの聖せい句くに込める。

　断罪する。





「我は模倣する──聖ゲオルギウスの、滅ほろびの槍やりを！」






　投とう擲てきされた槍が、爆はぜた。

　光も熱も区別できぬほどの、圧あつ倒とう的てきなエネルギーがイザヤの瞼まぶたの裏うらで弾はじける。

〈獣ベステイア〉も、イザヤも、ラーフラも、ノウェムも──滞たい空くうするヘリとタワービルの屋上すらも、ただただ膨ぼう大だいな光に吞のみ込まれた。

　そして。

　それも、数すう秒びようのこと。

　やがて光は失せ、夕陽も地平線に潜もぐり込み。

　夜のとばりが落ちたとき、菱ひし谷たにアキラの母を喰くらった〈獣ベステイア〉の姿すがたは──世界のどこにも存そん在ざいしていなかった。
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　病院近くの交差点で、イザヤとアキラは足を止めた。

　第一区と第三区を隔へだてる、例の交差点だった。白々と陽よう光こうが降り注そそぐ中、今日も道行く人々は、この交差点を境さかいに居い住ずまいを変えるように見えた。

　もっとも、先日までの暑さはない。

　あの夕暮れが最後の夏だったかのように、風の色さえも秋へとすり替わっている。気の早い蜻とん蛉ぼがちらほらと飛んでいるのも、そんな風ふ情ぜいを助じよ長ちようしていた。

「じゃあ、今度こそここでお別れですね」

「──うー、なんでまた倒たおれちゃったんだろ」

　頭を押さえて、アキラが呻うめく。

　その前で、イザヤがため息いき混まじりに言った。

「だから、もう二日ほどは入院した方がいいと言ったじゃないですか。やっぱり疲つかれがたまっていたんですよ。結局、同じ事になりましたけど」

「ううう、夏休み終わっちゃったー！」

　悲鳴じみたアキラの叫さけびを、イザヤは聞き流す。

　あれから、さらに二日が経たっていた。

　アキラは、交差点でイザヤと別れた後のことを、まったく覚えていなかった。

　おそらくは、喪そう神しん現象によるものだろう。たとえ妖よう髪はつに昏こん倒とうさせられずとも、〈獣ベステイア〉にまとわりついた『世界の歪わい曲きよく』に、少年の精神力が耐たえきれるはずもなかったのだ。

「なんか……凄すごい哀かなしい夢ゆめを見たような気がするんだけど」

「…………」

　イザヤは、何も口にしない。

　男の子の記き憶おくが奪うばわれたのなら、あえて説明するようなことは何もなかった。

（そりゃ……そうだろうさ）

　二度も母親を失った事実など、知らずにすむならその方がいい。

　そのために、イザヤが謝あやまることさえかなわないとしても。

　それから、二、三の言こと葉ばをかわして、イザヤとアキラは別れた。

　アキラはショッピングモールのある第三区へと、イザヤは病院の方角へと引き返して、その途中で銀いち杏ようの樹きにもたれかかった人ひと影かげに気がついた。

「ブラザー・ラーフラ」

　褐かつ色しよくの肌はだの少年修しゆう道どう士しは、すっと頭を下げた。

「私し用ようの最さ中なかに申もうし訳わけありません。事後の経けい緯いについて、ひとまずご連絡に」

〈獣ベステイア〉の信者たちの拘こう束そくと、精神治ち療りよう。

　および、ほかの〈獣ベステイア〉の信者たちの捜そう索さく状じよう況きようであった。後こう者しやについては、まだしばらくの時間が必要だろうが、これはイザヤがどうこうできる問題ではない。

　黙だまって報告を受けた後、口を開いた。

「ひとつ、訊きいていいですか」

「どうぞ」

「ブラザー・ラーフラは、ご両親を恨うらんでいますか？」

「……どうでしょう」

　少し間まをおいて、ラーフラはかぶりを振った。

「愚おろかさは憎にくみます。恨みもしましょう。……ですが両親がどうかと言われると、申し訳ありませんが、分かりません」

　おそらく、それは正直な感想だったろう。

　ひとつひとつの事例を憎むことができても、総体としての相あい手てを恨めるかどうかは、また別のことだ。

　それが、たとえ命や魂たましいに関わることだったとしても。

　イザヤが、口を開く。

「アキラの母親は……わざと記き憶おくを奪うばったのかもしれません」

「何のことです？」

「アキラの記憶です。もしも、あの〈獣ベステイア〉に少しでも母親の意い識しきが残っていたのなら、あんな惨さん劇げきが残らないように、アキラが思い出させないように、細さい工くをしてくれていたのかもしれません」

「申し訳ありませんが、随ずい分ぶんと都つ合ごうのいい発想です」

「そうですね」

　イザヤも苦く笑しようした。

「ただ、アキラさんが言ってました。──助けられた気がするって。凄すごく哀かなしかったけれど、それでもそんな気がするって」

　事実など、分からない。

　真しん実じつなど、分かるはずもない。

　本当にアキラの母が意い識しきを残していたのか、単たんなる喪そう神しん現象の発はつ露ろか、そんなことは誰だれにも証しよう明めいできはしない。

　それでも。

「そう信じるのは、いけないことでしょうか？」

「……申もうし訳わけありませんが、私には関係ありませんね」

　いつもと変わらぬ表情で、ラーフラは視し線せんをそむけた。

　──対して。

　イザヤは、そっと微び笑しようした。

　そむけたラーフラの視線が、群ぐん衆しゆうに埋うもれたアキラの背中を追っていたことに、ようやっと気づいたからであった。
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　私は、あなたに植うえつけられた種たね。

　私は、あなたに産みつけられた卵たまご。




　ひそやかに肉にくを毟むしり、ひそやかに骨ほねを抉えぐりましょう。

　ひそやかに神経を囓かじり、ひそやかに血液を貪むさぼりましょう。

　いずれは膚はだを食い破やぶり、いずれは精神こころを蝕むしばんで、あなたを壊こわしてしまいましょう。




　だから神様。

　できるのなら、私をつかまえてごらんなさい。







　……だから神様。

　　　できるのなら、どうか私に──罰ばつを与えてください。
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　いつのまにか、風が柔やわらかくなっていた。

　世界を干ひ上あがらせるようだった激しい陽光は、一転して憂ゆう愁しゆうの風ふ情ぜいを漂ただよわせている。それに合わせて、庭園の樹じゆ木もくや花々も、どこかしら落ち着いた色合いへとその装よそおいをつくりかえていた。

　通り過すぎていった夏を懐なつかしみつつ、やがて来る冬にそなえて、誰だれもが準じゆん備びを始める季き節せつ。

　秋である。

　二学期が始まって、早一ヶ月近く。

　九月も末となり、御みさ陵さぎ学院の様よう子すも新あらたな季節へと順じゆん応のうしつつあった。この昼休みに飛び交う生徒たちのざわめきひとつとっても、ぼんやりとした倦けん怠たいの片へん鱗りんが見て取れる。テスト前になれば、もう少しぴりりとした緊きん張ちよう感かんも付ふ与よされるのだろうが、いかな特別指定教区といえど、一いつ般ぱん的てきな学生たちの振る舞まいまで変わるはずもない。

　そんな敷しき地ちの中ちゆう央おうに在する、瀟しよう洒しやな教会の庭園だった。

　丁てい寧ねいに世話されている庭園の東あずま屋やには、大だい理り石せきのテーブルが置かれており、五人ほどの男女が同どう席せきしていたのだが……

「……ちょっと食べ過すぎじゃないですか？」

「え？　あ、その……」

　その言こと葉ばに、黒い髪かみの少女はぱちぱちと目を瞬またたいた。

「その、いつもと同じペースのつもりなのですけれど……」

　見たものがはっと息いきを飲む、黒こく曜よう石せきの瞳ひとみ。肌はだは白はく磁じを思わせて滑なめらかで、そっとフォークに添そえた指さえ美しい。よどみない所しよ作さのひとつひとつは、ごく普通の制服が夜や会かいのドレスと紛まがうほどの気き品ひんを湛たたえていた。

　朱と鷺き頭とう玻は璃り。

　御みさ陵さぎ学院・中等部生徒会会長である。

　──が。

　この場合の指し摘てきもまた、少女の存そん在ざいに匹ひつ敵てきするインパクトを秘ひめていた。

「……でも、少しだけ多くないですか？　確たしかに食しよく欲よくの秋ともいうそうですが……」

　隣となりに座すわった少年神しん父ぷ──九く瀬ぜイザヤは、積つみあがった皿さらを眺ながめている。

　どどん、と擬ぎ音おんをつけたくなるような皿の山は、なんと少女の肩あたりまで重なっていたのだ。

　この食しよく卓たくに座った人間には馴な染じみの光景なのだが、今日はいつにも増まして高く壮そう大だいな山ではあった。玻璃の小こ柄がらな身体からだと、食事が始まってわずか二十分後の光景であることを考こう慮りよにいれれば、食物は異い次じ元げん空間に消えたとしか思えない。

　ますます顔を紅あかくして、玻璃はきゅっとうつむいた。

「その……ノウェムさんの食事が……美お味いしすぎて」

「お褒ほめに与あずかって光栄なのが私です」

　テーブルの向かいで、すうと銀ぎん髪ぱつのシスターが頭を下げる。

　これらの料理は、すべてノウェムが用意したものだったのだ。

　スモークサーモンやチーズをのせた色とりどりのカナッペ、瑞みず々みずしいセロリも爽さわやかなフレンチサラダ、かぐわしい香かおりのコンソメスープに、バジルの葉を添そえたスパゲティ・ジェノベーゼ、そして焼き上げられたばかりの鶏とり肉にくのグリル。

　教会併へい設せつの簡かん素そなキッチンから生まれたとは思えない、数多くの料理がテーブルには並んでいたのである。

　ちなみに、食卓にはもうふたりの生徒会メンバーが参加している。

「ノウェムはんが用意してくれるようになって良かったどすなあ。去年は学食を食べ尽くしかけて、予算編成が急きゆう遽きよ見直しになりはったもんねえ」

「うう、ノウェムさんの料理ならいつでも歓かん迎げいっス！」

　のんびりと言った──『彼女にしたい男子ランキング第一位い』が、生徒会副会長・長なが岡おか静しず佳か。

　押お忍す、と空から手ての構えを取らん勢いきおいなのが、同じく生徒会書記・鈴すず木き大だい悟ごである。

　わりと恒こう例れいになりつつある、（主に）生徒会メンバーの、昼食光景なのだった。

　大だい悟ごも十じゆう分ぶんな大たい食しよく漢かんで、大おお皿ざら三つのハンバーグぐらいはぺろりと食べるのだが、玻は璃りの前には蟷とう螂ろうの斧おのにしかならぬあたり、目に見えて比ひ較かくできてしまって恐ろしい。

「ちょ、ちょっと待まってください！　去年のあれはもともと学生食堂の不備で、食材が不足していたからじゃありませんの！　それを学生食堂側が認めなかったから……」

「そうは言うても、腐くさっても学生食堂どすえ。ひとりで料理を食べ尽つくして、空からっぽになった皿さらを王国の領土みたいに広げてた姿すがたは、もう会長の伝でん説せつになってはります。しばらくの間、生徒が遠とお巻まきにひそひそ話しとったんは覚えとおすやろ？　皆みながいわく、あれは校こう史しに刻きざまれた『沈ちん黙もくの学生食堂』事じ件けんとして……」

「ややや、やめてくださいませ！」

　ほとんど悲鳴をあげて、玻璃が両手を振る。

（……うう）

　と、こっそり涙なみだ目めで、少女は唇くちびるを嚙かんだ。

　この副会長だけは、強く出られぬ相あい手てであった。

　おっとりとした喋しやべりなのだが、実に微びに入いり細さいを穿うがち、玻璃が抗こう弁べんできないポイントをついてくる。日本の旧きゆう家かである長なが岡おか家けは、朱と鷺き頭とうの家とも長い付き合いだった。それゆえ静しず佳かと玻璃の交友も幼よう少しよう時じ代だいからのものであり、結果、こちらの弱みも性格も十分以上に握にぎられていたのだ。
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（昔むかし、から……）




　そう。

　二年前、あの聖せい戦せんで、玻は璃りが〈獣ベステイア〉の真しん実じつを知るより以前の──

　あの荒こう野やを彷徨さまようより、前の──

　荒野。

　ざらざらとして、あちこちがガラス状に溶けた砂さ漠ばく。

　戦車の残ざん骸がいが砂すなに埋うまり、ローターのへし折おれたヘリが炎えん上じようし──焼けた砂漠をただ素す足あしで彷徨っていた、あの二年前の地じ獄ごくの──




「……玻璃さん？」

「……あ」

　数すう秒びよう、思考が断だん絶ぜつしていた。

　目の前で、少年神しん父ぷ──九く瀬ぜイザヤが首を傾かしげていたのである。

　聖職衣カソツクを纏まとった人のよさそうな顔が、こちらを心配そうに見つめている。玻璃にとっては一番安心する顔だった。

「……玻璃さん？　どうかしました？」

「あ、いえすいません。ぼうっとしちゃいました。やっぱり食べ過すぎたかしら」

　笑って、かぶりを振る。

　一いつ瞬しゆん頭によぎった幻げん想そうを、追い払はらう。

　こっそり深しん呼こ吸きゆう。三回目で落ち着きが取り戻せた。

　静しず佳かもそんな親友の様よう子すを窺うかがっていたが、少しして別の話題を切り出した。

「じゃあ、会長はさっきの議題についてはどう思います？」

「え？」

「それも聞こえてなかったんどすか？」

　上じよう品ひんに微び苦く笑しようして、静佳はこう付つけ足たした。

「奉ほう仕し活動の、話どす」

「ああ。最近増えてるそうね」

「へえ」

　と、静佳が首しゆ肯こうする。

「聖せい霊れい教きよう系けいの学校ではどこでもありますし、もともとうちの学校では、外部の団体と協力してボランティアを行うことが多かったどすから。──ただ、最近、少しおかしな噂うわさが出てはりまして」

「おかしな、噂うわさ？」

「奉ぼう仕し活動に出ると、悪あく夢むに出で遭あう──そういう類たぐいの噂どす」

　ひっそりとした静しず佳かの言こと葉ばは、寸すう瞬しゆん、玻は璃りの呼こ吸きゆうを止めた。

「実際、前から何件かそういう噂は聞いとりました。でも、前はほんまにちょっとした怪かい談だんぐらいの感じやったのに、ここ最近で急に増えてはりまして。直接そのせいかは分かりまへんけれど、ナイフで自じ殺さつ未み遂すいを起こしたっていう話も聞いてます」

「…………」

　その深しん刻こくさに、玻璃だけでなくその場の全員が沈ちん黙もくする。

　唯ゆい一いつ、ノウェムだけはその紫水晶アメジストの瞳ひとみで、あるがままを観察していた。

「もちろん、今言ったように自殺未遂と奉仕活動の関連性は不明どす。でも、ボランティアグループもそういう噂が出回るとやりにくくなりますし、学校側としても見み逃のがしてるわけにはいきまへん。かといって、学院の体たい面めん上じよう、外部に調ちよう査さ依い頼らいを出すのも抵てい抗こうがありますから、良かったら生徒会の方で調査してもらえないかという陳ちん情じようが来とるんどす」

「それはまあ、生徒との距きよ離りが近い分だけ、生徒会の方がいいかもしれませんけど……」

　玻璃は、思案する。

　理り屈くつとしては分かる。

　学生間の噂というのは、教師らは立ち入りにくいものだ。迂う闊かつに干かん渉しようしようとすれば、かえって逆ぎやく効こう果かとなり、門もん戸こを固く閉ざしてしまうこともありえる。そこで同年代の生徒会へ助力を求めるのは、手て堅がたい思考といえる。

　問題は……

（それって……）

　ある予感が、少女の胸むねを叩たたいていたのだ。

　隣となりで、少年神しん父ぷが手をあげた。

「それで、今静佳さんと、僕も協力する話をしていまして」

「イザヤ、兄様が？」

　振り返った玻璃に、イザヤは小さくうなずいた。

「はい。僕なら年ねん齢れい的てきにもあなた方とあまり変わりありませんし、職しよく務む上じよう、教師とのつながりもあります。奉仕活動に神父がいるのはごく普通のことですし、仲ちゆう介かいとしてはもってこいでしょう？」

「カルロさんから推すい薦せんされた、生徒会顧こ問もんっスもんね！」

「まあ、そうですね……」

　鈴すず木きの駄だ目め押おしに、少年神父が苦く笑しよう混まじりに頭を搔かく。

「ですけど、イザヤ兄様……」

　そう、玻璃が言おうとしたときだった。

　もうひとつの、異い変へんが起きた。




（──あら、いいじゃない）




（────っ！）

　艶あでやかな声が、聞こえたのだ。

　現実の声ではない。

　玻は璃りの内側から響ひびく、思念の《声》であった。

（あなた……っ）

　思った玻璃に、《声》はくすくすと微び笑しようを含ふくんで、こう囁ささやく。

（だって、そうでしょう？　愛いとしのイザヤ兄様と、ふたりきりになる機会じゃなくて？）

（そんなの……っ）

　と、玻璃は思う。

　……いつからだろう。

　こんな《声》が。聞こえるようになったのは。

　自分の精神こころが、まるでふたりに分ぶん裂れつしているようになったのは。

　記き憶おくとして認にん識しきできるのは、夏なつの日だ。こうして思い返しても曖あい昧まいな──聖せいロギノスの断罪衣イスカリオテを纏まとう聖せい人じんに御みさ陵さぎ市しが襲おそわれた──そう、それより少し後のこと。

　いつしか自分の内側に生まれていて、時とき折おりこんな風ふうに話しかけてくる異い質しつな《声》の存そん在ざいを、玻璃は誰だれにも秘ひ密みつにしたまま、耐たえているのであった。

（ほら、どうしたの？　わざわざ大たい義ぎ名めい分ぶんまであるのに、こんなところで我が慢まんする必ひつ要ようはないでしょう？　おかしな噂うわさなんかよりも、そっちの方がよほど大事じゃないの？）

　くすくすとほくそ笑えみのような思し念ねん。

　甘あまく、腐くされ落ちる寸すん前ぜんの果か実じつのごとき、抗あらがいがたい囁きが玻璃の脳のう髄ずいへと忍しのび入る。

（ね？　もう少し素す直なおになったら？）




「あなたは黙だまってらして！」

　思わず、声をあげていた。

　瞬しゆん間かん、

「か、会長？」

「玻璃さん？」

　鈴すず木きとイザヤが、ふたりして目を丸くしていた。

　先の思念は跡あと形かたもなく消しよう滅めつしており、その場にあるのは食事の後のテーブルと、不ふ思し議ぎそうにこちらを見つめている生徒会のメンバーだった。

「あ……何でもありません」

「ほんまに大だい丈じよう夫ぶ？」

　静しず佳かが心配そうに、こちらを覗のぞき込んだ。

　咄とつ嗟さに視し線せんをそらしながら、玻は璃りはテーブルの下できゅっと拳こぶしを握にぎった。

「え、ええ」

　そそくさと、立ち上がる。

　長い髪かみをかきあげて、精せい一いつ杯ぱいの微び笑しようで取り繕つくろう。

「じゃ……じゃあ、さっきの話については、後でイザヤ兄様と相そう談だんします。すいませんが、急用を思い出しましたので、一いつ旦たん退たい席せきさせていただきますわ」

　そう言って離はなれた玻璃の背中に。

　ことりと、ノウェムが首を傾かしげたのであった。





３






　──少しして。




　学院校こう舎しやの裏うらで、玻璃は壁かべにもたれかかっていた。

　建物と建物の間の、狭せま苦くるしい秋の空を見上げ、肩の力を抜く。

「は……ぁ」

　やっと、深く息いきをつけた。

　淡あわい目眩めまいをこらえ、精せい一いつ杯ぱいの酸さん素そを求めて喘あえぐ。大きく口を開き、喉のどを動かし。肺はいの吸きゆう収しゆうできる限界まで息を吸すう。過か呼こ吸きゆうで頭がぼうっとなる寸すん前ぜんまで繰くり返して、ようやく玻璃は自分の身体からだを抱きしめた。

　もとより、玻璃はいくつかの秘ひ密みつを抱えている。

　二重生活といってもいいだろう。

　ひとつは、御みさ陵さぎ学院中等部・生徒会長としての顔。

　ひとつは、教団を支し援えんして〈獣ベステイア〉と戦たたかう、巨きよ大だい企き業ぎよう複ふく合ごう体たい・朱と鷺き頭とうグループの次期後こう継けい者しやとしての顔。

　そして、そのどちらの顔でも明かしてはならない秘ひ中ちゆうの秘ひが──

（──あたしのことかしら？）

「ええ。あなたのことよ」

　ひそやかに、呟つぶやいた。

　内側から湧わいた思念に、もう玻璃は驚おどろかなかった。見開かれた瞳ひとみには、抗あらがいの信念と闘とう志しが宿やどっていた。

（あらあら健けな気げだこと。最初の頃ころは、あんなに動どう揺ようしてたのに）

　思念は、からかうように続く。

　その相あい手てに、玻は璃りはきっぱりと告つげた。

「あなたが誰だれでも……〈獣ベステイア〉でもそうでなくても、あなたの言こと葉ばに従したがうつもりはありません」

（随ずい分ぶん嫌きらわれたものね）

　思念に、苦く笑しようが混じる。

　自分でない自分。

　もうひとりの自分。

　その正体を、半なかば玻璃は悟さとっている。

〈獣胎エンブリオ〉と呼ばれる、自分の体質に起き因いんするものだろう。

　すなわち、〈獣ベステイア〉に喰くわれた人間が、その肉体の支配権において〈獣ベステイア〉を凌りよう駕が──もしくは拮きつ抗こうする稀まれな現象。玻璃が〈獣ベステイア〉の正体を看かん破ぱしたり、隠かくれた〈獣ベステイア〉の位置を摑つかみ取ることができるのも、この体質によるものだった。

　ただし、自分の身み内うちに起きている現象は、通常の〈獣胎エンブリオ〉とも異ことなるらしい。

　おそらくは、それがこの思念の正体。

　本当に〈獣ベステイア〉なのか、それともまったく別の存そん在ざいなのかは分からないが、人間にとって有ゆう益えきな存在とは思いにくかった。

　むしろ、その思念の肌触りだけで分かる。

　これは、あってはならないモノだ。

　人間を誘ゆう惑わくし、失しつ墜ついさせ、堕だ落らくの沼ぬまに陥おとしいれることを快かい楽らくとするモノ。

　そういう存在こそ、聖せい霊れい教きようでは特別な名で呼ばれ、忌いみ嫌きらわれるのではなかったか。

　つまり。

　──悪あく魔ま、と。

（あら、ひどい言いぐさ）

　くすくす、と思念は笑う。

　玻璃の考えを読んだらしい。

　もっとも、怒っている風ふうではない。

　おそらく、この相手にとってはどうでもいいことなのだろう。

　他者にどう呼ばれ、どう定義されようと、そんなことは気にもとめまい。ひどく自由で、縛られない在あり方は、玻璃と対たい極きよくに位置するといってもよい。

（でも、あなたとあたしとは一いつ心しん同どう体たいなのよ？　そんなに邪じや険けんにしててもいいのかしら？）

「…………」

　それも、ひとつの真しん実じつだ。

〈獣胎エンブリオ〉として、自分に新あらたな人格が芽め生ばえつつある──などということが暴ばく露ろされれば、自分はすぐさま教団に拘こう束そくされるだろう。運うんが良くても死ぬまで施し設せつに軟なん禁きん、悪ければサンプルとして切り刻きざまれるはずだ。

　それも……良いとは思っている。

　サンプルになるのが怖いわけではない。

〈獣ベステイア〉が人類の天てん敵てきである以上、それを体内に宿やどした自分が監かん視しされるのは当然でもある。サンプルとして切り刻まれ、長い戦たたかいの人ひと柱ばしらとなるのなら、それはそれで玻は璃りにとって本ほん望もうとさえ言える。

　だけど、それより優ゆう先せんしたいことがあった。

　玻璃は、知りたいのだ。

　二年前──あの聖せい戦せんで、自分に何が起こったのかを。

　自分がこうならなければならなかった理由を、自分の身みに起きている現象を、納なつ得とくできるようになりたい。

　だから。

　せめてそれまでは、生き延のびたい。

　もしも、それも叶かなわぬ領りよう域いきまで、〈獣ベステイア〉に蝕むしばまれてしまったのなら──そのときには、自分で自分を裁さばきたい。

　玻璃の望みは、それだけのこと。

　ゆえに……この思し念ねんを疎うとましく思いながらも、今しばらくは誰だれにも隠かくしていなければならなかったのである。

（──ほら、来たわよ）

　思念が、注意を促うながした。

　それに従したがって振り向くと、ちょうど校こう舎しや裏うらにもうひとつの影かげが落ちた。

「玻璃さん？」

　と、声がかかった。

「──イザヤ兄様」

　そこに、先の少年神しん父ぷがたたずんでいたのだ。

　癖くせのある髪かみを搔かきながら、若い神父は淡あわくはにかんだようだった。

「片かた付づけをノウェムにお願いしました。なんとなく、このあたりにいるんじゃないかと思いまして」

「なんとなく……ですの？」

　玻璃も、顔が合わせづらくて、うつむいたまま答える。

　そんな少女へ、イザヤは問といかけた。

「何か、身体からだに異い常じようでも？」

「いえ、本当に大たいしたことじゃないんです」

「…………」

　少し黙だまってから、少年神しん父ぷは目を細めた。

「思い詰つめすぎてませんか」

「え？」

「最近、教団でもひとりでいらっしゃることが多かったでしょう。立場上、玻は璃りさんは目立ちますから、やはり何かと目につきます。生徒会でもよくひとりで考え事をしてらっしゃいましたから、まゆきさんとか心配してらっしゃいましたよ」

「……何でも、ありませんわ」

　かあ、と顔が熱くなる。

　この年上の少年を、いまだに玻璃は真まっ直すぐに見られなかった。

　たったひとりで、二年前の荒こう野やを彷徨さまよっていた自分を、救すくい出してくれた人。

　そして、その記き憶おくを失ってしまった人。

　二年後の今になって少年の生せい存ぞんが分かったとき、本気で玻璃は嬉うれしすぎて死ぬんじゃないかと思った。だからこそ、そんな少年にまで隠かくし事をしなくてはならない今の状じよう態たいが、ひどく心苦しかった。

　きゅ、と唇くちびるを嚙かんで、話題を変える。

「それより、イザヤ兄様、気がついてます？　さっき生徒会であがっていた奉ほう仕し活動の噂うわさって、ひょっとしたら……」

「ええ」

　と、少年はうなずいた。

「この前ブラザー・カルロのおっしゃっていたことと、関連があるかもしれません」

「……それで、わざわざ立りつ候こう補ほしたんですか」

「まあ、そんなところです」

　その言こと葉ばに、玻璃も納なつ得とくした。

「だったら、そう言ってくだされば良かったのに」

「いやだって、生徒会の方もいますし」

「いつも、イザヤ兄様は勝かつ手てにひとりで決めますのね」

　すんと鼻を鳴らす。

　拗すねた口くち振ぶりが、うまくできたかは分からない。

　とにかく、玻璃もぐっと少年神父の胸むな元もとに詰め寄って、こう告つげたのだ。

「ええ、でしたら私も同どう行こうさせていただきますわ。カルロ神父にも頼たのまれてますもの。もちろん文もん句くありませんわね？」

「え？　あ、は、はい」

　かくかくとうなずく少年に、玻璃は淡あわく笑った。

　なんとなく、すっとした気持ちだった。

　きっと、自分の身体からだのことをうまく誤ご魔ま化かせたからだろう、と思った。

（本当にそれだけの理由？）

　からかうような、甘あまい《声》。

　その《声》を、必ひつ死しで振り払はらう。




　そして、数日前の会話を、ふたりは思い出したのだった。
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「〈獣ベステイア〉の……信者？」

「いまだ調査中ですけどね」

　注ちゆう釈しやくを付つけ加くわえて、金きん髪ぱつの青年神しん父ぷは曖あい昧まいに微び笑しようした。

　二十代半なかば。

　少なくとも三十にはならないだろう若さなのだが、その肩からは緋ひ色いろ──枢機卿カーデイナルの赤・レツドと呼ばれる肩帯ストラが垂たらされている。

　しかも、その左目は、聖せい職しよく者しやにふさわしからざる品しなに覆おおわれていたのである。

　眼がん帯たいであった。

　それも、獅し子しの刺し繡しゆうを施ほどこされた、極きわめて派は手で派は手でしい代しろ物ものである。

　カルロ・クレメンティ枢すう機き卿きよう代だい行こう。

　この御みさ陵さぎ市しにおいて、教団の最高権限を委い任にんされた青年であった。

　背はい後ごの壁かべには髑どく髏ろの海賊旗ジヨリー・ロジヤーまで用意された、なんともアレな趣しゆ味みの執しつ務む室しつへと、イザヤと玻璃は呼ばれていたのだった。

「まあ、なんとも厄やつ介かいな状じよう況きようでして」

　と、カルロは机つくえの上に腕を組む。

「先月の〈獣ベステイア〉事じ件けんの発ほつ端たんとなった〈獣ベステイア〉の信者──彼らと交流のあった団体は、まだ市内に隠かくれているものと考えられます。おそらくは、その団体も〈獣ベステイア〉の信者によって占しめられているでしょうね」

　カルロの言こと葉ばは淡たん々たんとしていたが、その実恐るべき意味を秘ひめていた。

〈獣ベステイア〉の信者。

　先月、イザヤたちが出で遭あい、ノウェムが交戦することとなった、〈獣ベステイア〉に魅み入いられた者たち。喪そう神しん現象によって理性を『再さい構こう築ちく』された彼らは、ある意味で人間以上の能のう力りよくを持って、彼らの前に立ちふさがったのだ。

　そして。

　何より問題なのは──彼らが、いまだ人間でもあることだろう。

「〈獣ベステイア〉と違ちがって、玻は璃りさんの感知にもひっかかりませんし、大たい罪ざいに突つき動かされない分、活動そのものが慎しん重ちようです」

　自分のこめかみを、軽くカルロが叩たたく。

「時間が経たてば経つほど、これらの団体は影かげに潜ひそんでいくでしょう。現状、〈塔ルーク〉に全力をあげて調査してもらってますが、完全に炙あぶり出せるかどうかは微び妙みようなところですね。もともとこの御みさ陵さぎ市しはかなりの管理都と市しですし、これまでその目を逃のがれてきたのなら、今後見つかるという保証はありません」

〈塔ルーク〉は、御陵市における〈獣ベステイア〉対たい策さくの、主おもに後方支し援えんや情じよう報ほう操そう作さを担たん当とうする部署である。

「……それなら」

　そこまで聞いて、イザヤはある推すい測そくに達した。

「カルロさんの言こと葉ばですと、〈獣ベステイア〉の信者は、この御陵市のどこにでもいる可か能のう性せいがあるということですが──それなら──」

「ええ」

　うなずいて、カルロは口にする。

「御陵学院内にも、いるかもしれないという話です」

「…………」

　イザヤの視し線せんが険けわしくなった。

　その隣となりで、同じように息いきを止めた玻璃へと、カルロは語りかける。

「イザヤ君とノウェムが、学園で〈獣ベステイア〉に出で遭あったという話は聞いているでしょう」

「……あ、はい」

　玻璃も、その事情は聞いていた。

　この夏にイザヤとノウェムが出会った〈獣ベステイア〉について、少女も報告を受けている。その中には自分と同じような〈獣胎エンブリオ〉もいたと、そういう風に聞いている。

（……学園の、〈獣ベステイア〉でしたわね）

　当時、玻璃は朱と鷺き頭とうグループの運営会議のために御陵市を離はなれていたが、もしも自分がいたら、いくつかの悲ひ劇げきを防ぐことができたのだろうか。

　それとも、やはり無む力りよくに過すぎなかったろうか。

　そこまで考えたところで、カルロが肩をすくめた。

「まあ、あくまで可か能のう性せいの話ですけどね。学院はある種の治ち外がい法ほう権けんですし、教団側からの調査も行き届とどくわけじゃないので、おふたりにも注意してもらえれば幸いです。今後、ある程てい度ど調査が進んだら、直接捜そう査さに参加してもらうことにもなるかと。ひとまず、今日のところはその報告ということで」

「ラーフラさんは、どうするんです？」

　これは、イザヤが訊きいた。

「彼は独どく自じ行動だそうでして」

　苦く笑しようを混じらせて、カルロが答える。

　ニューヨークから派は遣けんされた褐かつ色しよくの肌はだの少年修しゆう道どう士しについては、この枢すう機き卿きよう代だい行こうも扱あつかいかねているらしかった。

　異端審問官インクイジター。

　あるいは、あの少年修道士を泳がせていることについても、カルロなりの思おも惑わくがあるのかもしれなかったが、イザヤには窺うかがい知れない。たとえ口にして訊いたところで、この枢機卿代行は、いつものにまにま笑いで曖あい昧まいにぼかすばかりだろう。

「──なんにしても、近日中には何らかの結果をお知らせします。そのときはどうぞよろしくということで」

　ふわり、とカルロはいつもの笑えみを浮かべたのであった。
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　舞ぶ台たいは、現在の学院へと戻る。

「……噂うわさの発はつ信しん源げんの候こう補ほまでは、絞しぼり込んでいただきましたわ」

　ぱたんと玻は璃りが携けい帯たいを閉じる。

　先の、校こう舎しや裏うらだった。

　イザヤと話してすぐ、玻璃は後方支し援えんを行う〈塔ルーク〉の調ちよう査さ員いんに命じて、ここ最近の御みさ陵さぎ学院の奉ほう仕し活動を一通り洗ってもらっていたのである。結果、〈獣ベステイア〉の信者との関連性までは摑つかみきれなかったものの、噂の発信源と目もくされる活動はある程てい度ど特定できた。

「ええと」

　少し遠えん慮りよするような表情で、イザヤに問とう。

「候こう補ほに残った奉仕活動、イザヤ様の分も参加登とう録ろくしてしまって、かまいませんでした？　カルロ神しん父ぷが言っていたのと関係があるか分かりませんし、無む駄だ骨ぼね折おりになるかもしれませんけど」

「はい。もともと奉仕活動は利り得とくを求めるものじゃないでしょう」

「良かった」

　と、玻璃が手を打った。

　邪じや気きのない、吸い込まれそうな笑え顔がおだった。

「じゃあ、明日の奉仕活動、遅おくれないでくださいね！」

　手を振って、校舎の方へと小走りに駆かけていく。

　いつも張りつめている少女の、その後ろ姿すがただけが、年とし相そう応おうに映った。

「…………」

　玻は璃りの立ち去さった後、イザヤはしばらく動かなかった。

　がりがりと頭を搔かく。

　さきほどまでの優ゆう等とう生せい然ぜんとしていた仮か面めんはあっさりと外はずれ、本来の悪あく童どうじみた、面めん倒どうくさげな表情が戻っていた。

「──うぉん」

　と、鳴き声があった。

　微び苦く笑しようして、ゆっくり振り向く。

「ノウェム」

「先ほど、片かた付づけが終わりました」

　と、人形のシスターは、相あい変かわらずの無表情で言った。

　両手に抱えているのは、ミカエルと名付けられた子こ犬いぬだった。夏休みのある事じ件けんからシスターに懐なついた子犬は、恐おそれ多くも天てん使し長ちようの名を受けて、この学院でも生徒や教師たちに可愛かわいがられる人気者となっていた。

　ぶんぶんと尻尾しつぽを振る子犬の豊かな感情表現と、ノウェムの淡あわい表情とがちょうど良いバランスで微笑ほほえましい。

　ことりと等速で首を傾かしげ、

「玻璃様の様よう子すは、いかがでしたか？」

「……難むずかしいな」

　地じの口く調ちようで、イザヤは片かた目めをつむる。

　朱と鷺き頭とう玻璃は、イザヤにとって最もつとも扱あつかいに困こまる人物のひとりだった。

　ある意味では、ラーフラ以上でもある。

　異端審問官インクイジターであるラーフラとは異ことなり、彼女にはこちらを暴あばき立てようという意志はないからだ。ただ純じゆん粋すいに『九く瀬ぜ諫いざ也や』を慕したっており、それゆえに万が一自分の正体を見抜いてしまうとも知れぬ──ロシアンルーレットのような存そん在ざい。

　何より、イザヤには看かん過かできぬ理由があった。

（……あいつが、どうなってるのか分からねえ）

　あいつ。

　もうひとりの、玻璃。

　バビロンの大だい淫いん婦ぷとも呼ばれる、妖よう女じよとしての玻璃のことだ。

　その存在を、イザヤは知っている。

　いいや、そもそも『九瀬諫也』ならぬ偽にせ者もののイザヤが断罪衣イスカリオテを使えるようになったのも、あの妖女によるものだった。

　そして。

　その妖よう女じよの存そん在ざいだけは、ノウェムやカルロにも話していないのだった。

　いくつかの事情から、妖女とイザヤとは一いち蓮れん托たく生しようとなっており、彼女の正体を隠かくし通すという約やく束そくもしてしまっている。無む論ろん、イザヤは約束を無む条じよう件けんに遵じゆん守しゆするような人間ではないが、迂う闊かつな動きができない状じよう態たいなのは確かだった。

（……糞くそややこしいこった）

　事じ態たいは、ただ複ふく雑ざつに絡からみ合うばかりだ。

　答えもなく、出口もなく、ただ混こん迷めいを深めていく混沌カオス。

　こんな状じよう況きようの解法は、どんな数学者も持ち合わせていまい。

　不意に、頰ほおに違い和わ感かんが生しようじた。

「ふわ？」

　きょろり、と眼がん球きゆうを動かすと、綺き麗れいな白い指が少年の頰をつまんでいたのだ。

「ノウェ、ム？」

「いえその」

　慌あわてて指を離はなして、ノウェムはぱちくりと瞬まばたきした。

「すいません。何の意味もないです。ただ……考え込んでらっしゃったようなので」

「なんで、頰を？」

「あの」
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　短く言って、ノウェムがうつむく。

　子こ犬いぬを抱いたまま、自分の指を絡からませて、

「なんとなく……玻は璃り様さまのことを気にされてるのかと思うと、処しよ理りできないノイズが発生しました。その……エラーの一種だと判断するのが……私です。あああ、後で自じ己こメンテナンスを行いますので、どうぞおかまいなく」

　珍めずらしくも、口ごもるノウェム。

　そんな人形の様よう子すに、少年もぎこちなく喉のどを強こわ張ばらせた。

「……いや」

「……ええと」

　互たがいに、もう一度声をかけあおうとしたとき。

「きゃん」

　シスターの腕うでの中で、犬のミカエルが鳴いたのだ。

　その声に、ふたりともが思わずびくりと背せ筋すじを正し、視し線せんをそらしてしまった。

　だから。

　胸むねにざわついている気持ちを、どちらも理解はできなかった。

　甘あま酸ずっぱいような、くすぐったいような──不ふ思し議ぎな気持ち。

「あ……そうだ。奉ほう仕し活動には、明日の放課後から参加することになった。ノウェムは問題ないよな？」

「は、はい」

　不ぶ器き用ように、視線をそらしたままの受け答え。

　若き神しん父ぷと、人形のシスター。

　ミカエルこそ首を傾かしげていたが──ともに聖職衣カソツクを纏まとったふたりは、微び妙みような距きよ離りをおき、昼休み終しゆう了りようのベルが鳴るまで動かないままであった。




　──あるいは、このふたりが気づけなかったのも、それゆえだろうか。




「あらあら、仲なかむつまじいこと。妬やけるわね」

　校こう舎しやに寄り添そって、淡あわい囁ささやきがこぼれたのである。

　玻璃だった。

　しかし、玻璃ではなかった。

　この女が、玻璃であるはずがなかった。

　ほのかに笑んだ唇くちびるは、薔ば薇らよりも朱あかい。切れ長の瞳ひとみに含ふくまれた妖よう艶えんの香かおりよ。この女の前に立てば、あらゆる男は毒どく蛇じやに睨にらまれたごとく崩くずれ落ちるのではないか。

「ねえ、そう思わない？」

　そして、妖よう女じよが隣となりに目め配くばせする。

　そこには、誰だれもいない。

　しかし、確たしかにいた。

　妖女にしか認にん識しきできない、何かが存そん在ざいしていた。

「…………」

　そこには、ひどく淡あわい色の──半なかばを空気に透すかした少女がたたずんでいたのだった。





４






　三日ほどは、特とく筆ひつすべきこともなく時は過すぎていった。

　イザヤと玻は璃りの請うけ負おった奉ほう仕し事業は、第七区。

　そこに位置する教会と周しゆう辺へんの清せい掃そうで、学院の生徒たちと入り交じり、時に気を張りつつも、つつがなく作業をこなしていたのである。

　主おもに住じゆう宅たく地ちから成なり立った第七区は、治ち安あんも良く、動物園や遊園地といった娯ご楽らく施し設せつにも事こと欠かかない。イザヤとノウェムが住む家もこの地ち区くに在する関係上、玻璃が帰りに立ち寄ることも多くなり、奇き妙みような三人の生活がこの数日は続いていた。

　穏おだやかな流れに澱よどみが生じたのは、四日目だった。

　いつもと同じように、イザヤが学生たちとともに落ち葉を掃はき清きよめていたとき、こんな会話が出てきたのである。

「あ～あ。遙はるかちゃんがいたら、もっと楽しかったのになあ」

　と、箒ほうきで器き用ように頰ほお杖づえをついて、ひとりの少女がため息いきをついたのだ。

　同じ奉仕活動に出ている少女である。

　鈴すず鹿か芳よし美みという。

　まだ十月直前だというのに、早くも長なが袖そでの冬服に着替えているのが印いん象しよう的てきであった。御みさ陵さぎ学院の学生で、イザヤともこの数日で打ち解とけた相あい手てだったのだが──この場合、イザヤの気を惹ひいたのは、少女の告つげた名前である。

「遙さんって、陸上部の鏑かぶら木ぎ遙さんですか？」

「そうですけど──イザヤ神しん父ぷ、知ってるんですか？」

「え。……あ、はい。夏休み、事じ故こで亡なくなられる前は、時々教会へ通ってらしたので」

　鏑木遙は、夏休み、〈獣ベステイア〉に喰われた少女の名だった。

　ノウェムと一いつ緒しよに、子こ犬いぬのミカエルを可愛かわいがっていた陸上部の中学生。

　事故というのは教団の情じよう報ほう処しよ理りによるものだったが、相手もそれを聞いていたらしく、いくつか話をすると、たまらなくなったように表情を崩くずした。

「そっか……。遙ちゃん、ちゃんと悩なやみを話せる相手がいたんだ」

　もう一度、少女──鈴すず鹿か芳よし美みがため息いきをついた。

　鼻にきゅっと小こ皺じわが寄って、垂たれ目がちな目め尻じりには光るものが浮かんでいた。

「良かった……。なんか一学期の終わり、いろいろ悩なやみがあるみたいだったのに、ちゃんと話さないままに別れちゃったから。あはは……良かった……」

　頰ほおをこすって、かぶりを振る。

　その様よう子すをあまり見ないようにしながら、イザヤは訊きいた。

「悩み、ですか」

「うん。……なんか、悪い夢ゆめを見るとか言ってて。あたし、その頃ころは試し験けんで一いつ生しよう懸けん命めいだったから全然話を聞いてあげられなくて……」

（……悪い、夢？）

　イザヤの眉まゆがぴくりとあがった。

「それって……ほかに、同じことを言っていた人がいました？」

「え？　ええと……いたかな？　あ……そうだ。遠道通りの方を清せい掃そうしてた頃に、ちょっと小こ耳みみに挟はさんだかも」

「その話、もう少し詳くわしく訊きかせていただけます？」

　あくまで落ち着いた表情を崩くずさず、イザヤは問といかけたのだった。
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　──その、翌よく日じつ。

　紅こう葉ようの趣おもむき深ぶかい、ブナ林であった。

　本格的な秋を控ひかえて、密みつ生せいしたブナの葉たちが、ほんの少しずつ枯かれた色を含ふくませつつあったのだ。ゆっくりとした季き節せつの変化は、しかし数千本のブナと──その数千倍の木の葉へ同時に訪おとずれていることから、まるで神かみの手になる彩さい色しきにも思われるのだった。

　第七区の、自然公園である。

　御みさ陵さぎ市しは環かん境きよう面めんにも力を注そそいでおり、住じゆう宅たく地ち近くにはこうした場所が多い。自然と近しいがゆえに鬱うつ蒼そうと茂しげり、見苦しい姿すがたとなってしまう前には、管理人や奉ほう仕し活動の学生たちが訪おとずれ、美しい景けい観かんが保たもたれるのであった。

　イザヤは、その林を歩いていた。

　湿しめった土と落ち葉を踏ふむ足取りは、どこか粘ねばっこい。

　聖職衣カソツクはあまりこういう場所を歩くには向かず、時々低く垂たれた枝えだに、裾すそが引っかかってしまいそうになるのを避さける必ひつ要ようがあった。

「…………」

　歩いているのは、イザヤひとりだ。

　今回ばかりは、ノウェムも連れていない。

　事情のいくつかが、ノウェムにも伝つたえがたい内容を秘ひめていたからだ。

　進むたび、独どく特とくの空気が濃こくなっていく。ブナ林の空気には殺さつ菌きん作さ用ようがあるというが、イザヤには、まるで自分の立つ場所が異い界かいと変じていくかのように思えた。

　やがて、林の奥おく深くまで進んだところで、イザヤの足が止まった。

　慎しん重ちように、目を配くばる。

　頭とう頂ちように茂しげった葉のひとつずつから、樹じゆ皮ひや灌かん木ぼく、こびりついた地ち衣い類るいまで、つぶさに観察していく。

（……足あし跡あと？）

　ほとんど市し民みんも立ち寄ることのない林の中ちゆう央おうあたりだというのに、よくよく見れば、このあたりだけ妙みように踏ふみ固かためられていたのだ。ばかりか、樹皮のあちこちに引っ搔かいたような跡あとが残っており、かすかだが血けつ痕こんと思しい黒いこびりつきさえ発見できた。

　それからしゃがみこみ、地を這はう根ねの間に埋うもれた小さな物体を拾った。

「これ……」

　眉まゆを寄せる。

　泥どろに塗まみれて、傷きずついた小さなアクセサリーは……逆ぎやく十じゆう字じのシンボルだったのだ。

　以前にも、見たことがあった。

「あの儀ぎ式しきの、〈獣ベステイア〉の信者のじゃねえか……っ」

　前の事じ件けんの儀式場で潰つぶされていたオブジェの──本ほん来らいのカタチこそが、この逆十字だった。

　都と市し部ぶでこそさまざまな監かん視し装そう置ちを配備している御みさ陵さぎ市しだが、こうした自然公園では偽ぎ装そうにも限げん界かいがあり最さい小しよう限げんに抑おさえられている。その事情を知っているものが〈獣ベステイア〉の信者にもいたとしたら、ここを儀式の場所に選ぶのも当然の考えと言えた。

（じゃあ……このあたりが？）

　あの少女に聞いた通りなら、そうだ。

　鏑かぶら木ぎ遙はるかが、夏休み以前、奉仕活動に励はげんでいた林。

　ここで何かを見て以来、鏑木遙は悪あく夢むに悩なやまされるようになったのだと。

　彼女が〈獣ベステイア〉に喰くわれたのはここでないにせよ、まったくの無関係ということはあるまい。

　ひんやりとした空気に、イザヤは唇くちびるを嚙かんだ。空気に含ふくまれた寒さむ気けの理由が──現代科学ではありえない何かが、肌はだから浸しん透とうするような錯さつ覚かくを感じた。

「っ……」

　拳こぶしを、握にぎる。

　頰ほおに辿たどる冷ひや汗あせを、手の甲こうで拭ぬぐう。

　しんとした静せい寂じやくの中、無理矢理に自分を鼓こ舞ぶして立ち上がろうとしたところで、イザヤはおもむろに顔をあげた。

　すぐそばに、新あらたな人ひと影かげが湧わいていたのだ。

「お、前……っ」

「あら」

　と、長い髪かみが振り返った。

　玻は璃りである。

　そして、玻璃でないと一ひと目めで分かった。

　イザヤにしてみれば、最もつとも危き惧ぐした相あい手てが最も危惧した場所にいたという──最悪の結果だった。今回に限ってわざとノウェムを連れてこなかったのも、まさしくこの可か能のう性せいを考こう慮りよしたためだったのだ。

「玻璃は、どうした？」

「眠ってるわ。あなたも知ってるでしょう？　いつでも出られるわけじゃないし、出たくないのに出ちゃうときもあるって」

　妖あやしく咲き誇ほこる花のように、女の声こわ音ねは鼓こ膜まくをとろかすようだった。

　もうひとりの、玻璃。

　あるいは──バビロンの大だい淫いん婦ぷ。

　本来の玻璃を押さえ、今、妖よう女じよの人じん格かくこそが表ひよう出しゆつしていたのであった。

「……ここで、何をしてやがった」

「そうね。どう答えれば満足？」

「じゃあ、これは何だよ」

　苛いら立だった声で、イザヤが先の痕こん跡せきを示す。

　ちらりと視し線せんを移した妖女が、少し考えるように首を傾かしげてから言った。

「ふうん？　何かの……儀ぎ式しきの痕あとかしら？」

「目のいいこった。……で、そんなとこに、お前が偶ぐう然ぜん来たってのか？」

「どういう意味？」

　妖女の問といへ、イザヤはきっと睨にらみつけて答えた。

「お前は……〈獣ベステイア〉の信者と関係してないのか」

「あらあら、疑うたがわれちゃってるのね」

　そのことが嬉うれしくて仕し方かたないように、妖女は微び笑しようした。

　他人に疑われるという、普通ならば不ふ快かいに感じるしかない出で来き事ごとが、この女に限っては逆の感情を励れい起きするようだった。

　だからこその、妖よう婦ふとも言えるだろう。

　まともなやりとりや駆かけ引きの通用しない、異い次じ元げんの生物。

　ある意味で、よほどの〈獣ベステイア〉以上に、イザヤにとって恐ろしい相手であった。

「言い訳わけしても詮せん無ないわね。──で、あなたはどうする気？　ここを〈塔ルーク〉に報告して、調べてもらう？」

「そうしてもらうよ」

　そう言って、身みを翻ひるがえそうとした瞬しゆん間かんだった。

　突とつ然ぜん、イザヤの膝ひざが落ちたのだ。

「っ……は！」

　激しく、むせこんだ。

　止まらなかった。

　空気に異い様ような悪あく臭しゆうが混まじり、それは少年の内ない臓ぞうを途と轍てつもない苦く痛つうで焼いたのだ。幾いく度どにもなる〈獣ベステイア〉との戦たたかいでも、感じたことのないタイプの苦痛だった。

　意い識しきを力ずくでもぎとられ屈くつ服ぷくさせられる寸すん前ぜんに、イザヤは妖よう女じよを仰あおいだ。

「て、めえ……」

　呻うめいた。

　少年の視し界かいに映ったのは、ひどく冷たい眼まな差ざしだけであった。







「…………」

　ぐったりと倒たおれ伏ふした少年を、妖女はしばらく見下ろしていた。

　何らかの毒どくガスに近い物質だろうと、想像はついた。

　ただ自分には効きき目めがないという──それだけのことだ。おそらくイザヤにしても死には至いたるまい。根こん拠きよなどないが、そういう風ふうに妖女は直感した。

　確信といってもよい。

　玻は璃りの内側に人格として芽め生ばえて以来、妖女にあるのはその確信だけだった。

　誰だれにも頼たよらず、誰にも願ねがわず、その直感と確信だけを杖つえとして、妖女はここまでを生き延のびてきたのであった。本来の玻璃が、今内側に眠っている以上、自分の行動を妨ぼう害がいするものなどありえるはずもない。

　ほんの数すう秒びよう、瞼まぶたを閉ざす。

　それから、

「これを、連れてくつもり？」

　と、訊きいた。

　背はい後ごであった。

　鬱うつ蒼そうとしたブナ林の陰かげに、新たな人ひと影かげが生まれていたのだ。

「ええ」

　と、その人影は笑った。

　妖よう女じよと似にていて、しかしずっと下げ卑びた笑えみだった。

　興きよう味みもなさそうに、妖女が訊きく。

「ふうん。で、あなたたちは、誰だれ？」

「あなたの到とう来らいを待まちかねたものです」

　即そく答とうし、大げさなぐらいに人ひと影かげは背せを屈かがめた。

　イザヤに意い識しきがあれば、はっと息いきを飲んだことだろう。

　若々しい声とその横顔は、昨日きのうの昼、イザヤと鏑かぶら木ぎ遙はるかのことを話していた奉ほう仕し活動の少女──鈴すず鹿か芳よし美みのものだったのだ。

　さらに後ろには、白い長ちよう衣いを纏まとった、若い男が立っていた。

「まさか、こんなところで、こんなときにお会いできるとは」

　感激を惜おしみなく身み振ぶり手振りで表しながら、男は胸むねの前で手を組み合わせる。

　古い聖せい霊れい教きようの、祈いのりの姿すがたらしかった。

　そして、まるで人生最大の幸福を得えたかのような声こわ音ねで、

「こちらへどうぞ。……我われらの女王」

　恭うやうやしく、そう口にしたのだった。
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「あれ？　どうしたんどす、カルロ神しん父ぷ？」

　おっとりと長なが岡おか静しず佳かが呼び止めたのは、生徒会室だった。

　ほかの校こう舎しややサークル棟とうとは別に建てられた、こじんまりとした建物である。

　その生徒会室の、綺き麗れいに片かたづいた本ほん棚だなあたりで、金きん髪ぱつの神父がごそごそと資料をまさぐっていたのだ。

　ふるりと振り向いた神父は、「おや長岡さん」と瞬まばたきした。

「いえ、ちょっと確認したいことがありまして。ほら、私も一いち応おう生徒会顧こ問もんですから、活動のチェックぐらいはしておかないと」

「最近はすっかり元生徒会顧問やけどね。面めん倒どうくさいことを全部イザヤ神父に任まかせはるから」

「いや、それを言われると弱い」

　あははと笑いながら、カルロは頭を搔かいた。

　実際、最近は教団での仕し事ごとが忙いそがしく、学校に顔を出すことも稀まれだったのだ。そのくせ生徒会のみならず、多くの生徒から親しまれているあたり、ある意味では人じん徳とくともいえるかもしれない。

　静しず佳かは、すっと目を細めた。

「前から訊ききたかったんやけど、カルロ神しん父ぷはイザヤ神父をどない思ってはるんどす？」

「ん？　年は離はなれてますけど、もともと親友のつもりですよ？」

「もともとがそうやったら、今はどうなんどす？　会長からは、今のイザヤ神父は記き憶おく喪そう失しつやって聞いてますけれど」

　口く調ちようは丁てい寧ねいだったが、静佳の瞳ひとみは研とぎ澄すまされていた。

　はんなりと優ゆう美びで──ほんの少し垂たれ目がちな黒瞳は、しかし眼がん帯たい神父の表情をひとつたりとも見落とさぬという、そういう意思を露あらわにしていた。

「今でも、そうですよ」

　と、カルロは淡あわく笑った。

「イザヤ神父が記憶を失ってるのは確かです。だからこそ、そのことにとらわれず、ひとりの神父としてつとめを果はたそうとする姿し勢せいは尊とうといと思います。それが『かつての自分の再現』という一種の演えん技ぎだろうと、本ほん心しんからの行動だろうとね」

「…………」

　じっ、と静佳がそんなカルロを見つめる。

「半分ぐらいは……本当なんかな？」

「は、半分ですか」

「カルロ神父が、いっつも胡う散さん臭くさいことばっかり言うてはるからどす」

　小さく、鼻を鳴らす。

　この少年がやると、やはり美少女が拗すねているように見えてしまう。

　美び貌ぼうだけでいえば玻は璃りが勝まさるのに、こうした表情のひとつずつに妙みような色いろ気けが混じるのが、長なが岡おか静佳の不ふ思し議ぎであった。

「で、何を調べてたんどす？　分かる範はん囲いでしたらお手て伝つだいしますけど」

「ああ、大たいしたことじゃないんですけどね。長岡さんでしたら、質しつ問もん一発ですみそうだから助かります」

「お世せ辞じを言っても何も出まへんよ」

「いえいえ、単たんなる客きやつ観かん的てきな事実です。美少女に手伝ってもらえるのはなおさら嬉うれしい」

「……今の、冗じよう談だんやと笑えまへんけど」

「や、これは申もうし訳わけない。ついつい調ちよう子しに乗ってしまって」

　にこにこと笑って、カルロはこう切り出した。

「うちの学校でやってる、奉ほう仕し活動のことなんですけどね」

「はあ。それやったら今会長とイザヤ神父にも調べてもらってますけれど」

「ええ。まあ私も少し協力するべきかなーと思いまして。ほら、学校関連はデジタル化されてない書類も多いでしょう。で、長岡さんに質問したいのは──のことなんですが」

「そのことやったら……」

　静しず佳かが答えた。

　その話を聞いてから、

「……なるほど。そうですか」

　瞳ひとみに静かな光を宿やどし、カルロは深くうなずいたのであった。
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　ひんやりとした感かん触しよくが、背中にあった。

　やたらと、暗い。

　手首が冷たいのは、どうやら金属の鎖くさりに拘こう束そくされているらしかった。おそらくは背中の感かん触しよくも同どう様ようだろう。金属のベッドと鎖だなんて、一体、どんな猛もう獣じゆうを拘束しているつもりだろう。

　あたりには、えずきたくなるような、嫌いやな臭においが充じゆう満まんしていた。

（どこ……だ……？）

　ぼんやりと、イザヤは思う。

　場所は分からないが、ずいぶんと広い空間らしかった。耳が痛いたくなるほど静かなのは、防音設備によるものだろうか。

　昼か夜かも、分からぬ。

　空間の奥おくまったあたりから、かすかに電でん灯とうの光がこぼれ──そのあたりだけがぽっかりと闇やみから浮かび上がっていた。

　そこには、十数人ほどの人ひと影かげが並んでおり、まるで神しん聖せいな聖体儀式ミサを迎むかえるかのように、揃そろって膝ひざを折おっていたのだ。この場合、彼らの服が病びよう的てきなほど真っ白な長ちよう衣いであることも、空間の不ぶ気き味みさをいや増す要よう因いんとなっていた。

「っ……」

　イザヤは焼けつく肺はいで、慎しん重ちように息いきを吸すう。

　拘束されるまでもなく麻ま痺ひした身体からだで、無理に歯はを食いしばり、眼がん球きゆうだけを向ける。

　ひきつる喉のどを動かして、言う。

「お前……らは……」

「──ああ、良かった。起きたんだ」

　人影のひとりが、長衣の袖そでで口くち元もとを隠かくしたまま、顔をあげる。

　イザヤが、大きく目を見開いた。

　長衣のフードに隠されていた少女の──鈴すず鹿か芳よし美みの顔を、認にん識しきしたのだった。

「お前──っ」

　イザヤの呻うめきに応じて、鈴すず鹿か芳よし美みは朗ほがらかに相そう好ごうを崩くずした。

「また、会えたね」

　と、囁ささやきかける。

　布ぬのでくぐもってはいたが、その声こわ音ねの在あり方にイザヤは震ふるえた。

　否いやが応おうでも、ある推すい測そくが少年の脳のうに突つきつけられたからだった。

「まさか……お前が……〈獣ベステイア〉の……」

「うん」

　何のためらいもなく、少女はうなずいた。

「あなたたちは天てん使し様さまのことをそう呼んでるんだもんね？　だったらそうだよ。あたしは天使様に──あなたの言う〈獣ベステイア〉に仕つかえてる」

　無む邪じや気きな言こと葉ば。

　そこには、一いつ切さいの偽いつわりがない。偽ろうとする意い図とがない。

　ただ純じゆん粋すいに何かを信じる者がやっと真しん実じつを伝つたえられて喜よろこんでいる──そんな感情しか、少年にも見抜けなかった。

　それゆえに、イザヤには恐ろしかった。

　つい先日まで普通に話していた相あい手てが──〈獣ベステイア〉に喰くわれたのでさえなく、最初からただの化ばけ物であったのだと、そう告こく白はくされたような気分に襲おそわれたからだった。

　もつれる舌したで、問とう。

「じゃあ……鏑かぶら木ぎ遙はるかのことを……言ってたのは……」

「あれは、本当だよ？」

　少女は、淡あわく微ほほ笑えんだ。

「遙ちゃんが、あそこで儀ぎ式しきを見ちゃって──喪そう神しん現象でその記き憶おくを失って──悪あく夢むを見るようになったのは本当。だから、あの子からバレちゃわないように、天使様にお願いしたんだもの」

「…………」

　イザヤが言葉を無くす。

　だとすれば、鏑木遙が喰われたのは、まさにこの少女のためではないか。

　鏑木遙とは、少年自じ身しんも何度か言葉をかわした仲なかであった。友人というほどではなくとも、それなりの会話を重ね、微笑ほほえましく見つめていた相手だった。

　何より──あのノウェムが、嬉うれしそうに話していた相手だった。

「そんな……理由で……」

　ぎり、とイザヤが奥おく歯ばを嚙かむ。

　すると、鈴鹿芳美は不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげた。

「何か、おかしいかな？」

「おかしくない……わけが……あるか……」

　偽ぎ装そうの仮か面めんさえ忘れて、イザヤが牙きばを剝むく。

　しかし、

「だって……あなた、英えい雄ゆうなんでしょう？」

　と、少女は訊きいたのだ。

「っ……」

　イザヤの言こと葉ばが詰つまった。

　相あい手てが、明らかに聖せい戦せんの英雄としての『九く瀬ぜ諫いざ也や』を知っていたからだ。単たんに〈獣ベステイア〉の信者であるだけなら知るはずもない、聖戦の過か去こを知っていたからだ。

　そして、これはもうひとつの事実を明らかにしていた。

　すなわち、彼女たちはイザヤの存そん在ざいを知って、罠わなにかけたのだと。

「何……を……するつもりで……」

「あなたなら……きっと最高の生いけ贄にえになるわ。だって神様は、一番の愛いとしい子供を生け贄に欲ほつするものだもん。聖せい典てんにもちゃんとあるでしょ神しん父ぷ様さま？」

「……それ……は」

　イザヤも、知っている。

　聖典の一いつ節せつ。

　神に命じられたアブラハムが、悩なやみつつも息むす子こイサクを捧ささげた逸いつ話わ。

　しかし。

　少女のそれは、曲きよつ解かいにもほどがある言葉だった。

　確かに聖典には、考えがたい蛮ばん行こうも記しるされている。

　だが、聖せい霊れい教きようの成立自体、二千年以上も前にさかのぼるのだ。長い時間を経へて文化も思想も変わった現代で、かつての聖典のエピソードが受け入れられないモノと変じていたとしても、けして聖典や宗しゆう教きようそのものの価か値ちを損そこなうものではなかろう。

　信しん仰こう心しんなど持ち合わせてないイザヤだって、その程てい度どのことは理解できる。

　ましてや、そんな古こ代だいのエピソードを現代で再現しようとすることなど、狂きよう気きの沙さ汰た以外の何なに物ものでもない。

「ねえ、神父様？」

　だが、ここにいる者たちは？

　少女の言葉とともに、複数の人ひと影かげが立ち上がるのをイザヤは見た。

　少女の言葉が少女だけのものではなく、彼ら全員の共きよう通つう認にん識しきなのだと、そう無む言ごんで訴うつたえているようでもあった。

　実際、そうなのだろう。




　──『〈獣ベステイア〉に魅み入いられたなら、喪そう神しん現象は理性の崩ほう壊かいではなく、再さい構こう築ちくといったカタチを取ります』




　以前の、ノウェムの言こと葉ばを思い出した。

〈獣ベステイア〉の信者と成なり果はてたものが、喪神現象の余よ波はで獲かく得とくしてしまう異い次じ元げんの思考。その壊こわれた思考こそが、信者たちをひとつの群ぐん体たいとしてまとめあげているに違ちがいない。

「ねえ、死んでくれるよね？　神かみ様さまに身みを捧ささげてくれるよね？」

　少女が迫せまる。

　人々が迫る。

　少女以外は言葉を発せず、口くち元もとを押さえたまま、ゆっくりと歩いてくる。

「私たちの天てん使し様さまに、会ってくれるよね？」

「…………」

　イザヤは、沈ちん黙もくする。

　恐怖のためではなく──別のことに気がついたからだった。

　気がついてしまった、からだった。

　充じゆう満まんした異い様ような空気の正体。彼らが揃そろって行っている仕し草ぐさの意味を、片へん鱗りんなりとも理解してしまった。

　そうなれば、訊きくしかない。

「お前、ら……」

　と、少年の舌したは震ふるえた。




「お前ら……口元を見せろ」




　にんまりと、〈獣ベステイア〉の信者たちは、そろって笑ったように見えた。
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「──人を招まねいたわりに、貧ひん相そうな場所ね」

　玻は璃りは、一ひと言ことでその舞ぶ台たいを評ひようした。

　もっともこの場合、そんな言葉が許されるのは彼女だけだろう。

　広い空間であった。

　聖せい堂どうと、そう形容してもいいだろう。

　高い天てん井じようを貫つらぬく大だい理り石せきの列れつ柱ちゆうは、ずらりと平行に空間の奥おくまで並び立って、初しよ期き聖せい霊れい教きよう建けん築ちくのバシリカ形式を再現している。空気にはかぐわしい香こう油ゆの匂においが混まじり、高たか窓まどのステンドグラスの一枚ずつが遠く異い国こくの輝かがやきを湛たたえて。

　側廊アイルを形成する列れつ柱ちゆうやアーチのひとつひとつにも精せい緻ちな彫ちよう刻こくがなされており、見る者をひきずりこむような鮮あざやかさを聖せい堂どうは獲かく得とくしている。一いつ国こくの文ぶん化か財ざいといえども、これほど象しよう徴ちよう的てきな美に満ちた場はなかなかあるまい。

　なのに。

　それら全すべてが、この妖よう女じよの前にあると色いろ褪あせるのだ。

　妖女の退たい廃はい的てきな美びが──その身内より発せられる魔ま力りよくじみた威い厳げんと傲ごう慢まんが、この荘そう厳ごんな聖堂に勝まさるのである。

　す、と妖女が視し線せんをステンドグラスに移した。

　ステンドグラスの近くにかかっているのは、逆ぎやく十じゆう字じのシンボル。

　先月に起きた事じ件けんの、儀ぎ式しき場じようのオブジェと同どう様ようのものだ。まず間ま違ちがいなく、同じところでつくられたものだろう。

「で、ここであたしに、どうしてほしいわけ？」

「要よう望ぼうなど畏おそれ多い。私たちはただ、あなた様におわしてほしいだけでございます。それ以外のことはすべて、あなた様の自由になさっていただいてかまいません」

「ふうん、心がけは悪くないのね」

「ありがとうございます」

　男が言う。

　白い長ちよう衣いで口くち元もとを押さえ、身みを屈かがめている。

　ほかの信しん者じやと違ちがい、この男は長衣の首から肩帯ストラを垂たらしていた。

　どうやら、ここの〈獣ベステイア〉の信者のグループで、男は教きよう祖そ的てきな位置にあるらしかった。

　妖女は、ただつまらなげに尋たずねた。

「でも、あたしがいるだけで、どんな意味があるの？」

「あなた様がおわせば、それだけで我われらの主しゆを信じる者は増えましょう。主の御み心こころはこの都と市しへと広がり、やがては世界をも覆おおいつくしましょう。それこそが世のあるべき姿すがたでございます」

　男の目には、真しん摯しな情熱が宿やどっていた。

　純じゆん粋すいな宗しゆう教きよう者しやとしての口振りには、強い芯しんが通っている。この聖堂の絢けん爛らんさも、男のそういう意志をあらわしているようだった。

「そんな『力』が、あたしにあるっていうの？」

「あなた様にかなわぬものなどありません」

　しばし、妖女は考えるように、形のよい顎あごへ指をおいた。

　そして、こう口にしたのだ。

「そうね。あたしも、あなたたちのことを捜さがしていたのだもの」

「……おお」

　教きよう祖その声こわ音ねに歓かん喜きが極きわまる。

　求め、訴うつたえ、受け入れられたものだけが感じられる強きよう烈れつな喜よろこびだった。

　そこに、水がさされたのだ。

「……でも、それをどこで知ったの？」

「は……？」

　男の眉まゆが寄った。

　清きよめられた聖せい堂どうの床ゆかをにじり、妖よう女じよはすっと前に出る。

　息いきのかかるほどの、近しい距きよ離り。肌はだから吹ふきつける魔ま魅みにとらわれ、教祖の肌はぞっと粟あわ立だった。劣れつ情じようと恐きよう怖ふとがないまぜになったような、筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたい感情が、男の内側を食い荒らした。

　女は、淫みだらに囁ささやいた。

「あたしもね、あたしのことなんてほとんど知らない。いろいろ祭り上げる〈獣ベステイア〉はいるけれど、自分が何なのかなんて考えたこともないわ。……じゃあ、あなたは、あたしも知らないあたしのことを、誰だれに聞いたの？」

「それは……我われらの主しゆより」

「主、ね。安っぽい言こと葉ばだこと」

　妖女がせせら笑う。

　おかしくてたまらないと、汚けがれた笑い声を聖堂に響ひびき渡わたらせる。けたたましい一ひと声こえずつが、聖堂の美を踏ふみにじっていく。

　そのまま、彼女は身みを翻ひるがえしたのだ。

「──何ど処こ、へ?!」

「だって、あたしを知ってるのはあなたじゃないんでしょう。じゃあ、ここにいる意味はないわよね？　だって、あたしが捜さがしていた人じゃなかったんだもの」

　振り向きもせず、艶あでやかな背中で妖女は語る。

「ねえ。あなたも聞かされたんじゃないの？」

「聞かされ……た？」

「ええ」

　うろたえた教祖の様よう子すに、いかにも愉たのしそうに朱あかい唇くちびるを歪ゆがめ、女が言う。

「たとえば、こんな風ふうに思わなかった？」

　続けて、妖女はこう口にした。




「──いつだって、私たちは、本当に自分がやりたいことなんて分からない」




　歌う。

　さらに続けた。




「──いつだって、私たちは、自分がやってることが正しいかなんて分からない」




　笑って。

　さらに続けた。




「──だけど、神様が来てくれた」




　男は硬こう直ちよくした。

　彼の記き憶おくにも、それらの言こと葉ばが思い当たったのだ。

　戦せん慄りつさえ伴ともなう記憶。自分を突つき動かした原げん体たい験けん。いつか、誰だれかから聞いた言葉の再さい現げん。

「どう？」

　と、女が訊きいた。

「そんな風に、思った？　思わされた？　たぶらかされた？　あたしが最近出会った〈獣ベステイア〉は、みいんなそんな戯たわ言ごとを真まに受けてるんだもの。それはちょっと笑いたくなるってものでしょう？　こんな貧ひん相そうな聖せい堂どうをおったてて、惨みじめな信者を何人もつくって、一体何の意味があるっていうの？」
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　侮ぶ蔑べつの言こと葉ばを吐はき散ちらし、女は聖堂の奥おくへと歩ほを進めた。

　もはや身みじろぎもできぬ教きよう祖そなど一いつ顧こだにせず、逆ぎやく十じゆう字じのシンボルの真ま下したで、その足を止めた。

　説せつ教きよう壇だんの向こうには、もはや白い壁かべしかない。

　しかし。

　だからこそ、再ふたたび教祖は呻うめいた。

「どうし、て──」

「この子に聞いたのよ」

　妖女が顎あごをしゃくって隣となりを示す。

　そこには、誰だれもいない。

「は？」

　と、男も目を見開いたが、やはり彼の眼がん球きゆうには何も映らなかった。

　誰にも見えない。

　見えるはずがない。

「そうね。とっくにこの子は死んでる。それでもね、たまにこうして土地の霊れい気きに結びついて意思を残すモノもいる。ええ、〈獣ベステイア〉だって同じ理り屈くつで生まれてくるのだものね」

　妖女は、静しずかに言う。

「あの林であなたたちがやってたことを教えてくれたのも、この子。……じゃあ、この先も教えてもらおうかしら」

　視し線せんは、再び白い壁かべを向いた。

　バシリカ形式の多くでは、聖堂の一番奥おくで、半はん円えん状じように築きずいた後陣アプスを至し聖せい所じよとなしている。時には壁の向こうや地下に隠かくし部べ屋やをつくることもあったという。

　この場合も、そうだった。

「臭におうのよ、さっきからずっと」

　妖女が白い人さし指を口くち元もとへやった。

　その指の表面を嚙かみ切り、真しん紅くの血ちを白い壁へと滴したたらせたのだ。

　変化は、急きゆう激げきだった。

　まるで、その血に引き寄せられたように、ぞわりと影が蠢うごめいたのである。それはたちまち聖堂の壁を崩ほう壊かいさせ、隠されていた姿すがたを露あらわとした。巨きよ大だいな塊かたまりは逆十字のシンボルもステンドグラスも押し包み、妖女を睥へい睨げいするように膨ふくれ上がった。

「ああ……あなたがここの〈獣ベステイア〉」

　そして、妖女はうっとりと呟つぶやいた。




「とっても醜みにくくて……あなた、とっても美お味いしそう」
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「お前ら……口元を見せろ」

　自みずからの言こと葉ばを、イザヤは数すう秒びようで後こう悔かいすることとなった。

　彼らが、従したがったからだ。

　打ち合わせていたように、同じタイミングで、全員が口くち元もとから袖そでを下ろす。

　その全員が、べったりと口元を真しん紅くに染そめていた。

　いいや。

　それだけではない。

　異い様ような真紅の色に染まっていたその理由を、イザヤは知る。

　彼らの腕うでや指が、まるで誰だれかに嚙かみちぎられたように、骨ほねまで剝むき出しにして欠けつ損そんしていたことを。

「お前ら……」

　と、イザヤは絶ぜつ句くした。

　そのまま絶句しているべきだったのに、少年は真実を看かん破ぱしてしまった。

　茫ぼう然ぜんとしたまま、呟つぶやく。

「まさか自分で……自分を……食べたのか……？」

　彼らは答えなかった。

　ただ、おぞましく身みを震ふるわせた。

　あたかも、信しん仰こうの喜よろこびに打ち震ふるえているようであった。いかなる苦く行ぎようも、その喜びの前にはかなわぬと、そう宣言するようであった。

「学校で噂うわさになったんだってね」

　鈴すず鹿か芳よし美みが言う。

　彼女は長ちよう衣いをまくり、二にの腕うでを示す。その部分がぶっつりと嚙かみちぎられていた。奉ほう仕し活動の間、早くも冬服を着ていたのは、その欠けつ損そんを隠かくすためだったのだろうか。

「奉仕活動に出ると、悪あく夢むを見るって。一番ひどい人は自じ殺さつ未み遂すいを起こしたらしいけど──それは単たんに、天てん使し様さまのお力にあてられただけだよ」

　鈴鹿芳美が言う。

　それは、最初に生徒会で聞いた噂──悪夢の果はて、自殺未遂しようとした者の真しん実じつ。

　彼らは、自殺しようとしたのではない。

　ただ、自分の肉にくを、自分で喰くらおうとしただけ。

　ナイフで肉を切り裂さき、食しよくしようとした──その結果として腕うでを切ることになっただけ。単たんにあてられただけの彼らは、おそらくその痛いたみで正しよう気きに返り、自分が何をしようとしていたかも覚えていないだろう。

（お力……ってのは喪そう神しん現象の……ことか……）

　おぞましさに、イザヤの喉のどが鳴る。

〈獣ベステイア〉への耐たい性せいが低い一いつ般ぱん学生であれば、直ちよく視しせずとも〈獣ベステイア〉の喪神現象に影えい響きようされる。結果、症しよう状じようの軽い者は悪あく夢むとなり、症状の重い者は信者と同じような衝しよう動どうを起こしたということ。

　そのとき、異い変へんが生じた。

　何の前まえ触ぶれもなく、ごっ、と空間全体が揺れたのだ。

　激げき震しんとも思えるその揺れに、イザヤが暗い天てん井じようを見上げた。

「これ……は……？」

「あの方に会えて、天てん使し様さまが喜んでらっしゃるのね」

　同じく天井を見上げ、鈴すず鹿か芳よし美みが囁ささやいた。

「あの……方……？」

　それが妖よう女じよ──もうひとりの玻は璃りであることは、直感できた。

　鈴鹿芳美も、小さくうなずいた。

「ええ。偶ぐう然ぜんあんなところで会えるなんて、天てん命めいとしか思えないわ。私たちが見張っていたのは、あなただけだったのに」

「…………」

　イザヤは、沈ちん黙もくする。

（あいつじゃ……なかったのか……）

　そう、思った。

　自分をこうしてはめたのに、あの妖女は関係してなかったのか。

　なぜか、ほっとしてしまう。

　これほど危険な状じよう況きようにあるというのに、どうして安あん堵どなんてしてしまったのだろう。

「──もういいよね」

　と、代表して鈴鹿芳美が言う。

「あなたの肉にくを……天使様に捧ささげてあげる」

　そして、ナイフは翻ひるがえり、動けぬイザヤの身体からだへと叩たたきつけられた。
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　壁かべを食い破やぶって身みをもたげた〈獣ベステイア〉の巨きよ影えいを、妖女は見上げた。

　巨きよ影えいの身体からだには、いくつもの目が浮かび上がっていた。

　あるいは大きく、あるいは小さく、あるいは萎しなび、あるいは血ち走ばしった、おびただしい異い形ぎようの瞳ひとみ。

　その瞳で見み据すえ、巨影は言う。

「会い……たかった……」

　と。

「あなたに……ずっと……会いた……かった……」

　狂きよう信しん者しやというならば、まさしくこれがそうだった。

　声こわ音ねにこもった歓かん喜きも、瞳に宿やどった法ほう悦えつも、さきほどの教きよう祖その比ひではない。

　これもまた複数の口から犬いぬのごとく舌したを突つき出し、荒あらげた呼こ吸きゆうを抑おさえもせず、ただただ欲よく望ぼうにぎらついた幾いく十じゆうもの瞳で、玻は璃りを見据えている。

　しかし、

「黙だまりなさい」

　そう返した言こと葉ばの、熾し烈れつさよ。

　濡ぬれた目は、ただの双ふたつで〈獣ベステイア〉のそれを凌りよう駕がする。一流の猛もう獣じゆう使いのように、ごく自然に怪かい物ぶつを従したがえる。

「訊きくのはあたしよ。そして訊きたいのはひとつだけ。──あたしのことを教えたのは誰だれ？」

「……蝶ちよう」

　と、口のいくつかが声を重ねた。

　奇き妙みようにくぐもった響ひびきが、不ふ協きよう和わ音おんを起こして、壊こわれた聖せい堂どうへ流れる。

「……蝶とともに……来た人が言った……。神様が来るって……。あなたが神様を……連れてきてくれるって……。それが……あたしのやるべきことだって……」

「そう。それだけなのね」

　妖よう女じよは、小さくため息いきをついた。

「よく分かったわ」

　と、口にした。

　まるで王おう者じやの言げん明めいのごとく、こう続けたのだ。




「あなたたち、醜みにくすぎるわ。一いつ緒しよにいるなんて冗じよう談だんじゃない」




　しん、と沈ちん黙もくが落ちた。

　自分たちが女王と崇あがめた者の言葉に、誰も逆さからえぬのか。

　やがて、

「……ならば、どうなさるおつもりです？」

　これは、背はい後ごにたたずんだ教きよう祖そが問とうた。

　さきほどまでと異ことなり、敬けい服ふくの念ねんよりも別の意志が強い声こわ音ねだった。

「だったら、力ずくでもここに縛しばりつけるって気になった？　ええ、その方が好このみよ。せいぜい息いきを荒あらくしてあたしを追いかけ回しなさいな」

　妖よう女じよは笑う。

「結構です。お言こと葉ばですが、ここの装備にはそれなりの資し金きんをかけております。私の妹いもうとも、選ばれた者なりの『力』を持ち合わせている自じ負ふはありますぞ」

　すると、妖女はかすかに目を丸くした。

「──へえ。少しだけ驚おどろいた。これ、あなたの妹だったの」

「自じ慢まんの妹ですとも」

「その感かん性せいだけは大たいしたものね」

　そして。

　妖女は──もうひとりの玻は璃りは、高らかに宣せん言げんした。

「でも、あたしがどうこうする必ひつ要ようもないわ。──だって、あたしの騎き士しはもうここにいるもの」
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　ナイフが振り下ろされた瞬しゆん間かん、イザヤの手は跳はね上がった。

　イザヤの意い思しではない。

　その刹せつ那な、拘こう束そくしていた鎖くさりさえひきちぎり、少年の右手はナイフを受け止めていたのだ。

「────っ！」

　同時、イザヤは悶もん絶ぜつした。

　刺さされたのではない。

　それどころではない熱と痛いたみが、右手に襲おそいかかっていた。

　いいや、それは神しん経けいを直接火ひ箸ばしでかき混ぜるかのような、もはや痛みとも熱とも呼べぬ根こん源げん的てきな感かん覚かくであった。麻ま痺ひしていた身体からだを容よう赦しやなく激げき痛つうは貪むさぼり、脳のうも内ない臓ぞうも人格も何もかもを握にぎり潰つぶし、塗ぬり潰していくようだった。

（これ……は……）

　その正体を、イザヤは知っている。

　この痛みを与えた者を、イザヤは知っている。

　ばかりか、




『──聞こえる？』




　少年の耳に、《声》が届とどいたのだ。

『さあ、ここを潰つぶしましょう？　あたしの騎き士し』

　それが誰だれの《声》であるかなど、考えるまでもなかった。

　こうして、イザヤに思し念ねんで囁ささやきかける相あい手てなど、たったひとりしかいなかった。

「……ふざ……ける……な」

　騎士とかどうとか、冗じよう談だんにもほどがある。

　そもそも、イザヤの断罪衣イスカリオテはノウェムなしには解放できない。この場の少年は、ただの高校生以上の力を持ち合わせていなかった。

『……いいえ？』

　と、妖よう女じよの《声》は否ひを唱となえる。

『もう、あなたには分かってるはずよ？　前の戦たたかいで──ロギノスの奇き蹟せきを使った壬み生ぶ蒼そう馬まとの戦いで、あなたは断罪衣イスカリオテのなんたるかを、身みをもって知ったはずだもの』

　妖女が囁ささやく。

　イザヤの記き憶おくを、呼び覚ます。

　壬生蒼馬──この御みさ陵さぎ市しに来て以来最大の強きよう敵てきであった──〈獣ベステイア〉に喰くらわれた聖せい人じんとの戦い。

　初めて、自分で断罪衣イスカリオテと向き合えたように思えた、あのひととき。

「っ……！」

　右手の内側で、何かが蠢うごめく。

　まるで骨ほねに絡からみつく、鋼はがねの蛇へびだ。

　イザヤを捕とらえた目に見えぬ拘こう束そくが、ますますきつく、ますます執しつ拗ように絞しぼり込まれる。食いしばった歯はの隙すき間まから白い泡あわが吹きこぼれ、少年の苦く痛つうのほどを示しめした。

（て、めえ……）

　そんな苦痛などおかまいもなしに、《声》は言う。

『ねえ？　できるでしょう？　できるはずでしょう？　もうあなたはひとりでだって、この街まちで立つことができるでしょう？　あんな人形なんていらないって、あなたの身体からだは分かっているはずでしょう？』

（……や……め……ろ……っ）

　制止の意志など、妖女の《声》にも、少年の右手を蠢うごめく蛇にも届とどかない。

　そして。

　イザヤの喉のどを、咆ほう吼こうがつんざく。

「あ、ああ──あああああああ──っ！」





「我われは模も倣ほうする。我は模倣する。我は模倣する」






　発されたのは──機械音声による起き動どう福ふく音いん。

　展開する。

　金属のベッドに横たえられたまま、漆しつ黒こくの聖職衣カソツクが裏うら返がえり、純じゆん白ぱくの断罪衣イスカリオテと化かす。内側に折おりたたまれていた胸きよう甲こうがイザヤの身体からだに沿そって広がり、流りゆう麗れいな脚きやつ甲こうや翼つばさと酷こく似じした背面の帯おびも同時に形成される。

　最初から少年のためだけに作られたような、聖せいなる鎧よろい。

　ありえなかったはずの、イザヤ単独の断罪衣発動。





「限定量子干かん渉しよう場ば、固定。仮か想そう数学領りよう域いきより聖せい遺い物ぶつおよび規き定てい状じよう況きようのパラメータ注入。本ほん座ざ標ひようにおいて仮想現実・聖せいゲオルギウスの第二種奇き蹟せきを起動。──すなわち三十八万七千三百五十三回の試し行こうを開始します」




「──試行に失敗。パラメータ注入後、仮想現実の試行回数に問題発生。資し格かく者しやの仮想現実保持に不足と判断。干渉領域と干渉度をそれぞれ三十四％に定義します。──再定義、再試行成功。すなわち四万四千七百七十八回の試行を開始します」






　信者たちは、それを止めようとした。

　自分たちが信じる天使にとって、それが不ふ利り益えきをもたらすものだと、その程てい度どは判断できたのだろう。文も字じ通どおり命も惜おしまぬ覚かく悟ごで突とつ撃げきする彼らは、よほどの難なん事じですらはねのけたことだろう。

　しかし、それはあまりに遅おそすぎた。

　いかに狂きよう信しん者しやたちであろうと、止められるはずがなかった。

　なぜならば、その奇蹟は──





「我は模倣する。──聖ゲオルギウスの槍やりを！」






　光が──跳はねた。
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　階下から、その光は溢あふれた。

　轟うごめく光の柱はしらが、絢けん爛らんたる聖せい堂どうを突つき破やぶる。

　いっそ暴力的なほどの灼しやく熱ねつと光こう芒ぼうが渾こん然ぜん一いつ体たいとなり、聖堂を我わが物もの顔がおで荒あれ狂くるった。清せい冽れつにして苛か烈れつなる光の竜たつ巻まきは、空気分ぶん子しのひとつずつさえ瞬しゆん時じに沸ふつ騰とうさせ、あらゆる障しよう害がいを吞のみ込まずにはおかなかったのである。

　その光に退のけられ、〈獣ベステイア〉さえもが大きく吼ほえる。

「──ね？　凄すごいでしょう、あたしの騎き士しは」

　対して、同じく崩ほう壊かいする聖堂で、妖よう女じよは優ゆう美びにステップを踏ふんでいた。

　まるで、ワルツでも踊おどるようだった。

　騎士と呼んだその相あい手てと、優美なダンスを楽しんでいるようだった。

「──あなた──は──」

　瓦が礫れきの向こうから聞こえた教きよう祖その声に、妖女は笑えみを深める。

「あら。この程てい度どのことが気になるの？」

　くすくすと、笑い声。

「あたしが殺す。あたしが生かす。あたしが傷きずつけあたしが癒いやす。あたしから逃のがれうる者なんて一人もいない。──聖堂だろうが信者だろうが、あたしを崇あがめるつもりなら、それ以外のものなんてすべて奪うばわれて当然と思いなさいな」

　傲ごう慢まんに、妖女は言い放った。

　聖せい典てんにもある。

　すなわち、それは主しゆの言こと葉ばのひとつ。




　──『わたしは殺し、また生かす。わたしは傷つけ、また癒す。わが手を逃れうる者は、一人もない』




　その聖せい句くを、〈獣ベステイア〉と同じ傲ごう慢まんなる解かい釈しやくで再現し、妖女は高らかに笑ったのである。

「さあ、もうひとつおまけもつけましょうか？」

　愉たのしげに、妖女が手をあげる。

　新あらたな血ちは、一体どのような災わざわいを招まねくのか。この妖女の性せい質しつを思えば、それは恐るべき暴ぼう虐ぎやくと破は壊かいを伴ともなうに違ちがいない。

　糸いと切きり歯ばに再ふたたび親指を押し当てて。

　突とつ然ぜん、白い手が震ふるえた。

「っ──？」

　妖よう女じよがたたらを踏ふみ、片かた手てで顔を押さえた。

　それがこの女にも予想外であった証あかしに、続く声こわ音ねには激しい憎ぞう悪おがこもっていたのだ。

「──駄だ目め。──今、出ちゃ駄目よ──今が一番楽しいところなのに──！」

　ほかの誰だれでもなく、自分自じ身しんへと向けられた言こと葉ばだった。

　今の今まで満ちていた愉ゆ悦えつや享きよう楽らくは残らず消え失せ、白く滑なめらかなこめかみからどっと冷や汗あせを噴ふき出させていた。

　その視し線せんは、陥かん没ぼつへと向いていた。

「あれを──見たから──？」

　光の柱はしらが突つき抜けた陥没から、階下の光景が露あらわになっていたのだ。

　ここが聖せい堂どうならば、階下は祭さい祀し場じようらしかった。優ゆう美びな燭しよく台だいや逆ぎやく十じゆう字じで飾かざられた広々とした空間。そこも光の暴力によって崩ほう壊かいしており、砕くだけた天てん井じようや壁かべの瓦が礫れきに埋うまって、多くの信者たちが折おり重なって床ゆかに伏ふしていた。

　その中にひとり、純じゆん白ぱくの断罪衣イスカリオテを纏まとった少年が立っていたのだ。

　玻は璃りは、見たことがある。

　いいや、それこそが少女の原げん風ふう景けいと言っていい。

　今の玻璃の根こん源げんを成なす、最もつとも重要な記き憶おくのパーツ。




　──二年前の地じ獄ごく。

　──あの聖せい戦せんの中で、たったひとつ少女の光り輝かがやく思い出。

　──ひとりで彷徨さまよっていた地獄から、自分を助け出してくれた相あい手て。




　だからこそ。

　その相手を認にん識しきしたとき、妖女の瞳ひとみは、無む垢くな少女のそれへと戻っていたのである。

　ぽつりと、声がこぼれた。

「イザヤ……兄にい様さま……」

「っ──」

　少年も、こちらに気がついたらしかった。

　断罪衣イスカリオテに強化された身体からだは、階下の陥没から悠ゆう々ゆうと数メートル以上を飛び上がり、玻璃の隣となりに着地する。

　痛いたみをこらえるように右手を押さえていたが、すぐ顔をあげた。

「お、前──」

　歯を食いしばって、言いかけたイザヤを前に、玻璃の表情が力なく揺れた。

「私……は……」

「──玻は璃り、さん？」

　イザヤの口く調ちようが、仮か面めんをかぶる。

　今の玻璃が本ほん来らいの玻璃であることに、少年も気がついたのだ。

　そのまま、玻璃はぐらりと体たい勢せいを崩くずした。人じん格かん変へん貌ぼうに伴ともなう途と轍てつもない緊張ストレスに耐たえかねたのか、意い識しきを失ったのである。

　頽くずおれかけた身体からだを抱き寄せて、イザヤは状じよう況きようを理解しようと周しゆう囲いを見回した。

「ここ、は──」

　崩ほう壊かいした聖せい堂どうを観察しながら、少年は大きく飛び退のいた。

〈獣ベステイア〉の気け配はいだった。

　姿すがたを確認せず、ただその猛もう烈れつな敵てき意いの放ほう射しやから逃のがれた少年の足あし元もとで、すでに陥かん没ぼつしていた床ゆかが大きくひび割われたのだ。

　見えずとも、分かった。

　ひどく単たん純じゆんな、力ずくの破は壊かいだった。

　何トンもある鉄てつ槌ついを、巨きよ人じんにぶつけられているようなものだ。

　万まんが一いち自分が耐たえられても、玻璃の肉にく体たいは一いち撃げきで破壊されるだろう。

「く、そ！」

　どんどん、気配が巨きよ大だいになる。

　一体、この聖堂で何が起きているのか。

　そもそも、自分の状じよう態たいさえ怪あやしいのだ。

　無む理り矢や理りに断罪衣イスカリオテを展開させられたが、その効こう用ようがいつまで持じ続ぞくするのか、どれぐらいの『力』を振るえるのか、自分でも見けん当とうがつかない。おそらく起動させたのだろう相あい手ては、こちらが批ひ難なんするよりも早く気き絶ぜつときた。

　ならば、

（まずここを、出る──！）

　決めた。

　玻璃を抱きしめ、筋きん力りよくの限りを振り絞しぼって、少年は強く床を蹴けった。

　近くのステンドグラスを肩から突つき破やぶり、外部へ飛び出す。

　途と端たん、夕ゆう映ばえの光が目を打った。

　街まちの地平線へと落ちつつある夕陽。自分が昏こん睡すいしていた時間を思うと同時に、その光景が持つ意味をイザヤは悟さとった。

（高──い──?!）

　地面が、遠く見える。

　目もく測そくで二百メートル以上の高度。

　車も歩道橋もすべてミニチュアに変じる高さであった。跳ちよう躍やくの頂ちよう点てんに至るところで振り返れば、自分たちの飛び出したステンドグラスが、高こう層そうビルの最上階近くから鮮あざやかに輝かがやいて、地上へ降り落ちるところであった。

「ビル──？」

　自分が捕とらえられていたのが、高層ビルだったのだと、初めてイザヤは知った。

　そして、そのビルの階かい層そうに収おさまりきれぬように、ぐずぐずと肉にくの塊かたまりがはみだしたのだ。

　そう。

　桃もも色いろの、肉にく塊かいだった。

　それが本当に肉塊であると、誰だれが信じよう。

　筋きん肉にくも脂し肪ぼうも区く別べつなく、限界も際さい限げんもなく膨ふくれ上がった〈獣ベステイア〉の姿すがたなのだと、誰が看かん破ぱできよう。ビルの階層に押し潰つぶされるかのように、巨きよ大だいな肉塊はぐちゅりとはみだして、異い様ような粘ねばりつきで外がい壁へきへこぼれだす。

（これが……〈獣ベステイア〉だって……）

　一いつ瞬しゆん、イザヤも茫ぼう然ぜんと見つめた。

　これまで何体もの〈獣ベステイア〉を見てきたイザヤにしても、想像だにしない姿であった。

　薄うす桃ももに塗ぬり潰されていくビルの外壁で、何百トンという肉の塊の表面に、ぎょろりと眼がん球きゆうが生まれた。

　たちまち、それは何十、何百と数を増やした。

　すべてが、イザヤを見つめていた。

「────っ！」

〈獣ベステイア〉の──肉の表面から、今度は白い何かが盛もり上がる。

　真まっ白で堅かたく研とぎ澄すまされたそれは、骨ほねであった。

　骨の槍やり。

　さきほどの目のように数十と増え、突とつ然ぜん槍は射しや出しゆつされた。

　戦車の砲ほう弾だんにも劣おとらぬ速度と貫かん通つう力りよくを示して、イザヤへと殺さつ到とうしたのだ。

　いかな断罪衣イスカリオテといえども、空中でそれを回かい避ひする術すべがあろうはずもない。ゲオルギウスの槍といえど、そのすべてを受け止められるか。

　飛ひ翔しようが刹せつ那ななら、その判断も刹那。

（無む理り、か──）

　そう、悟さとった。

　骨こつ槍そうのすべてを受け止めるのは、自分にも不ふ可か能のう。

　ならば、せめて玻は璃りだけは守り、致ち命めい傷しようを避さけようと、空中で身みをよじったときだった。

　背はい後ごで、風が裂さけた。

　連続した銃じゆう声せいと、同じ数の銃じゆう弾だんによるものだった。

　よもや、ただの銃弾が虚こ空くうを抉えぐり、〈獣ベステイア〉の骨槍を迎げい撃げきしようとは。

「──ダビデの、魔ま弾だん？」

　隣となりのビルの屋上へと着地して、イザヤが瞬まばたきする。

　しかも、援えん軍ぐんは魔弾にとどまらなかった。





「──我われは模も倣ほうする。我は模倣する。我は模倣する」






　その起き動どう福ふく音いんが聞こえたのは、ほぼ同時であった。





「限定量子干かん渉しよう場ば、固定。仮か想そう数学領りよう域いきより聖せい遺い物ぶつおよび規き定てい状じよう況きようのパラメータ注入。本ほん座ざ標ひようにおいて仮想現実・聖せいクリストフォルスの第二種奇き蹟せきを起動。──すなわち五千八百二十三回の試し行こうを開始します」




「我は模倣する。聖クリストフォルスの剛ごう力りきを！」






　砲ほう弾だんどころか、彗すい星せいであった。

　イザヤの頭上から迸ほとばしった巨きよ大だいな巨大な手甲ガントレツトは、残った骨こつ槍そうを撃うち貫ぬいて突進し、肉にく塊かいの一部を微み塵じんと爆はぜさせた。ビルの外がい壁へきに、クレーターのごとき大おお穴あなが抉えぐり抜かれる光景は、まるでコメディ映画のようだった。

　大きくのけぞった〈獣ベステイア〉が反はん撃げきする前に、人ひと影かげは飛び退のいた。

　数十メートルも跳ちよう躍やくし、イザヤと同じビルの屋上へと舞まい戻る。

　そこまできて、やっと少年は人影の名を呼んだ。

「……カルロ！」

　機甲服パワードスーツとも紛まがう重じゆう厚こうな断罪衣イスカリオテに身みを固めていたのは、まさしくカルロ・クレメンティ枢すう機き卿きよう代だい行こうだったのだ。

「いやはや」

　金きん髪ぱつを搔かいて、青年神しん父ぷは片かた目めをつむって見せた。

　もっとも、もう片方が眼がん帯たいに覆おおわれているため、両目をつむっているのと変わりはない。

「どうにか間に合ったようですか。結構ぎりぎりのタイミングでした？」

　と、カルロ・クレメンティは淡あわく微び笑しようする。

「お前、なんでここに──」

「ラーフラさんの調査との合わせ技わざ、というところですかね。種たねが割われれば、後は結構早かったですよ。昼前、イザヤ君と玻は璃りさんが行方ゆくえ不明になったポイントも、いい手がかりになりましたしね。──あんまり勝かつ手てな行動は慎つつしんでほしいものですが」

　悪いた戯ずらっぽく鋼こう鉄てつの指を立てて、神父が続ける。

「すでに周しゆう囲い一いつ帯たいには、避ひ難なん警けい報ほうを発令しています。あのビルを覆おおう偽ぎ装そうホログラムも稼か働どう中ちゆうです。半はん径けい百メートルより外には、いつも通りの光景しか見えないはずですよ」

　そう言って、〈獣ベステイア〉へと振り返る。

〈獣ベステイア〉の肉にく塊かいは、傷きずの痛いたみにのたうつようにして、ますますビルを吞のみ込みつつあった。教きよう祖そも信しん徒とも吞み込んで、〈獣ベステイア〉は何かの箍たがが外はずれたように膨ぼう張ちようしているのだった。

「──さて、駆く除じよの時間です」

　うってかわって冷ややかに、カルロ・クレメンティが告つげた。
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　──この話は、少し後のことになる。




「ラーフラさんが突つき止めたことなんですけどね。あそこの信者さんの間では、ちょっと特とく殊しゆな品が流は行やっていたんですよ」

　カルロが言うと、

「……それって、麻ま薬やくとか、か？」

「おや古いですねイザヤ君。最近はサプリとかと同じ感覚だそうですよ」

「実体は同じだろうが」

「そうですね。そして、この都と市しではまた違ちがったカタチを取ります。……たとえば、聖せい餅へいや葡ぶ萄どう酒しゆです」

「っ──！」

　その意味に、少年も唇くちびるを嚙かんだ。

　信しん仰こう心しんの薄うすい少年にとってすら、それがどれほど冒ぼう瀆とく的てきなことが、十じゆう分ぶんに伝つたわったからだ。

「成分としてはごく普通のサプリと何も変わらない。水にだって溶とけますし、聖餅に仕込むことも簡かん単たんでしょう。まずバレるようなこともありません。九十九％はありふれた薬くすりに過すぎないわけですから。あの外がい郭かく団体はそうした薬を仕込んで、特殊な聖体儀式ミサに励はげんでいたわけです」

「まさか、その薬って……」

「ええ、あなたも見たはずですよ」

　そして、こう続けた。




「あの〈獣ベステイア〉の、身体からだの一部です」




「…………」

　沈ちん黙もくした少年へ、眼がん帯たいの神しん父ぷはさらに言う。

「つまり、あの〈獣ベステイア〉は自分の身体からだを自分の信者に食べさせていたんですよ。その理由まで語る必ひつ要ようはありますか？」

「あの信者たちの……儀ぎ式しきだろう？」

　自分で、自分の身体を喰くらっていた──あのおぞましい行こう為い。

「そうです。あれは〈獣ベステイア〉の模も倣ほうですからね。彼らが自分の身体を喰らって痛いたがらなかったのも、〈獣ベステイア〉の肉にくを喰らって身体が変へん異いを起こしていたんでしょうね」

　滔とう々とうと、眼帯の神父は語る。

「結局、あの〈獣ベステイア〉は、同じように自分で自分を喰いたかったんです。でも、それだと限界があります。自分の身体を永えい遠えんに喰らい続けるわけにはいきません。『再さい構こう築ちく』などもありますが、そうした再さい生せいで自分を喰らうことには、何かの抵てい抗こうもあったんでしょう。うん、自分の信者を喰らった〈獣ベステイア〉が、突とつ然ぜんあんな風ふうに巨きよ大だい化かしたのも当然でしょうね」

　ゆっくりと、推すい論ろんを重ねる。

　いくつもの〈獣ベステイア〉を──〈獣ベステイア〉に喰われた者を見てきた、聖せい戦せんの戦せん士しの言こと葉ば。だからこそ、ただの推論はけして否ひ定ていしきれぬ重みを備そなえていた。

　そして、こう結論づける。

「なぜなら……あの〈獣ベステイア〉は、信者に自分の身体を喰わせて、ていのいい餌えさに仕し立たて上げていたんですから」
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「我われは模も倣ほうする。──ダビデの投とう石せき器きを！」






　その福ふく音いんとともに、ビルと融ゆう合ごうした肉にく塊かいが何度も弾はじけた。

　ラーフラの魔ま弾だんだった。

　着弾とともに周しゆう囲いの空間を抉えぐり取る魔弾は、しかしこれほどのサイズになると、やはり焼け石に水としかなりえない。

　いくつもビルの屋上を跳とび回るラーフラは、〈塔ルーク〉の協力を得て、巧こう妙みように隠いん匿とくされた大だい口こう径けいの機き銃じゆうや機関砲ほうを駆く使ししているのだが、それこそミサイルでも持ってこない限り、この〈獣ベステイア〉に有ゆう効こうなダメージは与えられそうになかった。

　ゆえに、これは牽けん制せい。

　逆ぎやく襲しゆうしてくる〈獣ベステイア〉の気をひいて、骨ほねの槍やりや、酸さんの体たい液えきといった攻こう撃げきを集中させるための策さく。

「…………」

　ラーフラは、無表情に役目タスクをこなしていく。

　ここへ至いたるまでに、カルロとはいくつかの打ち合わせをしていた。

　幸さいわい、〈獣ベステイア〉の大たい罪ざいは予想がついており、応おうじた対策を練ねることも可か能のうだったからだ。無論、これほどのサイズは想定外だったが、それでも計画が破は綻たんするほどではなかった。





「我われは模も倣ほうする。──ダビデの投とう石せき器きを！」






　撃うつ。

　撃つ。

　走り、跳とび、さらに撃つ。

　あるいは通りの電でん柱ちゆうを跳はねて、あるいはビルの壁へき面めんを走り、ラーフラは魔ま弾だんを撃ち続ける。

（……この都と市しで、何を見せてくれるんです？）

　意い識しきの隅すみで、思った。

（この都市なりの戦たたかい方を、どう見せてくれるつもりです？）

　カルロ・クレメンティ枢すう機き卿きよう代だい行こう。

　あの男の打つと言った手に、少しだけラーフラは胸むねの弾はずむのを感じていたのだった。
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　離はなれた、ビルの屋上。

　イザヤとカルロは、そこから〈獣ベステイア〉を見つめていた。

「これなら、もう少しは時間が稼かせげますか。──しかしまあ、いくら〈暴ぼう食しよく〉の〈獣ベステイア〉といっても、これだけのサイズは聖せい戦せんでも滅めつ多たにお目にかからなかったですよ。階かい位いだと準じゆん四階位には到とう達たつしてますかね」

「〈暴食〉？」

「ええ、あれの大罪です。これまでの事じ件けんでも、見たでしょう？」

　カルロの言こと葉ばに、少年は思い出す。

　夏の、ふたつの事件。

　二頭の〈獣ベステイア〉。

　かたや友人を喰くらいかけ、かたや息むす子こを喰らいかけた、〈暴ぼう食しよく〉の大罪を持つ〈獣ベステイア〉。

「おそらく、両方ともあれの眷けん族ぞくだったんでしょうね。同時期に活かつ発ぱつ化かしていたのも、大おお元もとの〈獣ベステイア〉にあてられたのかもしれません」

　そう呟つぶやいてから、ちら、とカルロは少年を見やる。

「どうやらイザヤ君も、断罪衣イスカリオテは安あん定ていしてるみたいですね」

「……あ、ああ」

　一いつ瞬しゆんどきりとしたが、それ以上の質しつ問もんをカルロはしなかった。

　代わりに、〈獣ベステイア〉の方を指して、

「こういう大型の〈獣ベステイア〉との戦たたかい方は、レクチャーしましたっけ」

「一いち応おうは。……確たしか、『核かく』だっけか」

「そうです。いくら巨きよ大だいになろうとも、〈獣ベステイア〉にはその思考を司つかさどる『核』が存そん在ざいします。〈獣ベステイア〉の脳のうといってもよろしい。人を喰くらって存在する〈獣ベステイア〉にとって、そうした器き官かんの存在は必ひつ然ぜんなのでしょうね」

　カルロは、隻せき眼がんを細める。

「ゆえに、対たい策さくもこの『核』の破は壊かいを前ぜん提ていとします」

「そりゃ道どう理りだな。あんなのまともに相あい手てしてらんねえし」

「ええ。今、ラーフラさんが囮おとりになってくれています。この間に、あの肉にく塊かいを集中的に叩たたいて、『核』を露あらわにするのが基本ですね。──で、イザヤ君は待たい機きしていただけますか」

「は？　何でだよ？」

「あなたに、『核』の破壊をやっていただくからですよ」

　あっさりとカルロに言われて。

　一瞬、イザヤが息いきを詰つめた。

「なんで、俺が──っ」

「仕し方かたないでしょう。現状の御みさ陵さぎ市しが保有する資し格かく者しやで、聖せい霊れい出しゆつ力りよくと秘ひ蹟せき精せい度どを両立できているのがあなただけなんですから。私の断罪衣イスカリオテの型かたですと、秘蹟精度に難なんがある分、どうしても『再さい構こう築ちく』される危険があるんですよ。特に、あれだけ再生力がずば抜けてそうな相手とはやりたくありませんね」

「そりゃ、そうかもしれねえけど……」

　言いよどんだイザヤが、なんとか抗こう弁べんしようとして、途と中ちゆうで止まった。

「──イザヤ様！」

　その声に、心を奪うばわれたからだ。

　銀ぎん髪ぱつの人形が、優ゆう美びに屋上へと降り立ったのである。

「ああ。〈獣ベステイア〉の場所を絞しぼり込むまで、いろいろノウェムには手て伝つだってもらいましたからね。──そちらの仕し掛かけも終わりました？」

「はい」

　カルロに答えながら、ノウェムはつかつかと大おお股またで、少年のそばへ詰つめ寄よった。

　これ以上ない迫はく力りよくで、紫水晶アメジストの瞳ひとみが睨にらみつけてくる。

「ノウェ、ム──？」

　思わず声がくぐもったところへ、つけ込むように訊きかれた。

「イザヤ様──断罪衣イスカリオテを起き動どうできたんですか？」

「え？　あ、まあ……」

「…………」

「…………」

　今度は、沈ちん黙もく。

　さして長くはなかったが、あまりに重おも苦くるしいそれに少年が耐たえかねかけて──突とつ然ぜん、来た。

「イザヤ様が悪いんです！」

「うわ！」

　いきなり、大おお声ごえで叩たたきつけられたのだ。

　きゅっ、と断罪衣イスカリオテの胸むな元もとを摑つかまれる。

「イザヤ様が悪いんです！　絶対にイザヤ様が悪いんです！　いつもいつも、どうしてイザヤ様は私を伴ともなってくださらないのです！」

　少年の断罪衣イスカリオテを摑み、精せい一いつ杯ぱい背せ伸のびまでして、実に一いつ生しよう懸けん命めいにノウェムが言うのである。

「イザヤ様の剣けんで盾たてなのが私だと、何度も言ったはずです。なのにその剣をおいて、どうしていつも勝かつ手てに行動してしまうんです！　こんな風ふうに主あるじを捜さがさなきゃならないのなんて、人形としての屈くつ辱じよくで、主の怠たい慢まんと判断します。今回単たん独どくで断罪衣イスカリオテの展開ができたようですが、それだって運うん否ぷ天てん賦ぶに違ちがいないでしょう。一体どれだけしたら、学んでくださるのですか！　ああもう、どうしてもっと使ってくれないのかと抗こう議ぎするのが私です！　もう少しぐらい頼たよってくださってもいいと切せつ実じつに思うのが私です！」

「それは、その……」

　一方的にまくしたてられて、イザヤが瞬まばたきする。

　気のせいかもしれない。

　人形の顔が──人形だというのに真まっ赤かに染そまって、唇くちびるまでへの字にしていて、今にも泣き出しそうに見えたからだった。

「その……悪かった」

「……分かってくださればいいのです」

　視し線せんをそらして、拗すねるみたいに人形が口にした。

　それから、ふたりして目を丸くした。

「…………」

　くっくっく、とカルロが背せを屈かがめていたのである。

「あ、その……カルロ様」

「いえいえ、主しゆ従じゆう仲なかが良いようで何よりです。あなた方のそんな様よう子すを見るのも、久ひさしぶりでしたしね」

　もう、四ヶ月以上になるだろうか。

　はじめて、イザヤを御みさ陵さぎ市しに連れてきたとき。

　あの事じ件けんのときにも同じような状じよう況きようがあって、迫せまり来る〈獣ベステイア〉の危機さえ忘れ、カルロは思い切り笑ったのだった。もうずいぶん昔むかしのことのようにも、まだまだ最近のことのようにも、どちらにも思える出で来き事ごとであった。

　気の済すむまでそうしてから、

「さて、そろそろ……いいぐらいですかね」

〈獣ベステイア〉へと、視し線せんを戻す。

　ラーフラの時間稼かせぎは、順じゆん調ちように進んでいるようだった。実際、あの少年修しゆう道どう士しならば、ああいう巨きよ大だいで鈍どん重じゆうな〈獣ベステイア〉は、討とう伐ばつ自じ体たいは難むずかしくとも処しよするだけならどうとでもなる相あい手てである。

　カルロたちにとっても、同じだ。

　むしろ、この手の〈獣ベステイア〉が厄やつ介かいになるのは、持じ久きゆう戦せんである。

　聖せい人じんの数が限られており、それぞれの体力にも人間としての限界が存そん在ざいする以上、持久戦となってしまえばいつかは押し負まける。

　だからこそ、いくつかの細さい工くを、〈塔ルーク〉がしているところだった。

　これだけ巨大な〈獣ベステイア〉となれば、戦せん闘とうによる被ひ害がいはいつも以上に拡かく大だいする。本格的な戦闘へ発展する前にできる限りの手を打っておくのが、当然の思考でもあった。

（この調ちよう子しなら……もう少しですかね）

　心の中で、時間をはかる。

　大切なのは、〈獣ベステイア〉の能力と行動範はん囲いの見切り、そしてそれらの情じよう報ほうを元もとにした戦せん術じゆつを発動するタイミングだった。

　カルロの眼がん力りよくと経けい験けんとをもって、そのタイミングをいつと判断するか──。

「待まって……ください」

　と、声があった。

　こればかりは、三人ともが同時に振り返った。

「玻は璃りさん！」

　気き絶ぜつしたはずの少女が、起きあがっていたのだ。

　困こん憊ぱいしているのは変わらぬようで、美しい横よこ顔がおは色を失っていたが、少女本ほん来らいの意志の強さまでも無くしてはいなかった。

「やっと……起きられました」

　弱々しく微び笑しようした玻璃に、カルロが手早く尋たずねた。

「緊きん急きゆう事じ態たいなんですが、状じよう況きようは分かります？」

「あ……はい。確たしか……イザヤ兄にい様さまと一いつ緒しよに……あの信者たちにつかまえられて……」

　玻は璃りは、頭を押さえる。

　自分の記き憶おくに、自信はなかった。

　ひどく曖あい昧まいで、誰だれかに捏ねつ造ぞうされたような映像と音声の記き録ろく。自分の中の誰かが、つじつま合わせをしているかのような。

（あなたは──私に、何をしたの──？）

　意い識しきで問といかけると、返事はあった。

（何も？）

　くすくすと、ほくそ笑えみを交まじえた《声》。

（ふざけないで！）

（あら、ひどい。半はん端ぱなところで起きられて迷めい惑わくしたのは私も同じなのに。──それに、少なくとも、あの〈獣ベステイア〉に味み方かたしたわけじゃないわよ？）

　笑いながら、《声》は言う。

　それを信じるにも否ひ定ていするにも、材料は少なすぎた。自分自じ身しんが信用できないという最悪の状じよう態たいに、少女は思考を閉ざす。

「玻璃さん？」

　カルロに問とわれ、玻璃はかぶりを振った。

「あ……大だい丈じよう夫ぶです。それより……あの〈獣ベステイア〉の……『核かく』を打つのでしょう？」

〈獣ベステイア〉に対する戦せん闘とう講習は玻璃も受けている。

　もとより、〈獣ベステイア〉と戦たたかうためにこそ、この都と市しへ最大限の助じよ力りよくをしている身みであった。最さい先せん端たんの研究結果は、常つねに少女のもとへも届とどけられている。

「それだったら──私なら、誰より早く『核』の位置を特定できると思います」

「なるほど……それも一いち理りありますね」

　玻璃の感かん応のう力りよくについては、カルロも一いち目もく置いていた。

　この御みさ陵さぎ市しにおいて最さい重じゆう要よう人物といえる彼女を、わざわざ前ぜん線せんに立たせているのも、その能力を買ってのことだ。

「しかし……不安要素もありますよ。玻璃さんの感応力と、イザヤさんの奇き蹟せきの性せい質しつから言って、相そう当とう近きん距きよ離りまで接近する必ひつ要ようがあります」

「承しよう知ちの上です」

　強く、少女は言う。

　その内にこめられた意志に、カルロも小さくため息いきをつき、納なつ得とくした。

「分かりました。ただし、万まんが一の場合には玻璃さんの意思に関係なく、撤てつ退たいしてもらいます。──イザヤ君も問題ありませんか？」

「……僕は、ええ、大丈夫です」

　優ゆう等とう生せいの演えん技ぎで、イザヤがうなずく。

　それが、最後の確認だった。

　いくつかの会話の後、

「では、始めましょう」

　と、短い宣せん言げんを、カルロが行った。

　巨きよ大だいなる〈獣ベステイア〉への、宣せん戦せん布ふ告こくであった。
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　ビルの崩ほう壊かいは、ますます加速度を増していた。

　ラーフラを狙ねらう〈獣ベステイア〉の肉にく塊かいが、さらに巨きよ大だい化かしているのだ。

　肉塊を溢あふれさせた窓まどは、もはやビル全体の半分を超こえている。それだけの容積を、あの〈獣ベステイア〉が埋うめているのだった。一体、肉塊はどこまで膨ぼう張ちようしていくのだろう。

　骨ほねの槍やりとダビデの魔ま弾だんとが、複ふく雑ざつに交こう錯さくしあう虚こ空くうの戦場。

　その真ま下したの通りを、カルロとノウェムが駆かけている。

　剝はく離りしたビルの破は片へんが道路へと墜つい落らくし、いくつものクレーターをつくっていた。あちこちでテナントやマンションが、まるでおもちゃのように押し潰つぶされている。今回の事じ件けんの始末には、さぞ〈塔ルーク〉が困こまり果はてることだろう。

「どうしましたか？」

　と、ノウェムが訊きいた。

「何がです？」

「今、笑ってらっしゃいました」

「……そうですか。いえ、気にしないでください」

　言いながら、青年はかぶりを振った。

　実のところ──指し摘てきの通り、少しだけカルロは愉ゆ快かいであった。

　聖せい戦せん以来、これが初めての四人一組フオー・マンセルだったからだ。

　本ほん来らい、断罪衣イスカリオテの資し格かく者しやが〈獣ベステイア〉と戦たたかうのに、最さい善ぜんとされるフォーメーション。何度となくカルロが一いち翼よくを担になった戦せん陣じん。

　しかも、そのひとりは偽にせ者ものとはいえ、『九く瀬ぜ諫いざ也や』であった。

（……まったく、我われながら子供っぽい）

　笑えみを、嚙かみ殺す。

　こんなことで、愉ゆ快かいになってはいけない。

　そんな資し格かくは自分にはない。

　だけど。

　それでも。
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　まるで昔むかしに戻ったような錯さつ覚かくに、ほんの数すう秒びようだけカルロは微び苦く笑しようした。

「いけますか？　ノウェム」

「はい」

　肯こう定ていしたノウェムが、刃やいば状じようの籠こ手てを持ち上げた。

　その身みに輝かがやくのは、紫水晶アメジストの光を宿やどした、白はく銀ぎんの鎧よろい。

　さきほど、イザヤの認にん証しようを受けて展開した断罪衣イスカリオテであった。

　籠手と胸むねに収しゆう納のうされた聖せい霊れい機き関かんが、オルゴールにも似にた妙たえなる響ひびきとともに回転し、人形にのみ許された模も倣ほう奇き蹟せきを再さい現げんする。断罪衣イスカリオテにおいても最さい高こう位い──五ご階かい梯ていになる秘ひ蹟せき精せい度どを持つ人形の奇蹟は、その純じゆん度どを極きよく限げんまで高められていく。

　聖せい女じよの名は、アガタ。

　模倣される奇蹟は──





「私は模倣します。──聖アガタの炎ほのおを！」






　ごお、と銀色の炎が巻まいた。

　道路に膨ぼう張ちようしつつあった肉にく塊かいを、その炎が焼き払はらったのだ。

　聖女アガタの司つかさどる炎は、エトナ山の噴ふん火かに由ゆ来らいする。すなわち岩をも溶よう解かいさせる極限の炎は、たちまち肉にく塊かいの表面を灰はいとせしめ、〈獣ベステイア〉を大きく悶もだえさせた。

　通りに轟とどろく、怒ど濤とうの咆ほう哮こう。

　灰はい化かした部分を切り捨て、肉塊が震ふるえた。

　その大おお本もとから分ぶん裂れつし、〈獣ベステイア〉は巨きよ人じんの腕うでにも似にた触しよく手しゆを振るったのである。

　同時、拳こぶしを十じゆう字じに構えて、カルロもまた叫さけんだ。





「我われは模も倣ほうする。──聖クリストフォルスの剛ごう力りきを！」






　暴あばれる触手がカルロへ振り落とされるのと、その福ふく音いんと、どちらが早かったか。

　真ま下したのアスファルトは、蜘く蛛もの巣すのようにひび割われていた。

　そして……触手は止まっていた。

　優ゆうに数十トンは超こえようという巨きよ重じゆうを、青年神しん父ぷが両手で受け止めていたのだ。

　聖せい霊れい機関の模倣する、聖クリストフォルスの第二種奇き蹟せき。世界ひとつをも持ち上げるとされた聖人最大の膂りよ力りよくは、この場において、何のてらいもなく発はつ揮きされていた。たとえ踏ふみしめた大地が砕くだけようとも、その奇蹟に護まもられたカルロを傷きずつけることはかなわなかった。

　触手が、震ふるえる。

　徐じよ々じよに、持ち上げられていく。

　受け止めたばかりか、巨大な触手との純じゆん粋すいな力ちから比くらべでさえ、カルロは上うわ回まわった。

「おおおおおおおおおおおっ！」

　片かた手てで支ささえたまま、振りかぶられる鋼こう鉄てつの手甲ガントレツト。

　聖せい炎えんに焼かれる肉塊の触手を、数十メートルにもわたって、その拳こぶしの威い力りよくが微み塵じんと砕くだいた。
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　炎と拳とが、肉塊と拮きつ抗こうするのをイザヤは見た。

　凄すさまじい勢いきおいで膨ぼう張ちようし再さい生せいする肉塊を、それを上回る破は壊かい力りよくの奇蹟が、徐じよ々じよに滅ほろぼしつつあるのだ。高こう層そうビルに融ゆう合ごうした肉塊と、ただの人間サイズであるふたりの違ちがいを考えれば、それはあたかも杖つえの一振りで海を割った聖者モーゼのごとき光景であった。

　ばかりか、こうして俯ふ瞰かんすれば、それらの奇蹟は別の現げん象しようをも起こしつつあった。

　これまでほぼ無む作さく為いに領土を広げていた〈獣ベステイア〉が、ふたつの奇蹟によって押し込まれ、ビルの一いつ角かくへと追いやられつつある。

　絶ぜつ妙みように、肉塊の行動範はん囲いを制限しているのである。

　それこそが、あのふたりの狙ねらいでもあった。

（だったら……こっちは）

　イザヤは、唾つばを飲のみ込む。

　カルロに託たくされた戦せん術じゆつ。自みずからの役目タスクを果はたさんと、聖せい霊れい機き関かんの出力をあげる。断罪衣イスカリオテの内側に『力』が循じゆん環かんし、イザヤの肉体を伝でん導どうして増ぞう幅ふくされていく。

　──その、袖そでが引かれた。

　とても優やさしい、淡あわい力。

「──イザヤ兄にい様さま」

　玻は璃りであった。

「ひとつだけ、訊きいていいですか？」

「え、ええ」

　聖霊機関の出力に気を遣つかいながら、イザヤはかすかにうわずった声で振り返った。

「あの聖せい堂どうでの私は、おかしくなかったですか？」

「おかしい？」

　出で来きる限りの演えん技ぎで、何も分からないふりをする。

　うまくいったかどうか──玻璃は、こう続けた。

「イザヤ兄様は、私の体質をご存じですよね？」

「……ええ」

〈獣胎エンブリオ〉。

　そこまでは、知っていることになっている。

　口を閉ざしているのは、それ以上のこと──バビロンの大だい淫いん婦ぷや、自分の身みに起きた変へん異いについてだ。

　イザヤが黙だまっていると、玻璃は自ら切り出した。

「まだカルロさんにも言ってませんけど……最近、私の中に、別の人がいるんです」

「っ──」

「その人は、いつも、とても愉たのしそうに囁ささやきかけてきます。──今日はどうしたいの。あの人、ちょっとむかついたから殺さない？　どうせだから、こんな都と市しごと滅ほろぼしちゃいましょうよ。あなただって本当はそうしたいんでしょうって」

　玻璃の告こく白はくは、震ふるえる声で、しかしよどみなく為なされた。

「きっと……私は壊こわれかかっているんだと思います」

「…………」

　少年には、何も答えられなかった。

　迂う闊かつな否ひ定ていも、肯こう定ていもできない。

　だから、玻璃の微び笑しようは、きっとこの少女の自じ力りきによるものだ。

「お願いがあります」

　と、玻璃が口にしたのだ。

「私を……見ていてください」

「見る、ですか？」

「はい」

　少女は唇くちびるを嚙かんだまま、うなずいた。

「私がどうにもならなくなったら……兄にい様さまに……」

　言こと葉ばの先は、口にせずとも理解できた。

　理解できたからこそ両者とも動きを止めて──すぐ、玻は璃りの方が振り向いた。

「玻璃さん？」

「──見つけました。あそこ、です」

　追いやられた〈獣ベステイア〉の肉にく塊かいの、ある一点を少女は指さした。

　その場所の意味を、断罪衣イスカリオテに増ぞう幅ふくされたイザヤの感かん覚かくが理解する。特定されぬためか、常つねに肉塊の内側を動き回っているらしい『核かく』の在処ありかを、少年は少女の指示で把は握あくしたのだ。

　後は、それを逃がさぬだけ。

「分かりました。──じゃあ、今はこちらに集中します」

　感かん覚かく器き官かんの強化を絶たやさず、少年は福ふく音いんを詠えいじる。





「我われは模も倣ほうする。我は模倣する。我は模倣する」
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　強化福ふく音いん。

　感知のため以外のすべての聖せい霊れい出しゆつ力りよくを、この模も倣ほう奇き蹟せきへと回した。

　身体からだが、熱い。とりわけ右手は骨ほねが溶よう岩がんと化かしたかのように、発はつ狂きようしそうな熱を帯おびた。今にも右手が爛ただれ落ちて、断罪衣イスカリオテまでも燃やし尽つくしてしまいそうだった。

　この熱は、何なのか。

　奇蹟の原げん動どう力りよくとなる聖霊機き関かんと、自分の右手に宿やどった何かが、反発し合っているのか。

　自分は、どうなってしまっているのか。

（いいや……）

　そんなことをうだうだと考えるより、先にすべきことがあった。

　目の前の、〈獣ベステイア〉。

（こいつを……止める……）

　想おもいが、さらに聖霊機関を高速で回転させる。





「我われは模倣する。我は模倣する。我は模倣する」






　強く、強く、なお強く。

　奇蹟を練ねり上げながら──イザヤは、そのタイミングを待まった。
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　その時は、唐とう突とつに訪おとずれた。




　熾し烈れつな攻こう撃げきに耐たえかねた〈獣ベステイア〉が、カルロでもノウェムでもなく、もうひとりの聖せい人じんへと狙ねらいを戻したのだ。

　もはや肉塊そのものと化かしたビルから、無数の骨ほねの槍やりが新あらたな方向へ射しや出しゆつされる。

　白く、無む慈じ悲ひな妖よう雨うのごとく。

　降り落ちる槍の密集陣形フアランクス。

「──ラーフラさん！」

　カルロが、叫さけぶ。

　しかし。

　そこに悲ひ痛つうの色はなかった。

　すでに、ラーフラは準備を終えていたからだ。

　カルロとノウェムが〈獣ベステイア〉との戦たたかいをバトンタッチしたその隙すきに、アスファルトからジャッキアップされた最さい大だい口こう径けいの機き関かん砲ほうへと取り付き、その奇き蹟せきを始めている。





「我われは模も倣ほうする。我は模倣する。我は模倣する」






　繰くり返される強化福ふく音いん。

　ラーフラの、鈍にび色いろの断罪衣イスカリオテから伸びたケーブルが、ことごとく機き関かん砲ほうに突つき刺ささっていたのだ。まるで血けつ管かんのようにおびただしい脈みやくを走らせた砲ほう身しんは、本来の倍ばい以上にも膨ふくれあがって、ラーフラ自じ身しんの腕うでさえ取り込んで戦せん艦かんの主しゆ砲ほうのごとき凄すさまじいカタチを成なしていた。

　その砲ほう門もんが強きよう烈れつな風を巻まき起こした。

　烈れつ風ぷう。

　その風に誘さそわれ、骨ほねの槍やりが砲身に吸い込まれるや、さらなる異い変へんが起きたのだ。

　それは、ダビデの第二種奇蹟。

〈獣ベステイア〉の『力』を──罪つみを吸きゆう収しゆうし、自みずからに上うわ乗のせする神しん罰ばつの奇蹟。巨きよ人じんゴリアテの剣つるぎを奪うばい、とどめをさしたダビデの逸いつ話わの再さい演えん。

　ラーフラが、叫さけぶ。





「我は模倣する。──ダビデの奪いし剣を！」






　放たれるは実体の弾だん丸がんにあらず、夜よりも暗い漆しつ黒こくの奔ほん流りゆうだった。

　それは一いつ気きに拡かく大だいし、〈獣ベステイア〉の肉にく塊かいの三分の一を──最初に融ゆう合ごうしていたビルの外に広がっていた部分だけを吞のみ込んだのだ。

「滅ほろべ……っ！」

　ラーフラの呻うめきとともに、爆ばく縮しゆくが起こった。

　奔流は反転し、今度は肉塊を中心に雪崩なだれ落ちる。

　自らの罪に打ちひしがれるごとく、吞み込まれた肉塊は圧あつ縮しゆくされ、〈獣ベステイア〉の身体からだを大きく削けずり取ったのである。
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〈獣ベステイア〉の三分の一が、ラーフラのつくった暗黒へ吞み込まれるのを、カルロは確かく認にんした。

　あまりの巨きよ大だいさゆえに、破は壊かいしえたのはビルの外部だけだ。

　激しい咆ほう哮こうをあげながら、それでも〈獣ベステイア〉は再さい生せいしようとする。

　階かい位いの高さ、そして〈暴ぼう食しよく〉という大たい罪ざいの性せい質しつゆえか。

（ですが……）

　と、カルロは思う。

　ほんの数すう秒びようでも、動きは止まった。

　それで十じゆう分ぶん。

　断罪衣イスカリオテに仕組まれた通信回路へと叫さけぶ。

「──今です！」
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　──御みさ陵さぎ市し第一区地下。

　教団のネットワークルームへと、枢すう機き卿きよう代だい行こうの指令は通達された。

　この瞬しゆん間かんまで戦場を支し援えんしながら、待たい機きしていた〈塔ルーク〉の陣じん営えいに静しずかなどよめきと覚かく悟ごの思し念ねんが渡わたっていく。街まちを護まもるための闘とう志しと強い信しん仰こう心しんに支えられた彼らは、よどみなく自分たちの作業を開始する。

〈獣ベステイア〉を屠ほふるための、それぞれに化かせられた役目タスク。




「第七区、二十三番構こう造ぞう体たい、プランＦ７始動！」

「第七区、二十二番構造体、プランＢ４始動！」

「第七区、二十四番構造体、プランＣ３始動！」




　連続する指示とともに、コンソールの表面へ多くの指が流れるように走った。
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　轟ごう音おんが、最初であった。

　目には見えず、地下深くへ厳げん重じゆうに秘ひめられていたある仕し掛かけの音だった。

　御陵市の地じ盤ばんから始まったその異い変へんを、はたして〈獣ベステイア〉には察さつ知ちできたかどうか。

　少なくとも、気づいたときにはもう遅おそかった。

　瞬間、ビルが沈んだのだ。

　いいや。

　正確にはビルとその地下、一いつ帯たいを含ふくんだ構造体全体が突とつ然ぜん沈ちん下かしたのである。

　アスファルトがぱっくりと顎あごを開き、稲いな妻づまのごとくに走ったひびが一いつ瞬しゆんで第七区の特定地区を取り囲み、巨きよ大だいな奈な落らくへと雪な崩だれ落ちる。その内側にあった建物は、ことごとく自じ重じゆうで崩ほう壊かいして、一定以上の高さのビルは半なかばから玩おも具ちやのようにへし折おれた。

　糊のりか何かで無む理りに固定していた壊こわれた陶とう器きが、突とつ然ぜん本ほん来らいのカタチを思い出したかのようでもあった。

　これも、御みさ陵さぎ市しに築きずかれていた仕し掛かけだったのだ。

　特別指定教区の──〈獣ベステイア〉と戦たたかう都と市しとしての、罠トラツプ。

　まさしく、今、罠は獲え物ものを捕とらえた。

　御陵市史し上じようで最大の〈獣ベステイア〉を、その顎あごに拘こう束そくしたのである。

　そして、ふたりの奇き蹟せきによって、ビルの一いつ角かくへ追い立てられていた〈獣ベステイア〉は、必ひつ然ぜん融ゆう合ごうしたビルとともにその方向へ傾かたむくことになる。

　すなわち。

　この瞬しゆん間かんのため、奇き蹟せきを練ねり上げていたイザヤの方へ──と！
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（これ──か！）

　イザヤも知る。

　仕掛けの大きさに愕がく然ぜんとしながら、それよりも別の要よう素そに胸むねを焦こがした。

〈獣ベステイア〉の融合した高こう層そうビルが、一いつ気きにこちらへ傾かたむいたのだ。イザヤの立つビルは構造体の崩ほう壊かいにこそ巻まき込まれていなかったが、唯ゆい一いつ、その高層ビルの頂ちよう点てん近くが激げき突とつすることだけは免まぬがれなかった。

　巨きよ人じんの──いいや、巨きよ神しんの鉄てつ槌ついにも近い激突。

　凄すさまじい質量の雪崩なだれに、しかしイザヤは目を見開いた。

　この、一いつ瞬しゆん。

　自みずからの『核かく』も守れぬほどに、〈獣ベステイア〉が無防備な今こそが、唯ゆい一いつの好機チヤンスであった。





「我われは模も倣ほうする」






　福ふく音いんとともに、右手をあげる。

　すでに、身体からだは限げん界かいだった。

　自じ覚かくして、ここまで聖せい霊れい出しゆつ力りよくを高めたのは、イザヤにとって初めてのことだった。

　その代だい償しように脳のうは爛ただれ、神しん経けいは焼け落ち、身体中の内ない臓ぞうという内臓がすべて炎ほのおをあげているようだった。聖霊出力をあげるたびにその錯さつ覚かくは現げん実じつ味みを増して、もはや少年は自分の身体と炎の区別さえつかないほどになっていた。

（……く、そ）

　感かん覚かくが、ない。

　右手ががくがくと震ふるえ、狙ねらいが定まらない。

「イザヤ兄にい様さま」

　誰だれかが、支ささえてくれた。

　その名前を思い出すよりも、奇き蹟せきへとイザヤは集中した。

　吹き飛ばせ、とただそれだけを思う。ただそれだけの一いち念ねんに、身体からだを循じゆん環かんするあらゆる聖せい霊れい出しゆつ力りよくを注そそぎ込んだ。

　そして。

　解き放つ。

　断罪する。





「我われは模も倣ほうする。──聖せいゲオルギウスの、滅ほろびの槍やりを！」
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　烈れつ光こうと、巨きよ大だいな質量とがぶつかりあった。
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　肉にく塊かいに吞のみ込まれたただ中で、イザヤは見た。

　現実ではない。

〈獣ベステイア〉の内側に渦うず巻まく、妄もう念ねんであった。

　思考うちがわと現実そとがわとを、同じモノに造り替えてしまう〈獣ベステイア〉ならではの怪かい異い。ひとりの人間を〈獣ベステイア〉にせしめたその原げん点てんたる大たい罪ざいを、イザヤはその目で認にん識しきしたのだ。

（…………）

　確かに、見た。

　人間とは思えなかった。

　干ひ涸からびた木乃伊ミイラが、糸の切れた操あやつり人形のように壁かべにもたれている図ず面めん。

　そうとしか思えない。

　そうとしか思いたくなかった。

　しかし、それは人間であった頃ころの、この〈獣ベステイア〉の正体であった。

　この〈獣ベステイア〉は──〈獣ベステイア〉となってしまったモノは、あらゆる食物を拒こばんだあげく、もはや生命活動を続けるのが難むずかしくなるラインまで、延えん々えんと自分を削けずり続けていた。

　理由は簡かん単たんだった。

　穢けがれていると、そう思ったからだ。

　すべての食物は、穢れているとしか思えなかった。

　聖せい典てんに禁きんじられたいくつかの食物はもちろん、少女にとっては現げん世せのすべてが穢けがれた存そん在ざいにしか思えなかった。それを身体からだに取り入れることなど、どうやっても肯がえんじられなかった。

　だからこそ瘦やせ細り、瘦せ細り、瘦せ細っていった。

　誰だれとの食事も断ことわり、点てん滴てきさえ拒きよ絶ぜつして、少女は死ぬ寸すん前ぜんであった。




「──そこに、あるじゃないか」




　そう言ったのは、誰だろう。

　ちらりと見えた、季き節せつ外はずれの蝶ちようは幻まぼろしだったろうか。




「──キミの食物は、目の前にあるだろう」




　あるいは、生と死の狭はざ間まの──極きよく限げん状じよう態たいゆえの錯さつ覚かくだったかもしれない。

　病びよう床しようで、たったひとつ少女は見いだしたのだ。

「──私の、肉だ！」

　その、発想。

　骨ほねと皮かわばかりになった自分の腕うでへと、少女は喜き悦えつ混まじりに齧かじりついたのだ。

　真しん紅くに染そまった口で、躊ちゆう躇ちよなく嚙かみ裂さいたぐちゃぐちゃの皮を舌したに絡からませて、至し上じようの歓かん喜きとともに少女は叫さけんだ。

「私の身体は神かみ様さまに祝しゆく福ふくされているのだもの！　だから私の身体だけは食べても大だい丈じよう夫ぶなはずだもの！」

　喰くらう。

　喰らう。

　喰らう。

　喰らう喰らう喰らう喰らう喰らう喰らう喰らう──。




　──『これは私の血ち、私の肉である』




　清きよめられた葡ぶ萄どう酒しゆや聖せい餅へいも、すなわち救きゆう世せい主しゆの血ち肉にくであり、神の血肉である。清められた血肉を喰らうことで、自みずからの聖せい性せいを高めるための儀ぎ式しきである。

　少女のやり口はその伝でん承しように倣ならったものではあった。

　だが、こんな歪ゆがんだ解かい釈しやくがあろうか。

　自らを喰らい──自らを喰らった信者を、また喰らうなど──。

（これ……が……）

　イザヤの意い識しきが、切れ切れとなる。

　そのまま、少年の意識は〈獣ベステイア〉の夢うちがわから浮上して──
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「やっと……見つけた……」

　イザヤの意識を揺り起こしたのは、皮ひ肉にくにもその声だった。

　身体からだ中じゆうが軋きしみをあげており、すでに痛いたみという感かん覚かくさえ消しよう滅めつしていた。

　瞼まぶたを、開く。

　屋上は、すでに崩ほう壊かいしていた。

〈獣ベステイア〉のほとんどの質量はゲオルギウスの槍やりによって粉ふん砕さい・消滅されていたが、それでも瓦が礫れきに埋うもれたビルの屋上で、ある人ひと影かげをイザヤは見たのだ。

　いいや、それは到とう底てい人影とは言えなかった。

（足たりな──かった──？）

　切きれ切ぎれに、思う。

　聖せいゲオルギウスの滅ほろびの槍ですら、あの〈獣ベステイア〉を滅ぼすには至いたらなかった。

　それとも、断罪衣イスカリオテの本ほん来らいの能力を引き出せない、イザヤの未み熟じゆくによるものか。

　とにかく、そのバケモノは動いていた。

　粘ねん液えきを滴したたらせる、ヒトガタの肉にく塊かいとなって、にちゃにちゃとコンクリートの上を歩んでいた。

　イザヤを、見つめている。

　その瞳ひとみに宿やどっているものは──おぞましいことに、やはり食しよく欲よくであった。

「……すっごク……おナカが……スイた……」

　くぐもった声が、言う。

「あナタなら……食ベて……いいヨネ？　とっテモえらい……聖せい人じん様さまなンダものネ……？」

　肉塊が、蠢うごめく。

　眼がん球きゆうも髪かみもとろけたヒトガタには、もはや大たいした能力も残っていまい。

　それでも、動けぬイザヤひとりを殺す程てい度どなら、実にたやすいことだろう。

　奇き蹟せきを紡つむぐにも、肝かん心じんの右手が瓦が礫れきの一部を浴あびたらしく、関かん節せつから逆ぎやく方ほう向こうへと曲まがってしまっていた。

（こんな……ところで……）

　歯はを食いしばる力さえなかった。

　どうやら腕うでらしい肉塊の枝えだから……どろりとした粘ねん液えきが少年の髪へと落ちて……

「少し、見み逃のがせないことを口にしたわね」

　そんな声が、聞こえた。

　誰だれの声かなど、問とうまでもなかった。

　人の内面は、声こわ音ねだけで八はち割わり判別できるという。だとしたら、この声の主ぬしは誰だれよりも邪じや悪あくで、誰よりも淫みだらで、それゆえに美うつくしいに違ちがいなかった。

　肉にく塊かいのすぐそばで、玻は璃りは──妖よう女じよは無む惨ざんに笑っていた。

「やっぱり、醜みにくいこと」

　ゆっくりと、刻きざみ込むように妖女は言う。

「あ……ナタは……」

「あなたのおなかがすいているのは、あなたのせいなのに」

「ダッて……世界ニ……食べテいいモノなんて……ナい……だカラ……神かみ様さまの血ちと……肉にくヲ分けテもらうのハ普通のコトだっテ……」

「それで、食べたのね？　今のビルの信者を、全部食べたんでしょう？　あのお兄にいちゃんも食べちゃった？　さぞ美お味いしかったのでしょうね。ねえ、ホントはずっとそうしたかったんじゃないの？　信者からちょびちょびお肉を分けてもらうより、今みたいにがつっと全ぜん身しん食べてしまいたいって、ずうっとずうっと思っていたんじゃないの？　お兄ちゃんに自分の肉を食べてもらいながら、早くあの頭ず蓋がい骨こつを喰くらってしまいたいって願ねがっていたんでしょう？」

　肉塊が、たたらを踏ふんだ。

　そのように、イザヤには見えた。

　妖女の言こと葉ばに、奇き蹟せきよりも遙はるかに致ち命めい的てきな何かを抉えぐられてしまったようだった。

「ち、違ウ……違う。だっテ……おなカが……」

「違うわ」

　と、妖女は言った。

「〈暴ぼう食しよく〉の大たい罪ざいは、別に食欲の暴走をあらわすものじゃない。食物の循じゆん環かんする環かん境きよう自じ体たいを、主とやらの形作ったこの世界の──生命いのちの連れん鎖さが正しくないことを示しめす大罪よ」

　大罪の、その意味。

　おぞましいほど優やさしく、子供に言い聞かせるように妖女は続ける。

「だから……あなたはおなかが減へったから、〈獣ベステイア〉に憑つかれたんじゃないの」

　真しん紅くの唇くちびるが、三み日か月づきに裂さける。

「あなたはね。最初から自分やニンゲンを喰いたくなるようなバケモノだったから、〈獣ベステイア〉に憑かれたの」

　否ひ定ていした。

　この肉塊が、かろうじて自分の責せき任にんをなすりつけていた──その欲よつ求きゆうを、真まっ向こうから妖女は否定した。

　ならば、もはや肉塊に選せん択たく肢しなどあろうはずもなかった。

「あ……ああああアアアアアっ！」

　走る。

　血ちのごとき夕暮れの中を、妖よう女じよに向かって走る。

　たとえ、自分が求めていた女王であろうと、ここまで否ひ定ていされれば潰つぶすしかない。喰くらうしかない。喰らって、同どう化かして、自分とひとつにしてしまうしかない。子供じみた思考は、〈獣ベステイア〉である少女にとって逃のがれられぬ業ごうでもあった。

　そんな肉にく塊かいに、妖女は呟つぶやく。

「今、見み過すごせないと言ったのは、あなたがあたしのモノを喰らおうとしたこと」

　うっとりと、濡ぬれた瞳ひとみ。

「あたしはね。あたし以外のモノが、その子を傷きずつけることを許さないわ。ええ、髪かみの一ひと筋すじ、血ちの一いつ滴てきであろうと許さない。傷をひとつでもつけようものなら、その傷ひとつごとに心しん臓ぞうを止めてあげましょう」

　ほんの少し、妖女の唇くちびるが尖とがった。

　そして、こう囁ささやいたのだ。




「──いただきます」




　風が、吹ふいた。

　その風に吹かれて、何かが肉塊から抜け出たようにイザヤには思えた。

　血よりも、肉よりも、ずっと根こん源げん的てきなもの。

　それが、妖女の唇に吸い込まれた。

　途と端たん、走っていた肉塊が、足らしき突とつ起きをもつれさせた。

　ぐちゃぐちゃと聞くに耐たえない音をたてて、〈獣ベステイア〉が倒たおれ伏ふし──ばかりか、模も倣ほう奇き蹟せきで致ち命めい傷しようを受けたときのように、そのまま消しよう滅めつしていったのだ。

「ごちそうさま。醜みにくいわりに美お味いしかったわね」

　ふわりと笑って、妖女はしなやかな手で口くち元もとを拭ふいた。

　それから、イザヤの方へと歩み寄った。

　途と中ちゆうで、足が止まった。

　びくりと妖女の身体からだが何度か痙けい攣れんし、がくりと首をのめらせた。

　気け配はいが、変わる。

　その表情は、夕ゆう映ばえの逆ぎやつ光こうとなって判別できなかった。

（……どちら、だ？）

　イザヤにも分からなかった。

　今の玻は璃りは、どちらの玻璃だ？

　バビロンの大だい淫いん婦ぷと呼ばれる妖女か、それともイザヤを兄にい様さまと慕したう本ほん来らいの玻璃か、あるいはそのどちらでもないのか。

「やった……」

　茫ぼう然ぜんと、うつむいたままの影かげが呟つぶやいた。

「やっちゃっ……た……」

　玻は璃りであった。

　本来の、朱と鷺き頭とう玻璃。

「今のが……もうひとりの私です」

　少女がしゃがみこみ、横たわったイザヤの胸むねに手をおいた。

　ぽつぽつと涙なみだが落ちて、その手の甲こうに伝つたわった。

「…………」

　イザヤは何も言わない。

　ただ、かろうじて動く左手を、少女の背中へと回した。

「大だい丈じよう夫ぶです」

　と、声をかけた。

「大丈夫です。玻璃さんは、ちゃんとここにいます」

「…………」

　少女も、少しの間黙だまり込んだ。

　やっとのことで、嗄しやがれた声で言った。

「兄にい様さまは……私が、怖いですか？」

「怖いはずが……ありません」

　懸けん命めいにかぶりを振ったのは、本気だった。

「お願い……」

　少女の手は、震ふるえていた。

「もう少しだけ……このままでいて……お願い……」

　年とし相そう応おうの少女のような言こと葉ばに淡あわく微び笑しようして、少年は右手を動かしながらうなずいた。





[image: †]






　そうだ。

　イザヤは、気がついていた。

　さっきまで、ありえぬ方向に曲がっていた自分の右手のことだ。

　明らかに骨こつ折せつして、内部の肉にくを露ろ出しゆつさせていた右手の傷きずが──すでに塞がりかけていた。

　玻璃に見えぬよう、死し角かくへ移した今も、傷はゆっくりと癒いえていく。

　じれったくなるぐらいゆっくりとした……しかし、けして人間にはありえない再さい生せい速度。

　断罪衣イスカリオテによるものではない。

　ならば、こんなものを、イザヤはひとつしか知らない。

　すなわち──『再さい構こう築ちく』。

　奇き蹟せき以外のあらゆる傷きずを塞ふさいでしまう、〈獣ベステイア〉の基本能力。

（……これが……あいつの言ってたことか？）

　イザヤは、思い出す。

　あの男の、言こと葉ば。




　──「いずれ、お前は〈獣ベステイア〉になるぞ」




『九く瀬ぜ諫いざ也や』と並ならび称しようされた、もうひとりの英えい雄ゆう。

　英雄でありながら、〈獣ベステイア〉に喰くわれた者。

　壬み生ぶ蒼そう馬ま。

　所しよ詮せんは偽にせ者ものでしかない自分が、単たん独どくで断罪衣イスカリオテを発動できるようになった──これが代だい償しようなのだろうか。

　今は、右手だけらしく、身体からだの他の部分の痛いたみは消える様よう子すがない。

　だが……いつまで、右手だけですむのか？

　いずれ、自分の身体は、すべてがこのような〈獣ベステイア〉と同じ別の何かにすりかわってしまうのではないか？

「…………」

　ほとんど悪お寒かんにも等ひとしい不安に耐たえながら、イザヤは強く奥おく歯ばを嚙かみしめた。

　やがて夕陽が地平線へと落ち、ノウェムとカルロが駆かけつけるまで、少年と少女はそれぞれの秘ひ密みつを抱えたまま──それぞれの仮か面めんをつけたままで、そっと手を繫つないでいた。
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　過すぎゆく風は、もう肌はだ寒いくらいだった。

　入院していた間に、気き候こうが変わったらしい。

　柔やわらかだった風は早くも固くなり、時とき折おり、この季き節せつだけの色を含ふくませる。

　御みさ陵さぎ学院への通学路にも赤や黄色の落ち葉が増え始め、秋あき色いろに染そまった通りは、冬ふゆ服ふくになった学生たちの目を和なごませるのだった。

「……紅こう葉よう、か」

　イザヤも、そのひとりだった。

　少年が退院するのに、三日かかった。

〈獣ベステイア〉との戦たたかいでの負ふ傷しようは毎回だが、今回は比ひ較かく的てき早い退院だったと言えるだろう。

　第七区の高こう層そうビル崩ほう壊かいについては、宗しゆう教きようテロや手抜き工事など、複数のカバー偽装情報工作ストーリーが使われたようだった。さすがにこれだけの被ひ害がいとなると、避ひ難なん警けい報ほうなど特別指定教区の特とく殊しゆ性せいに慣なれた市し民みんも騒そう然ぜんとしており、街まちの浮ついた雰ふん囲い気きが収まるにはもう少し時間がかかりそうだった。

　御みさ陵さぎ市しに来て初めての紅こう葉ようを見つめ、イザヤは何人かの学生と挨あい拶さつをかわしつつ、正門から学院へと入った。

　まっすぐに教会に向かって、そこから裏うらへ回った。

　しばらく歩くと、目的のものが見えた。

　そこには、ミカエルと呼ばれる子こ犬いぬと、銀ぎん髪ぱつのシスターとがたたずんでいて、すでに花が供そなえられていたのだ。

　教会の離はなれにつくられた、小さな石せき碑ひだった。

　それが墓ぼ標ひようであるというのは、よほど近づかないと分からないだろう。

「イザヤ様」

「ええ」

　振り向いたシスターに、イザヤは手をあげた。

　優ゆう等とう生せいの仮か面めんと口く調ちようを使ったのは、視し界かいの隅はしに、同じタイミングでやってきたもうひとりの人ひと影かげが映ったからだ。

「それが……鏑かぶら木ぎ遙はるかさんの墓標ですの？」

　イザヤと同じくしてやってきたのは、玻は璃りであった。

「はい」

　と、ノウェムがうなずく。

　それから、イザヤが訊きいた。

「玻璃さんは、生徒会の用事を終えたんですか？」

「ええ。生徒会と先生方に、今回の件けんの説明を終えてきました。〈塔ルーク〉のつくったカバーストーリー通り、性た質ちの悪い新しん興こう宗教の悪あく影えい響きよう……ということになりましたけど。幸さいわい、自じ殺さつ未み遂すいを起こした方も、尾おを引くほどの喪そう神しん現象ではなかったので、この件はそのまま解決ということになりそうです」

　そこまで言ってから、玻璃は墓石へと視し線せんを戻した。

「私にも、祈いのらせてくださいます？」

「どうぞ」

　ノウェムがすっと脇わきへ退しりぞく。

　子こ犬いぬのミカエルも、それに合わせて横に跳はねた。ノウェムの動きとシンクロしていて、なんだか微ほほ笑えましい光景であった。

　玻は璃りの聞いた限りだと、鏑かぶら木ぎ遙はるかは身み寄よりがないということで、ここに葬ほうむられたそうだった。

　ミカエルを、ノウェムに懐なつかせたという少女。

　玻璃は出会ったことがなかったが、どんな人だったのだろう。

　十じゆう字じを切りながら、玻璃は思う。

（ひょっとして……あれは、この人だった？）

　自分を、あのビルへと導みちびいた人。

　自分の中の誰だれかが見ていた、ほかの誰にも見えなかった人ひと影かげ。

　あれは、死せる鏑木遙が残した、最後のメッセージだったのではないだろうか。

　もっとも、

（さあ、どうでしょうね）

　と、内側の《声》ははぐらかしただけだった。
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　祈いのる玻璃の姿すがたを見ながら、ノウェムは事じ件けんのことを思い出していた。

（あれは……何だったんでしょうか）

　ノウェムは、思う。

　あのとき、人形は見たのだ。

　正確には、ノウェムが同どう期きしているカメラが捉とらえたのだ。

　あの〈獣ベステイア〉が、聖せいゲオルギウスの槍やりに屠ほふられた直後のこと。

　渦うず巻まく粉ふん塵じんの中で、『核かく』と思おぼしい肉にく塊かいのヒトガタと、その前で微び笑しようしていた玻璃の姿をノウェムのカメラは知ち覚かくしていたのだ。

　あの瞬しゆん間かん、玻璃はまったく違ちがう人物のように思えた。

　印いん象しようだけのことではある。

　実際、ノウェムが辿たどり着いたときには、イザヤも玻璃も元もとに戻っていた。

　だから、そのことは問とわなかった。

　だけど。

「…………」

　ノウェムは、そっと聖職衣カソツクの胸むねに手をあてた。

　心しん臓ぞうが、ずっと高鳴りをやめなかったのだ。

　組み込まれている制御用回路スタビライザーや薬やく品ひんの注入でそれを止めることもできたが、ノウェムはそうする気になれなかった。

（……おかしくなってしまったのが……私でしょうか）

　胸に手をあてて、しばらくノウェムは動かなかった。

　その気持ちを不安と呼ぶことを──人形の電でん子しチップは教えてくれなかった。

「なんだ？」

「え？」

「妙みような顔してるぞ、腹はらでも痛いたいのか」

　玻は璃りに聞こえぬよう小こ声ごえで──代わりに本ほん来らいの表情で眉まゆをひそめたイザヤの手を──ノウェムは黙だまってきゅっと握にぎった。

　驚おどろいたかもしれない。

　嫌いやだったらどうしようと、凄すごく心しん配ぱいになったけれど、少年は握り返してくれた。

　ひどく優やさしい、こちらを労いたわるような握り方だった。

　そのことが、ノウェムには嬉うれしかった。

「やっぱ変だぞ。どうかしたか？」

「……何でも、ありません」

　だから、ほんの少しでもイザヤの体温を感じていたくて、ノウェムはその腕をとても大事そうに抱きしめたのだ。




　──イザヤ様に、どこにも行かないで欲ほしいと思うのが私です。




　そんな言こと葉ばは、とても口にできなかったけれど。
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「──これが、現状の調査結果ですか」

　眼がん帯たいの神しん父ぷは、小さく息いきをついた。

　真まっ赤かな内ない装そうに髑髏どくろの海賊旗ジヨリーロジヤーを掲かかげた、例の執しつ務む室しつだ。

　そのため息いきに混じった、この眼帯神父には珍めずらしい心しん底そこから困こまったような響ひびきを、目の前のラーフラも聞きとがめた。

「どうかしましたか？　レポートに問題でも？」

「……いえ、調査レポート自体にはまったく不満がないのですけどね」

　とんとん、とカルロがこめかみを叩たたく。

　手にしていたのは、〈獣ベステイア〉の信者についての調査レポートだった。ラーフラが独どく自じに進めていた調査結果と、〈塔ルーク〉のそれとを突つき合わせて作られた資料を、カルロが確かく認にんしていたのだった。

　この場合の、問題は──

「どうも、これまで見み過すごしていたというには、大だい規き模ぼな感じでして」

　カルロが、ぼやく。

　仮かりにも、御みさ陵さぎ市しは〈獣ベステイア〉と戦たたかうための管かん理り都と市しである。

　そのことを市し民みんに気づかれぬようにしているため、監かん視し態たい勢せいにほころびがあるのは確かだが、こうも後ご手てに回るとは考えがたかった。〈獣ベステイア〉の信者たちの隠いん匿とくが見事だったにせよ、まったく手がかりが摑つかめてなかったのは不自然だ。

　とすれば、別に要よう因いんがあると、そう考えるべきだろう。

　内部の情じよう報ほう流りゆう出しゆつ。こちらの知れない闇やみルートの形成。いくつか可か能のう性せいはあったが、どれも御陵市の運うん営えいには致ち命めい的てきな要素である。

（それに……）

　と、これは心の中でカルロが付つけ加くわえる。

　これまで隠匿できていた信者の組そ織しきが、最近になって突とつ然ぜんボロを出した理由も、まだ判明していなかった。

　鏑かぶら木ぎ遙はるかの事じ件けんもそうだし、それ以前の変へん死し事件も同じだ。

　菱ひし谷たにアキラの件は、向こうにとってもハプニングだったのだろうが、そうだとしてもこれまでの慎しん重ちよう極きわまりないやり方とは違ちがいすぎていた。イザヤを罠わなにかけて、力ずくで拉ら致ちした件など言うまでもなかろう。

　まるで、何かもっと大だい事じなことを急いでいたような──形なり振ふりをかまってられなかったような裏の意い図とが、カルロの目には垣かい間ま見みえたのだ。

「いや失礼しました。ラーフラさんからは、何か追つい加かすることあります？」

「……いえ、申もうし訳わけありませんが、こちらは特に」

　かぶりを振りながら、ラーフラは別のことも考えていた。

　訊ききたいことはあったが、そうできないことだった。

　異い端たん審しん問もん官かん。

　少年修しゆう道どう士しの、もうひとつの聖せい務むに関わること。

　ラーフラは、この都市の秘密がイザヤにあると考えていた。

　あるいは、今のイザヤは過か去この『九く瀬ぜ諫いざ也や』とは別人かもしれないと、そういう推すい測そくも立てていた。

（実じつ際さい……あまりにも特とく例れい過すぎます）

　ノウェムと協力しての断罪衣イスカリオテ発はつ動どう。

　そして、急に単たん独どくでの断罪衣イスカリオテ発動に成功したこと。

　イザヤが英えい雄ゆう『九瀬諫也』であるという前ぜん提ていにしても、それらの特例の説明にはならない。

　しかし今回、別の要よう因いんが絡からんでいたのだ。

（……朱と鷺き頭とう玻は璃り）

　ノウェムと同じ光景を、ラーフラも見ていたのだ。

　ラーフラの場合、都と市しのカメラではなく、何かイザヤに関する手がかりがつかめるかもと、ばらまいておいた自動制せい御ぎよのパペット操り人形によるものだった。

　あの、玻は璃りに似にて、玻璃と異ことなる妖よう女じよの姿すがた。

　ならば、何らかの秘ひ密みつが、玻璃に隠かくされている可か能のう性せいは高い。

　その秘密が、この都市やイザヤの特別性と関連している可能性も。

　ひょっとすると、自分は審しん問もんを行うためのジョーカーを引いたのかもしれないと、そういう感かん触しよくさえあった。

（…………）

　……ただ。

　少しだけ、別のことも思った。

　それを、自分が解とき明かしてしまってもいいのだろうか、と。

　あの気け高だかく──しかし傷きずつきやすい少女の隠す秘密など、自分が暴ばく露ろしてしまってもいいのだろうか。




　──「私からも、ラーフラさんのことを訊きいていいですか」

　──「生まれた国のこととか、どうして断罪衣イスカリオテの資し格かく者しやになったのかとか」




　以前、玻璃に訊かれていたこと。

　結局答えられなかったこと。

（……何を、私は）

　ラーフラは、否ひ定ていする。

　異い端たん審しん問もん官かんとして抱いてはならないタイプの悩なやみだった。

　事の正せい否ひを問とわず、異端を異端としてのみ裁さばくのが、審問官としての聖せい務むだ。そこに個人の感情や思想が介かい入にゆうする余よ地ちはない。

「……ラーフラさん、どうかしました？」

　カルロが訊いた。

　今度はにこやかな笑えみを浮かべながら、カルロの瞳ひとみは笑っていなかった。こちらの奥おくの奥までを、見み透すかしてしまうような瞳だった。

「いえ、何も」

　あくまで無表情に、ラーフラはかぶりを振る。

「では、これで」

　と、踵きびすを返した。

　退たい出しゆつする際さいの靴くつ音おとは、妙みようにくぐもって、空くう虚きよに聞こえた。

　互たがいに断罪衣イスカリオテを纏まとう聖せい人じんたちの、心中に響ひびく虚うつろの音のようでもあった。
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　──そこは、ひどく暗い場所だった。




　湿しめっぽく、冷たい風の吹き込む、天てん然ねんの洞どう窟くつらしき土地。

　かつて迫はく害がいされていた聖せい霊れい教きようの信徒が、会合や儀ぎ式しきのために集まったという地下納骨堂カタコンベもまた、このような場所であったろうか。

　そんな考えを励れい起きさせる暗さであり、寒さであった。

　あちこちに、蠟ろう燭そくが灯ともっている。

　その弱々しい光の下に、多くの影かげの列が並ならんでいた。

　人の、影の列。

　皆みな、一いち様ように長ちよう衣いを纏まとい、頭からフードをかぶっていて素す顔がおは見えない。

　ただ、ひとりだけそうした長衣を着ていない者がいた。

　若い。

　十代も前半かと見える、少年だ。

　現げん実じつ離ばなれして整ととのった容よう貌ぼうは、しかし光と影の加か減げんによって、時に老人めいた表情をも演出した。実じつ際さい、七十歳さいを超こえているのだと真ま面じ目めな顔で言われれば、なぜか一いつ瞬しゆん信じてしまいそうな不ふ思し議ぎな雰ふん囲い気きも、少年はその身み内うちに抱えていた。

「…………」

　その少年の前に、巨きよ大だいな異い形ぎようが鎮ちん座ざしている。

　異形。

　大きな、赤黒い肉にく塊かい。

　常じよう人じんには理解できぬだろうが、それは内ない臓ぞうだった。

　直ちよつ径けい数メートルもあろうかという、今もぼこぼこと収しゆう縮しゆくしている巨大な臓ぞう物もつだったのだ。

「…………」

　静かに、少年はその臓物を見つめていた。

　背はい後ごにたたずんだ影の列も、誰だれ一人しわぶきひとつしなかった。

　変化は、突とつ然ぜんだった。

　その臓物の表面が、不自然に膨ふくらんだのだ。

　ぼこりと大きく湾わん曲きよくした臓物は、表ひよう皮ひの限界まで広がり、拡かく張ちようさせられてから、ついにぐちゅうと音をたてて、破やぶれた。

　異い様ようなまでのおびただしい血ちが床ゆかへとこぼされ、その部分から何かが突つき出ていた。




　──人間の、手であった。




　鈎かぎ爪づめのような鋭するどさを帯おびてはいたが、それは人間の手に違ちがいなかった。

　分ぶ厚あつい内ない臓ぞうの壁かべをまるで濡ぬれた紙のように切り裂さき、頭から羊よう水すいのごとくに血ちをかぶって、その男は姿すがたを現した。

　引き裂いた手で、顔をなでる。

　まだ現実を知覚できないのか、しばらくの間はそのまま動かなかった。




　──目を、開いた。




「なんだよこれは……」

　嗄しやがれた声を、男はあげた。

　血まみれの男は、ひどく機き嫌げんの悪そうな表情でかぶりを振った。

　その相あい手てへ、少年が口を開いたのだ。

「分かりませんか？　以前に約やく束そくした通りですが……」

　いつのまにか、少年は一いつ匹ぴきの蝶ちようをその指に止めていた。

　ほのかに紫むらさきに発光する、現実にはありえない蝶。

　その蝶と心を通じ合わせて遊ぶかのように指を操あやつって、少年は微び苦く笑しようした。

「ひどく骨ほねが折おれましたよ。予定よりもよほどひどかったですからね。聖せいゲオルギウスの槍やりなんか受けて消しよう滅めつ寸すん前ぜんになってしまうなんて、僕は考えてませんでした」

「……ああ、俺は負けたのか」

　男が、ぼんやりと呟つぶやき、

「ええ、死にました」

　と、あっさり少年がうなずいた。

「せっかく予備の肉体を用意していたというのに、星幽アストラル体ごと分解する寸前だったんですよ？　それをとどめて再さい統とう合ごうするのに、どれだけの手間がかかったと思います？　せっかくの持ち札ふだだった〈暴ぼう食しよく〉を切って、慌あわてて街まちの霊れい気きを集めるはめになったんですからね。あげく途と中ちゆうで〈獣ベステイア〉が見つかるわ滅ほろぼされるわで、あなたを『再さい構こう築ちく』しかけてた内臓を運ぶだけのことに、どんだけ苦労したか」

「知ったことじゃないな」

　ぷんすかと怒おこる少年に、冷たく男が言う。

　しかし、今の告こく白はくの内容は恐るべきものだった。

　御みさ陵さぎ市しを揺るがした一連の〈獣ベステイア〉の事じ件けんが、ただこの男を目覚めさせるためのものであったと──そういう風に、少年は言っているのだった。

　憤ふん慨がいしたように鼻を鳴らして、

「これはひどい。……でも、ある意味で聖せい典てんの通りかもしれませんね」

　と、囁ささやいた。

「何の話だよ」

「神かみの子は、三日で死から復ふつ活かつされた」

　歌うように、少年は言う。

「そして、我われらの救きゆう世せい主しゆもまた三ヶ月で復活されました。時間の差は神の恩おん寵ちよう遠ざかりし時じ代だいによるものと、勘かん弁べんしていただきたい」

　芝しば居いがかって、丁てい重ちように一いち礼れいする。

「…………」

　男は何も言わなかった。

　代わりに、別のものを要求した。

「俺の、刀かたなは？」

「こちらに、用意しています」

　少年が合図すると、フードをかぶった影かげのひとりがそれを運んできた。

　ひどく長ちよう大だいな刀であった。

　日に本ほん刀とうというには、明あきらかに桁けた違ちがいの大きさだった。

　優ゆうに百八十センチには達しようという全長で──ゆるく反そった鮫さめ鞘ざやとともに、漆しつ黒こくの聖職衣カソツクも添そえられていた。

　しかし、この禍まが々まがしさはどうだろう。

　桁違いの大おお太だ刀ちにしろ聖職衣カソツクにしろ、不ぶ気き味みな地下空くう洞どうにおいてすら一いつ層そう強きよう烈れつな雰ふん囲い気きを醸かもし出す、この『在あり方』はどうだろう。

「聖せいロギノスの断罪衣イスカリオテも……今のあなたならば、完かん全ぜんに支し配はいできるはずですよ。いいえ、もはやこれを断罪衣イスカリオテと呼ぶべきではないでしょうが」

　少年は、笑う。

　笑う。

　そして、合わせるように男も唇くちびるを歪ゆがめて笑ったのだ。

「……好すきにしろよ」

「ええ、そうさせてもらいます」

　そして、見上げて少年は言う。




「それでかまいませんよね？　壬生蒼馬」




　聖ロギノスの断罪衣イスカリオテの資し格かく者しや。

　かつての聖せい戦せんで『九く瀬ぜ諫いざ也や』と並ならび称しようされた、もうひとりの英えい雄ゆう。




　壬み生ぶ蒼そう馬まは──ただ静しずかに、嗤わらったのであった。
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あとがき






　お待またせしました！　『イスカリオテ』の四巻をお送りします。

　今回は、シリーズはじめての中短編集ですね。

　もっとも、すでにお読みになられた方は分かるかと思いますが、三つの物語はそれぞれ独立した中短編でありつつ、全部でひとつの長編ともなっています。ホップ、ステップ、ジャンプといった感じで読んでいただければ幸さいわいです。

　また、『イスカリオテ』がはじめての方でも、この本から読めるようになっていますので、どうぞお気軽に手にとってくださいませ。

　では、一話ずつの小話など。

　いくつかネタバレも含みますので、できればここからは読後にどうぞ。





＊






・『銀のノウェム』

　この『銀のノウェム』と続く『黒のラーフラ』は、二号連続で『電撃文庫MAGAZINE』に掲載していただいた作品です。

『電撃文庫MAGAZINE』の読者にとっては初めての『イスカリオテ』となりますので、どのように設定を紹介したものか、いろいろと悩んだ記き憶おくがあります。結果として、ノウェムが主役の話となったのは、多くの登場人物が噓うそをついている『イスカリオテ』にあって、彼女だけは唯ゆい一いつ裏うら表おもてのないキャラクターだったからです。

　僕自じ身しんも、一度ノウェムひとりに焦しよう点てんをあてて書ききってみたいと思っていたので、苦労とは裏うら腹はらに、執しつ筆ぴつ自体は楽しかったのを覚えています。




・『黒のラーフラ』

　毎回、新しい断罪衣イスカリオテを出すたびに、能力と聖人の組み合わせで試し行こう錯さく誤ごしているのですが、こっそりお気に入りなのがラーフラだったりします。羊ひつじ飼かいのダビデと巨きよ人じんゴリアテの逸いつ話わは、海外だとよくゲームなどでも見かける題材ですね。

　投石器というものは、使い手によっては想像以上に恐ろしい威い力りよくと射しや程ていを弾はじき出すものでして、伝説のダビデのそれも魔ま弾だんの名にふさわしかったやもしれません。




・『紅衣の娘』

　書き下ろしとなる中編です。

　以前より描いていたふたりの玻は璃りの──その転機の物語となります。

　シリーズ中最大質量の〈獣ベステイア〉と、御みさ陵さぎ市しの断罪衣イスカリオテ資格者をはじめて一同に集めての戦たたかい、皆様に楽しんでいただけていれば良いのですが。





＊






　最後になりますが、神学考証の三み輪わさん、いつもながらぎりぎりまでスケジュールを調整してくださった湯ゆ浅あささん、今回は文庫のみならず『電撃文庫MAGAZINE』でも惜おしみなくその画力を披ひ露ろうしてくださった岸きし和わ田だロビンさんに感謝を捧ささげます。

　次は長編で、春はる頃ごろにお会いしましょう。




　二○○九年十一月


菊きく地ち秀ひで行ゆき氏しの『イラストレイテッド・ブルース』を読みながら



















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「三田 誠先生」係

「岸和田ロビン先生」係
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三さん田だ 誠まこと

兵庫県在住の物書き。『イスカリオテ』初の中短編集となりました。巻数的にもついに四巻です。そして、今我が手にあるものは『BAYONETTA』に『真・女神転生ストレンジジャーニー』。ここはゲーム地獄か天国か……っ！　ちゃ、ちゃんと続きも書いてますよ？
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イラスト／岸きし和わ田だロビン

広島県生まれの、フリーのイラストレーター。主な挿絵作品は「交響詩篇エウレカセブン」シリーズ、「シャルロット・リーグ」シリーズなど。
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©2009 MAKOTO SANDA





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

電撃文庫『イスカリオテⅣ』

2009年12月10日　初版発行





発行者　郡司 聡

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





カスタマーサポート（アスキー・メディアワークス ブランド）

［WEB］https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）










装丁者／荻窪裕司（META＋MANIERA）












本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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